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　黒い鞄かばんが女の子を食べていた。

　平ひら沢さわ衡こうは、目を瞬またたかせながらその光景を見つめていた。




「……相変わらず、ひどい有様だな」

　資料室の扉を開けて、中を覗のぞき込んだ衡は、そんな独り言を漏もらした。

　図書館はただでさえ人が少ない。その人ひと気けのない図書館の中にあっても『関係者以外立ち入り禁止』の札が貼はられた資料室は、もはや廃はい墟きよレベルに達している。

　部屋の中に足を踏み入れると、かびの匂においが衡の鼻を突いた。

　チカチカ音が聞こえる。視界をほの暗く照らしている蛍光灯が、いつものように明めい滅めつしている。普段と同じはずのその景色に、しかし衡は驚きを覚えていた。

　蛍光灯が、最初から点ついていたのだ。

　ということは、『先客』がいる、ということになる。

『図書館部』に入部して今日きようで一ヶ月になるが、今までこの資料室に自分以外の人間がいたのを見たことがない。資料室は図書館の奥深くにあるため、大半の生徒は、ここの存在すら知らないだろう。

　──声を、かけたほうがいいのかな。

　衡がそう思ったのと、奥から物音が聞こえてきたのはほぼ同時だった。

　がたん、と。机を揺り動かすような音。

　それと──誰だれかが、うめいているような声。

　衡は眉まゆを寄せて、ゆっくりと歩き出した。

　薄暗い蛍光灯の明かりを頼りに、鉄製の書棚の隙すき間まからこっそりと覗き込み──

　そして、それを見た。

　整理用の机の上に置いてある鞄が、女の子を飲み込んでいた。

　そりゃもう、ずっぽりと。

　上半身がまるまる鞄の中に隠かくれてしまっている。残った下半身がそれに抗あらがうようにしてじたばたと暴れているのが見えた。床の上に落ちているすっぽ抜けた上履きに、その女の子のものと思おぼしき氏名が記されていた。

　１年Ｈ組　白しろ山やま

　よく知っている名前だった。それは彼女が、衡のクラスメイトだからでもあるし、隣の席の女の子だからでもあるし──

　なによりも、少し特殊な女の子だったからだ。

「……白山さん？」

「──こ、こら、ちょっと、やめなさい、そんなことしないで──」

　呼びかけると、鞄の中からくぐもった声が響ひびいてきた。衡がいることにさえ気づいていないようだ。息を殺して近づき、その様子を観察する。

　白しろ山やまさんが頭を突っ込んでいるのは、大きくて、無ぶ骨こつな、黒い鞄かばんだった。

　しかしいくら大きいとはいっても、人間の身体からだを飲み込めるほどの深みはない。

　そのはずなのに──白山さんの上半身は、完全に鞄の中に吸い込まれてしまっていた。

「──くのえ、もう、いい加減にして、悪戯いたずらしないの、だめだってば──」

　白山さんは鞄の中で、何事かをぶつぶつとつぶやいている。まるで誰だれかに話しかけているようで、ちょっとだけ薄気味悪い。

　少し考えてから、衡こうは理解することを諦あきらめた。とりあえず衡は白山さんを助けようとした。すなわち、近づいて、腰元に腕を回して引き抜こうとしたのだ。

　視界を塞ふさがれた女の子が、背後から突然何者かに抱きつかれたらどうなるか──衡はまったくといっていいほど考えていなかった。

「ひっ!?」

　衡の手が触れた瞬間、悲鳴と共に白山さんの下半身がめちゃくちゃに暴れはじめた。

　スカートがばたばたと音を立てる。二本の足が縦じゆう横おう無む尽じんに動き、パニックのお手本のような動きにうろたえてしまう。まるでその隙すきを突いたかのような的確さで、白山さんのカカトが衡のみぞおちにめり込んだ。

「おごふっ！」

　奇妙な音が口から漏もれ、それと同時にひとつの言葉が彼の頭の中で弾はじけた。

　──ああ、今日のは、これか。

　痛みをこらえながら、身体が勝手に動いていた。ともかくも暴れる白山さんの細い腰を抱えて、力の限りに引っ張る。

「きゃっ!?」

　ずるっと抜けた。

　力と重量が釣り合っていなかった。衡の力が強すぎて、白山さんの身体が軽すぎたために、バランスを崩してそのまま後ろに倒れ込んでしまった。白山さんもろともに、ちょうど彼女と床のあいだのクッションになる形で、衡は思いっきり後頭部を強打した。

　視界が暗くなりかけて、意識が遠ざかる。それをどうにか保つことができたのは、あるひとつの重大な事実に気づいたからだった。

　手に。

　触れている。

　が、そのとき衡の頭の中を占めていたのは、五指が埋まるやわらかな感触ではなかった。膝ひざを挟み込む太ももの熱いほどの体温でもなかった。

　鼻先が触れあうほどの距離にある、白山さんのあどけない顔に目を奪われていた。

　白山さんの瞳ひとみは不思議な色をしているということに、衡は初めて気がついた。純白の髪かみがぱらりと垂れて、衡こうの頰ほおをこそばゆく撫なでている。

　目の前にある白しろ山やまさんの端たん正せいな顔は、ぼんやりと曇くもっていて──

　そして、すぐに正気が戻った。

　ぱくぱくと、薄桃色の唇が喘あえぐように開閉した。しかしそこから声は漏もれない。ただ吐と息いきだけが溢あふれて、衡の鼻先をくすぐっている。白山さんはしばらくそうして『窒ちつ息そくする少女』という題のパントマイムを演じてから、おもむろにその手を振り上げて、

「あぶっ!?」

　ろくな手加減もせずに、衡の顔面に叩たたきつけた。

　衡は思わず鼻先を押さえ、その隙すきを突いて白山さんは跳ね起きる。わたわたと慌あわてふためきながらも、迅じん速そくな動作で鞄かばんをひっつかみ、そのまま出て行こうとして──なにかにつまずいて、盛大にすっ転んだ。

　純白のショーツが見えた。

　衡の背筋が伸びた。「見てはいけない」という倫理観が働いたのはそれから三秒後のことで、しかしそのときにはすでに、彼の視線は別のものに据えられていた。

　転んだ白山さんが握っている、黒い鞄。横倒しになったその口から──

　猫ねこが首を出していた。

　顔の半分だけでこちらを覗のぞきながら、その瞳を真円にしている。くるるるる、と警戒しているのか甘えているのかよくわからない声が喉のどから漏れて、それで白山さんが再び身体からだを起こした。猫の頭を鞄に押し込め、大急ぎでジッパーを閉める。片かた膝ひざを立てて衡のほうを振り返り、引きつったその唇が、こんな言葉を吐く。

「────見ました、か？」

　衡がなにを言うよりも先に、白山さんは押し被かぶせるようにして叫んだ。

「──わっ、忘れてください!!」

　そうして白山さんは、再び鞄を摑つかんで駆かけ出した。もう転ぶことはなかった。脱だつ兎との勢いで資料室の扉をくぐり、そのまま向こうの闇やみへと消えていった。

　衡はしばらく、呆ぼう然ぜんとそれを見送ってから、ぽつりと、

「………………なんなんだよ、いったい？」

　嵐あらしのあとの静けさの中で、そんな言葉をつぶやいたのだった。
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　衡こうは『図書館部』部室にて、遠とお咲さき朱しゆ遊ゆの冷たい視線に晒さらされていた。

　精密機械のような遠咲先輩は、精密機械のように美しい。流れるような黒くろ髪かみと、白はく磁じみたいな肌を持ち、切れ長の目に横長フレームの眼鏡めがねをかけている。その瞳ひとみに、感情らしき感情が浮かんだのを衡は見たことがない。しかし無表情は、時として明確な怒りよりも恐ろしい場合があるのだ。

　恐怖に強こわ張ばる衡の顔を見つめて、遠咲先輩はぽつりと言葉を漏もらした。

「どうしたの、その顔」

「顔、ですか？」

　首をかしげた衡に、桐きりヶが谷や伊い織おりがおもむろに手鏡を差し出した。

　受け取って、自分の顔を確認すると、綺き麗れいな手形がついていた。

「……えーと、これは」

「女の子に悪戯いたずらでもした？　困るわ、平ひら沢さわくん。あなたが退学になったらわたしの雑用をこなす人がいなくなってしまう」

　言いたいことを言ってから、遠咲先輩は衡から視線を外した。副部長席に据え置かれている、ラップトップ型のパソコンを操作しながら、ぽつりと、

「それで、頼んでおいた資料は？」

「えっ？　あー、それはその」

　鞄かばんに喰くわれていたクラスメイトを助けるのに必死で、頼まれていた資料のことなんてすっかり忘れていました──などとは、口が裂さけても言えない。適当な言い訳がないかと頭を捻ひねっていると、不意にカタカタ鳴っていたキーボードの音が止やんだ。

　見れば遠咲先輩が静止している。眼鏡にディスプレイの光が反射して、その奥の目がどんな色をしているのか窺うかがうことは、できなかった。

　本格的にまずい。

　衡は伊織に視線で助けを求めた。即座に後悔した。先ほどまでにやにやと自分を観察していたはずの伊織は、危険を察知して机に突っ伏して狸たぬき寝入りを始めていたからだ。

　ひとしきり親友に呪のろいの念を送りつけてから、衡は遠咲先輩に向き直り、

「すいません。あちこち探したんですけど、どうにも見つからなくて。──あ、館内から探してくるっていうのはどうですか？　この辺りの古い地図ですよね、探してたの」

　苦し紛まぎれの提案をした。そもそも館内になかったから資料室に探しに行かされたのだ。

　遠咲先輩は稀き代だいの愚おろか者ものを見るような目つきで衡を眺め、ぽつりと、

「できるの？」

「……、いえ、断言は、できません、が……目星なら、つけられるんじゃないかと……」

「じゃあ、お願いするわ。ただし、見つからなかったときはすぐに帰ってきてね」

「………………は、い」

　こくこくと、何度も頷うなずいてから、衡こうは逃げるようにして部室を出た。

『図書館部』部室は、司書準備室をまるまる占領したものだ。出入り口はコの字型のカウンターに囲まれていて、部室の窓からは閲えつ覧らんスペースを見通すことができた。

　閲覧スペースには数えるほどしか人はいない──というか、目下のところひとりしか利用者がいない。それも決して読書をしているわけではなくて、オーク材の高そうな机に顔を伏せて、すやすやと就寝中という有様だ。

　無常感と共にそれを見つめていると、ふと肩を叩たたかれた。

　振り返ると、そこには伊い織おりのにやにや笑顔があった。

「よ。災難だったな、衡」

　桐きりヶが谷や伊織は衡の親友だ。もしくは悪友かもしれない。見上げるほどに背が高く、肉食獣のように引き締まった体格とそれに相応ふさわしい身体能力、そして他人を（主に衡を）振り回して平然と笑っていられる唯ゆい我が独どく尊そんな性格を持っている。

　長ちよう髪はつの向こうで笑う伊織の顔を見つめながら、衡は鼻を鳴らして彼を非難した。

「寝たふりなんかしやがって。あそこは普通、手助けしてくれる場面だろ」

「そう言うなよ、逆の立場だったらおまえだってスルーしてたはずだぜ。遠とお咲さき先輩に逆らうなんて、そんな無む謀ぼうなことはいくらおれでもしたくない」

　くつくつと笑いながら、声を潜ひそめて伊織はそう言った。デカい図体して情けない──と思いはしたが、しかし遠咲先輩に畏い怖ふを抱いているのは自分も同じなので口にはしなかった。

　遠咲朱しゆ遊ゆは、『図書館部』に君くん臨りんする魔ま女じよである。

　本来は『文芸同好会』だったはずの集団が、『図書館部』と呼ばれるようになった原因を作ったのが、すなわち遠咲先輩だった。どういうツテを使ったのか定かではないが、遠咲先輩は学園の敷地外れの雑木林にある図書館の管理をするという名目で、この巨大な建物を『文芸同好会』の根拠地にしたのだという。

　衡と伊織は入学してすぐに、遠咲先輩によって『図書館部』に加入することになってしまった。『おもしろそうなこと』がなによりも好きな伊織は嬉き々きとして、その伊織に引きずられる形となった衡は渋々ながら。二人は遠咲先輩の手先となって、彼女の悪わる巧だくみに利用されたり、あるいはただ単に小説のネタ集めに利用されたりしているのだった。

　緑の絨じゆう毯たんを歩きながら、伊織はのんびりとした口調で言った。

「ま、悪いとは思ってるからさ、おれも手伝ってやるよ。なんだっけ？　昔の地図？」

「この町の歴史地図。ここになかったからおれが資料室に行かされたんだと思うけどね」

「しっかし、なんでまた歴史地図なんているんだろな？　あの人の考えが読めないことなんて今に始まったことじゃないけどさ」

　遠咲先輩の目的はあまりにも深しん遠えんなため、衡や伊織には理解できないことが多い。くだらないと思えた命令が非常に重要な目的に繫つながっていることも、その逆もある。

「聞いた限りでは、単純に小説の資料にするつもりらしいけど──まあ、なんでもいいよ。見つからなかったら、どのみちひどい目に遭あわされるんだから」

　どんよりとした表情で、吹き抜けの二階まで届く大きな書架を見上げる。これをすべて調べても、なお見つかる可能性は低いだろう。その事実を絶望と共に嚙かみしめていると──

　不意に、伊い織おりに肩を叩たたかれた。

「なんだよ？　邪じや魔まするなら──」

「あれ」

　顎あごである方向を示す。衡こうは眉まゆをひそめながら、伊織の視線の先を追い、そして、

「………………」

　書架の陰に半身を隠かくして、じっとこちらを覗のぞき見ている白しろ山やまさんの姿を発見した。

　目が合った。

　その一瞬後に、白山さんは慌あわてて書架の陰に引っ込んでしまった。いくら慌てて隠れたからといってもごまかせるものではなく、むしろその慌てぶりがいっそう不自然な雰囲気を醸かもし出していた。衡だけではなく伊織にもそれとわかるほどに。

「白山さんだよな、あれって。──なんでおれたちのこと見てるんだ？」

　おもしろがるような伊織の口調に、衡はほとんど本能的に「まずい」と感じた。
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「……おまえに告白でもしたいんじゃないか？」

　鞄かばんに頭を突っ込んで足をばたつかせている白しろ山やまさんと、鞄からひょっこりと顔を出していた猫ねこのヒゲ。頭に浮かんだその情景をおくびにも出さずに、衡こうは適当にそう答えて歩き出そうとした。失敗した。伊い織おりが衡の肘ひじを摑つかみ、こんなことを言ってきたのだ。

「衡。おい、衡って」

「…………なんだよ？」

「わかったぞおれ。今ぴーんと来たんだ」

　なにが、とは聞き返さない。こういうときの伊織の勘が動物並みに鋭いことは、長年の付き合いでようく把は握あくしていた。

「おまえの顔に手形を貼はりつけたのって、白山さんだろ？　なにやったんだよおまえ、あんなおとなしい子に張り手させるなんて！　そりゃおまえは痛い目に遭あいやすいけどさ、だからってあんな子に──」

「伊織。声が大きい」

　ぺちんと音を立てて伊織の口を塞ふさぐ。それとなく様子を窺うかがうと、白山さんは再び書架から顔を覗のぞかせて、執しゆう念ねんに等しい視線をじっと衡のほうに注いでいた。

　おれがなにをした、と衡は思った。

　いや、自分がなにをしたかはすでにわかっている。見てしまったのだ。あの光景を。鞄に飲まれた白山さんと顔を出した猫と純白のショーツ。いや最後のは忘れていいのだが、ともかくもあのとき白山さんは「忘れてください」と言っていた。

　つまりあれは、白山さんにとって『見られたくないこと』だったのだ。

　本来ならば、直接話し合ったほうがいいのだろうが──

「で、なにやったんだよ衡？　言ってみ？　教えてみ？」

　──そう。こいつが問題だ。

　桐きりヶが谷や伊織は決して悪い人間ではない。その高校生離れした体格と、いつもにやにや笑っているような不敵な表情から誤解されがちだが、性根はまっすぐな人間なのだ。そのことは、親友である衡が誰だれよりもよく知っている。

　ただ彼は、『おもしろそうなこと』に対して、並々ならぬ興味を抱いているというだけだ。

　伊織が一度『おもしろそうなこと』を見つけてしまったら、彼を止めるのは至難の業となる。伊織は全能力を使ってそれを追求しようとするのだから。その伊織に、図書館資料室で上半身を鞄に突っ込んでじたばたと足あ搔がいていた白山さんのことを教えたらどうなるだろう。

　ロクでもないことになるに決まっている。なぜなら、今までずっとそうだったから。

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、衡は伊織に言う。

「別に、なにもなかったよ。資料室であの子に会ったのは本当だけど、それで驚かれて顔を思いっきり叩たたかれただけだ」

「ふうん？　なら、なんで白山さんはあんな顔でこっちを見てるんだ？」

「さあ。おれに謝りたいんじゃないか？　殴ったことを気に病んでるとか」

　伊い織おりの目が衡こうのことをじっと見つめている。

　衡はそれを、たじろがずに見返した。

　やがて、伊織が諦あきらめたようにため息をついた。軽く肩をすくめ、

「そっか。ま、おまえがそう言うならそれでいいや」

「…………」

「しかし、だとしたらおれは邪じや魔まかね？　なんでか知らないけど、おれの図体は女の子に怖がられやすいみたいだからなあ。ったく、傷つくぜ」

　衡は小さく笑った。この少年は、見上げるほどの長身と強きよう靱じんな筋肉、唯ゆい我が独どく尊そんな性格を持っているくせに、内心は意外なほど繊せん細さいなのだ。

「大丈夫だろ、同じクラスになって一ヶ月も経たってるんだから。白しろ山やまさんだって今さらおまえを怖がったりはしないと思うよ」

　そう言って、衡は白山さんを見た。今度こそはっきりと、声をかけようと思って。

　しかし──そのときにはもう、白山さんの姿はどこにも見当たらなかった。

「あれ？」

「いないな。おれらに気づかれたから逃げたのかな」

「やましいことをしてるわけじゃないんだから、別に気づかれても──」

　と、首をかしげたところに、いきなりやってきた。

　つむじに突き刺さるような、鋭い痛みと衝しよう撃げき。

「………………っ!?」

　じわりと痛みが広がって、衡は思わずうずくまる。激げき痛つうを訴える頭のてっぺんを手で押さえると、指先になにかが触れた。衡の頭の上できわどいバランスをキープしていたそれが、ぐらりと揺れて床に落ちる。

　伊織は目をぱちくりさせながら、衡のことを見下ろして、ぽつりと、

「ふむ。今日の分が来たのか？」

「……いや、おかしいな、さっき済ませたはずなんだけど」

「ま、一回済ませればそれ以降は起こらないって約束されてるわけでもないしな。今日はたまたま運が悪かったんだろ」

　のほほんとそう言って、伊織は衡の頭に激突したものを拾い上げた。──本だ。衡は思わず、自分の脇わきにそびえる書架を見上げた。恨うらめしげに、

「くそ、なんだってそんなもんが落ちてくるんだよ。この書架、立て付けが悪くなってるんじゃないのか？　あとで遠とお咲さき先輩に報告しないと──」

「ならついでに、この本も持って行くといいぞ。叱しかられずに済む」

　そう言って、伊織は手にした本を衡の目の前に差し出した。衡は訝いぶかしげに眉まゆを寄せながら、それを受け取る。その表紙を見た途と端たん、衡こうは驚きに目を見開いた。

　それは、衡がずっと探していた、この町の歴史地図だった。

「不幸中の幸いって、こういうことを言うのかね？　いや、幸いっつーか奇跡だなもう。たまたま落ちてきた本がたまたま探していたものだなんて、偶然にしてはできすぎだ。奇跡って呼んでもいいかもしれないし──」

　伊い織おりはそこで言葉を切って、ちらりと別のほうに目を向けた。

　走り去る女の子の背中が、一瞬だけ見えた。

　それを見送りつつ、伊織は楽しげにつぶやく。

「もしくは、『人じん為い』かもしれないけどな」




　　　　◆




　白しろ山やまさんは、一言で表現すれば、不思議な女の子だった。




「白山さんっ！　今日きようはどう？」

　元気な声が、教室の中に響ひびき渡った。

　自分の席で弁当箱を広げていた伊織が、またか、という顔で振り返る。衡も同じようにそちらに視線を向けた。そこにはいつもの光景が──すなわち、白山さんを昼食に誘おうとする宮みや代しろ葉は月づきの姿があった。

　白山さんは宮代のことを、眠そうな目で見上げていた。

　か弱く、儚はかない。白山さんは、そんな印象を見る者に与える女の子だった。華きや奢しやな身体からだとあどけない表情はどことなく危うげで、ふと目をそらすといつの間にかいなくなってしまいそうな、そんな雰囲気を持っていた。

　なによりもその雰囲気を強いものにしているのは、彼女の髪かみだった。

　白山さんの髪は、純白なのだ。

　恐らく衡と同様に、クラスの誰だれもがその不思議な色をした髪について尋たずねたいと思っているだろう。そしてクラスの誰もが、その行為に対してタブーに触れるような後ろめたさを感じているに違いない。話しかけることさえ難しいのに、身体的特徴について尋ねるなど、よほど無神経でなければできることではない。

　そんな白山さんを毎日のように昼食に誘う宮代は、そこそこ無神経と言えなくもないかもしれない。もっとも彼女の場合は『気さく』と呼んだほうが適切かもしれないが。

　そして今日も、白山さんは宮代のことを見上げたまま、数回瞬まばたきをして、

「…………」

　首を横に振った。

　宮みや代しろの笑みに、残念そうな色が混じる。それでも笑みを崩さないのはさすがに宮代だった。

「そっかー。ま、しょうがないね。一緒に食べたくなったら、いつでも言ってね」

「はい。──ごめんなさい」

　鈴の鳴るような声で、白しろ山やまさんは本当に申し訳なさそうにそうつぶやいた。宮代はくすぐったそうに笑い、白山さんに軽く手を振ってから、衡こうたちのほうに歩いてきた。

　通りすがりざま、伊い織おりがからかうように、

「おまえも諦あきらめないなあ。もう一ヶ月も同じことやってるだろうに」

「うっさい桐きりヶが谷や。あんたには関係ないわよ」

　べ、と舌を出して答え、宮代は自分の所属するグループの席に腰を下ろした。衡はひとりでぼんやりしている白山さんに視線を留とめながら、口を開く。

「白山さんって、あんまり人とは付き合わないのかな」

「うーん、ひとりが好きなのかなあ。あたしのお誘い、迷惑じゃなきゃいいんだけど」

「そもそも、どうして宮代は白山さんを誘ったりしてるんだ？」

　衡の質問に、宮代は小さく肩をすくめ、

「決まってるじゃない。可愛かわいいから」

「……そんな理由で？」

「なによ。可愛いからってのは大事な理由だよ。それともなに、平ひら沢さわは白山さんのこと可愛くないっての？　あんたどれだけお目が高いの？」

「いや、まあ──可愛いとは思うけどさ」

　うっかり口を滑らせる。しまった、と思ったときにはすでに遅く、伊織と、そして宗しゆうがにやにやと笑いながら衡の横顔を覗のぞき込んできた。無視する。

　川かわ崎さき宗は、教きよう王おう護ご国こく学園に入学してからできた友人だ。知り合ってからまだ一ヶ月だが、今ではすっかり打ち解けている。伊織と正反対のＤＮＡでできているような細い身体からだつきをしているくせに、彼とはやけに気が合うらしく、ときどきこうやって伊織と連携して衡のことをからかってくるから始末に負えない。

　と、不意に宗がにやにや笑いを消して、真ま面じ目めな顔に戻った。声を潜ひそめ、

「……そういえばさ、衡。白山さんがじっときみのこと見てるけど、なんかやったの？」

　衡はその言葉に、ぴくりと頰ほおを引きつらせた。

　宗に言われるまでもなく、実は先ほどから白山さんの視線を感じていたのだ。それを振り返る勇気は持てず、ただ衡は、ぽつりと、

「いや、別に、なにも」

　そんな噓うそをついた。

　頭の中に流れるようにして昨日きのうの記憶が蘇よみがえってくる。あれらの光景を目撃しておきながら「なにもない」と答えるのは虚きよ言げん以外の何物でもないが、かといって正直に口にしたところで、こちらの正気を疑われるだけに決まっている。

　それに、白しろ山やまさんも「忘れてください」と言っていたことだし。

　忘れろと。あの光景を。無茶を言う。昨日きのうの放課後から現在に至るまで、足をばたばたさせる白山さんと鞄かばんから顔を覗のぞかせている猫ねこと純白のショーツを忘れられたことは一時もない。

　いやショーツはひとまず置いておくとしても、ともかくあの光景の異常さはしっかりと脳裏に焼きついていて、忘れようと思っても忘れられるものではなく、

「平ひら沢さわくん」

「うわっ!?」

　いきなり声をかけられて、衡こうは思わずそんなふうに叫んでしまった。

　振り返る。黒い鞄がそこにはある。視線を上げると白山さんが、眠たげな眼まな差ざしを驚いたようにほんの少し見開いて、衡のことをぱちくりと見つめていた。宮みや代しろや伊い織おりも、食事の手を止めて何事かと二人の様子を窺うかがっている。

　白山さんは、二度ほど瞬まばたきをした。そうしてから、意を決したように口を開き、

「頭は大丈夫？」

　さわり、と二人の周囲にざわめきが走った。

「──し、白山さんが平沢に喧けん嘩か売ったぞ……!?」

「いったいなにやったのよ平沢？　白山さんに『頭がおかしい』って言わせるなんて」

「きっとよっぽどのことをやったんだろ。ひでえな平沢、見損なったぜ」

　さわさわさわ、と聞こえてくる囁ささやき声は、なぜか衡を非難するものばかりだった。いや、確かに昨日の出来事を知らなければそういうふうに聞こえてしまうのかもしれないが、だからといってすべての責が自分にあると決めつけるのはあまりにひどすぎやしないだろうか。

　と、白山さんが当惑したように、ゆるりと視線を左右に巡めぐらせた。

　それだけで、周囲のざわめきが噓うそのように静まっていった。

　ぎゅっと音が鳴るほどに強く、黒い鞄のグリップを握りしめながら、白山さんは唇を開き──

「や、大丈夫だよ白山さーん。こいつの頭は頑丈だからさー、あれくらい平気平気。鉄板が当たったってぴんぴんしてるんだから」

　伊織が助け船を出した。

　白山さんは目を瞬かせて、伊織のことを見た。伊織はにこにこしながら手を伸ばし、隣にいる衡の髪かみをぐしゃぐしゃにかき乱す。衡はその手を邪じや険けんに振り払い、

「ちょっ、やめろよ伊織」

「ほらね、たんこぶひとつできてない。どうだい、白山さんも触ってみたら」

　衡はため息をついて、呆あきれたような口調で、

「おまえな、ワケわかんないこと言うんじゃないよ。白山さんだって困って──」

　白山さんはおもむろに手を伸ばして衡の頭に触れた。

　わさわさと撫なでられて、衡こうの唇が伊い織おりに文句を言いかけた形のままで止まった。白しろ山やまさんはそうやって、しばらく衡の髪かみを撫で回してから、安あん堵どしたように息を吐いた。

「──よかった。怪け我がをしてたら、どうしようかと思ってました」

　目を伏せて、かすかに震ふるえる小さな声を響ひびかせた白山さんに、衡と伊織は顔を見合わせる。『怪我をしてたら』ということは、つまり、

「ああ、昨日きのうのアレ、やっぱり白山さんだったんだね」

「え？」

「いや、ほら。昨日の歴史地図。きみが探してくれたんだろ？」

　ありがとう、と言おうとした瞬間に、白山さんはぶんぶんと首を横に振り、

「──わ、っ、わたし、その、知りません。そんなの」

「知らない？　や、でも、昨日確かに──」

「知らないんですっ。わたしじゃありませんっ」

　今まで聞いたことがないほどの強い口調で否定された。衡は驚いてなにも言えなくなってしまい、周まわりの生徒たちも静まり返って白山さんに視線を注いでいる。普段は物静かで、授業のときに当てられでもしなければほとんど声を発することのない白山さんが、大声で叫んだのだから当然だ。

「──そっか。知らないなら仕方ないな」

　不意に、伊織が口を挟んだ。その顔には相変わらず笑みが浮かんでいたが、しかしそれはこの状況をおもしろがっているものではない。人が困っているところを見て、なおおもしろがることができるほど、伊織は程度の低い人間ではない。

「残念だったな、衡。せっかく昨日のお礼が言えると思ったのにな？」

　白山さんは目をぱちくりさせて、伊織のことを見、

「お、お礼？」

「こいつ、昨日は遠とお咲さき先輩の命令で歴史地図を探してたんだから。見つからなかったらどうなっていたことか。今いま頃ごろ冷たくなって東京湾に浮かんでいても不思議じゃなかったぜ」

　あっけらかんとした口調で恐ろしいことを言う伊織に、衡は眉まゆを寄せて心の中で反論した。失礼な。遠咲先輩だったらそんなアシのつくような処理はしない。

「それにほら、こいつ体質的に痛いのは慣れてるから、あの程度で命が助かったんなら御おんの字ってところだよ。あれくらいは毎日起きてることだし」

「……体質的に、って？」

　首をかしげた白山さんに、伊織は説明をするように、

「なんだかねー、呪のろわれてるのかなんなのか知らないけど、こいつやたらと痛い目に遭あうんだよ。一日一回は必ずどこかを打ったり切ったり刺したりするんだ。悲ひ惨さんだろ？」

　白山さんはしきりに目を瞬またたかせている。衡は小さく息を吐いた。

「好き勝手言うな、おまえは。本当のことだけど」

「……本当、なんです、ね」

「ああ、いや──まあ噓うそじゃないんだけど、別に信じなくてもいいよ。冗談だと思っていい」

　肩をすくめる。実際、この『呪のろい』を信じているのは、中学時代からの知り合いである伊い織おりと宮みや代しろくらいのものだ。付き合ってまだ日が浅い宗しゆうなどは──半信半疑の表情で二人のやりとりを見守っている。

　しかし、白しろ山やまさんは──

「信じます。信じられます」

　ぽつりと、そんな言葉を落とした。

　伊織と衡こうの視線が白山さんに吸い込まれる。衡が今まで出会ってきた人物の中で、『呪い』の話を一発で信じた者はひとりもいなかった。話を合わせている、というわけでもないようだ。白山さんの不思議な瞳ひとみは、一切の色を映さずに衡の顔を覗のぞき込んでいる。

　ふと、白山さんは我に返ったように顔を伏せた。

「と、とにかく、怪け我が、していなかったのなら安心しました。それだけを、確認したかったんです。失礼、しました」

　そう言って踵きびすを返した白山さんに、衡は付け加えるように、

「ああそうだ、白山さん、もし会ったら伝えておいてよ。誰だか知らないけど歴史地図を渡してくれた人に。平ひら沢さわ衡が感謝してた、ってさ」

　白山さんは眠たげな目を見開いて、それから──

　気のせいかもしれないけれど、ほんの少しだけ、笑ったように見えた。

「……はい。それじゃ」

　衡の横をすり抜けるようにして歩いていき、そのまま白山さんは教室から出て行ってしまった。それを見送って伊織はぽつりと、

「……白山さん、噓うそが下へ手ただなあ」

「下手なのは噓をつきなれていないからだ。おまえと一緒にしちゃいけないな」

「うわひでえ。フォローしてやった礼がそれかよ？」

　ぶちぶちと漏もらしながら、伊織は再び弁当に手をつけはじめた。宗も何事もなかったようにいつもの昼食風景を再開させている。

　衡は白山さんの出て行ったほうを眺めながら、そこはかとない違和感に囚とらわれていた。

　歴史地図をぶつけたのが白山さんだとして、なぜわざわざ話しかけてきたのだろう、と思う。知らないふりをするのなら、最初から黙だまっていれば誰だれにもわからないのに。

　謝罪しようと話しかけて、いざとなって怖おじ気けづいてしまったとか？

　あるいは──他ほかに、話したいことがあったとか。

「……ま、どうでもいいか」

　今はそれよりも、空腹を癒いやすことのほうが大事だ。そう思い直し、衡こうは箸はしを手に取って、




　がしゃん！




　という音が教室に響ひびき渡った。

「………………」

　口をあんぐりと開け、おかずのハンバーグを食べようとしている体勢のまま、衡はぴたりと凍りついていた。音に驚いたからではないし、空気中できらきらと煌きらめくガラスの破片に目を奪われていたからでもないし、蛍光灯が激げき突とつした頭頂部に痛みを感じていたからでもない。

「このタイミングで来るか」という呪じゆ詛そを、見えないなにかに向かって送っていたからだ。

「……こ、衡!?　大丈夫!?」

　宗しゆうは慌あわてて衡のほうに近づいてきた。その表情に浮かんでいるのは本物の心配、付き合って日は浅いがこいつは本当の友達だと思う。それに比べて、

「あー、今日きようの『呪のろい』はそれか。なかなかバラエティ豊かで見ていて飽きないよな」

　伊い織おりは箸を休めもせずに、やたらと明るい声でそんなことをほざいた。

「『呪い』って──さっきのあれ、まさか本当だったの!?　や、でもそんなの──」

　宗はたまたま外れた蛍光灯が、目の前の人間にぶち当たったという衝しよう撃げきから立ち直れないでいるらしい。他ほかの生徒たちも手を止めて衡のことを注目している。

　入学して一ヶ月。ここまで派手な『呪い』に遭あったことは、一度もなかったのだが。

　まあ、わかってもらうには、丁度よい機会かもしれない。

　ゆっくりとした動作で衡は弁当箱を置き、ガラスの破片をぱらぱらと払いながら、

「噓うそじゃない、って言っただろ。どうしてかはわからないけど、一日一回はこういうことが起きるんだよ。まったく、うざったい」

「…………だ、大丈夫なの、衡？　痛くない？」

「痛いし、大丈夫じゃない。伊織、ホウキとちり取りを持ってきてくれ」

「ほいほい。──しかし衡、大丈夫じゃないってのは、どこか怪け我がでもしたのか？」

　さっさと立ち上がり、手早く掃除用具入れを開けた伊織に、衡は憮ぶ然ぜんとして首を振り、

「いいや。怪我をしたわけじゃないし、我慢できないほど痛みが強いわけでもない。これくらいだったらおれにとっちゃ日常茶飯事だ」

「ほう。ならなにが大丈夫じゃないんだ？」

　ホウキとちり取りを手渡しながら、伊織はなぜか楽しそうにそんなことを尋たずねてくる。衡はそれを受け取りながら、腹立たしそうに吐き捨てた。

「痛みには慣れてるけど、空腹には慣れてないんだよ。まだ半分以上残ってたのに──ガラス入りの弁当なんて食えるか！」




　　　　◆




　果たしてなにが原因となったかは、わからないが──

　白しろ山やまさんのストーキングが始まったのは、その日からだった。

　もっともストーキングと言っても、日に数百回の無言電話をかけてきたり猫ねこの生首を下げ駄た箱に入れたりするわけではない。単に白山さんが衡こうのあとをつけ回すようになっただけだ。

　最初のうちは気のせいだと自分に言い聞かせていたが、どうもそういうわけではないらしい。視線を感じて振り向くと、必ずと言っていいほどそこに白山さんがいる。そして、衡のことをじっとりと見つめているのだ。

　とりあえず目が合った瞬間に慌あわてて顔をそむけるのはやめてほしい。なんだか傷つくし、『見ていたこと』をごまかそうとしているのなら完全に逆効果だからだ。そうあからさまな反応を見せられると、やはりなにか子し細さいがあるのではないかと勘ぐりたくなってしまう。

　とはいえ、白山さんのような抜群に可愛かわいい女の子に、興味を持たれているというのは悪い気がするものではない。どういう理由なのかわからないところが少し不気味だが、それでも実害があるわけではないし──

　むしろ、『実利』のほうが多かったからだ。

　たとえば登校時、下駄箱から飛び出ていた釘くぎが手のひらに突き刺さったときには、どこからともなく現れた白山さんが包帯と消毒液をくれた。

　たとえば下校時、練習中のサッカー部による流れ球が顔面を直撃したときには、やはりどこからともなく現れた白山さんがよく冷えたタオルをくれた。

　極めつきは、体育の授業中だった。

　衡にとって体育という授業科目は怪け我がをするためにあるようなものだ。普通の生徒だって負傷することがあるのだから、怪我をするなというほうが無茶というものだろう。

　その日の授業内容は『学園の敷地を一周してくる』というもので、誰だれも喜ばないしなにも生み出さない、体育の授業としてはごく平均的な代しろ物ものだった。うんざり声をあげる生徒たちの中で衡がひとりだけ涼すずしげな顔をしていたのはサボる算段をつけていたからでは無論なく、単純に「ああ今日きようはこれか」という諦あきらめがついていたからである。『走り込み』系の授業中に『呪のろい』が発動する確率は九割を超える。

　そして予定どおり、半分ほど回ったところで、他ほかの生徒に追突されて足をくじいた。

「……まあ、なんというか…………ご愁しゆう傷しよう様だな」

　脂あぶら汗あせをだらだらと流している衡を気の毒そうに眺めながら、伊い織おりはそんなことを言った。

　保健室に行くにしても、広い学園敷地の外れから中枢棟まで歩いて行かなくてはならない。伊織の肩を借りていてもその距離は遠大に過ぎた。衡がアスファルトに自分の汗が染み込んでいくのを見下ろしながら、もしもこの『呪のろい』を自分にかけた何者かがいるのならば、たとえそいつが神だろうがチェーンソーでばらばらにしてやる、という意味のことを考えていると、

「これ」

　頭上から、声が振ってきた。

　のろのろと顔を上げると──そこには、体操服姿の白しろ山やまさんが立っていた。

　黒い鞄かばんをぶら下げ、包帯と消炎スプレーをこちらに差し出しながら。

「──よ、よかったら、使ってください」

　なぜ白山さんがここにいるのかよくわからず、しきりに瞬まばたきをしている衡こうと伊い織おりの視線に、恥ずかしそうに睫まつ毛げを伏せて、白山さんはそう言った。

　衡に受け取らせて、彼女は一目散に逃げ出してしまった。鞄を揺らして走り去る、その後ろ姿を二人して眺めながら、衡はぽつりと伊織に尋たずねた。

「……白山さん、体育サボってまで、おれのことをつけ回してたのかな？」

　さあな、と伊織は肩をすくめ、それから彼らしい、にやりとした笑みを浮かべた。

「それだけおまえに、興味があるってことだろ。ほら、足見せてみろ。せっかく援助物資をもらったんだから、有効に使わせてもらおうじゃないか」




　そんなふうにして、白山さんの動向を訝いぶかりながら迎えた、月曜日の放課後。

　平ひら沢さわ衡と桐きりヶが谷や伊織と川かわ崎さき宗しゆうの三人は、群れなすブレザー服の中に紛まぎれるようにして、校門に向かって歩いていた。

　特別教室棟を通り過ぎると、横手のグラウンドからかけ声が聞こえてくる。サッカー部だろうか、新入生と思おぼしき生徒たちがぎこちなくボール拾いをしているのが見えた。

　そのグラウンドの向こうには雑木林が広がっている。あれこそが悪名高き『魔ま女じよの森』であり、『図書館部』の拠点である図書館が建っている場所であり、『図書館部』に仇あだなすものがあの森に足を踏み入れればたちまちのうちに遠とお咲さき先輩の魔力で塩の柱にされてしまう──と、伊織がそこまで言ったところで同時にツッコミが入った。

「おまえは遠咲先輩をなんだと思ってるんだ」

「なんで雑木林なのに『魔女の森』なの？」

　伊織は宗の質問にだけ答えた。

「『魔女の雑木林』じゃ迫力がないからだ。近所の子供たちの遊び場じゃないんだから、もっとこうおどろおどろしい雰囲気が欲しいところだな。そのうち看板を立てようかと思ってる。この森を侵おかすもの、汝なんじらすべての希望を捨てよ──とかなんとか、そんなことを書いて」

　つらつらと空中に文字を書くようにして、伊織はのほほんとそんなことを言った。

　宗は笑い声を立てたが、衡は真ま面じ目めな表情を崩さない。なぜならば伊織が言っていることは冗談ではないから。近いうち、本当にそんな内容の文が記された看板が林の入り口に立てられるだろう。伊い織おりのことだから人骨のレプリカも造るかもしれない。

　ふと、宗しゆうが歩きながら尋たずねてきた。

「伊織と衡こうはさ、どうして『図書館部』に入ったの？」

　衡は唇をへの字に曲げながら、それに答えた。

「おれは入りたくて入ったんじゃない。伊織に無理矢理入れられたんだ」

「なに言ってんだ、おまえだってまんざらでもない顔してたじゃないか。──おれが入ったのは、なによりもおもしろそうだったからだな。先輩も尊敬できるし、それに図書館の中に部室があるってのもポイントが高い。遠とお咲さき先輩の邪じや魔まさえしなきゃ、図書館全体を好き勝手にいじれるんだから」

「え、そうなの？」

　不思議そうに尋ねた宗に、頷うなずいたのは衡だった。

「そもそもおれたちがあそこを根城にできているのは、学校から『図書館部』が図書館の管理と司書業務を行うようにって任されてるからだよ」

「へえ……初めて知った」

「ま、校舎から離れすぎてて、誰だれも使わねえからな、あの図書館。誰が管理してるかなんて知らなくて当然だ」

　そんな話をしていると──不意に、宗が後ろをちらりと振り返った。

「あれ。白しろ山やまさんだ」

　自分の頰ほおが引きつるのを、衡は抑えることができなかった。

「またきみのことを見ているよ。一体なにしたの、衡？」

　宗の声にも笑い声が滲にじんでいる。後頭部に突き刺さる視線を感じながら、衡は深々とため息をついた。助けてくれるのはありがたいが、理由もわからずに追い回されるというのは、精神的にクるものがある。

「……本当に、おれが知りたいよ。なんでおれが追われるんだ？」

「まあ、なにかよんどころない事情があるんだろうが──ふむ、そうだな──」

　ふとそんなことをつぶやいて、伊織は顎あごに手を当てて何事かを考えはじめた。

　嫌な予感。

　やがて伊織の口元に──肉食獣を思わせる凶暴な笑みが浮かんだ。

　嫌な予感の二乗。

　伊織は立ち止まる。衡が釘くぎを刺そうとした、まさにその瞬間を狙ねらったかのようなタイミングの良さで。そうしながら彼は、わざとらしく「ぱちん」と手を打ち鳴らして、

「おお、そうだ、忘れてた！　今日きようは『図書館部』の部活がある日じゃないか！　危ない危ない、もう少しで遠咲先輩に八つ裂きにされるところだった！　な、衡！」

　周囲の生徒たちが振り向くほどの大声で、そんなことを叫んだ。

　視線が痛い。しかしさすがに振り向くだけで、ほとんどの生徒は立ち止まろうとはしない。立ち止まっているのは、驚いて伊い織おりを見上げている宗しゆうか──

　あるいは、数メートル離れた場所でこちらを注視する、白しろ山やまさんくらいのものだ。

「というわけで、悪いが宗、先に帰っていてくれ！　おれたちはちょっと図書館に寄らないといけないからな！」

「えっ、あー、う、うん。わかった」

「それじゃ、また明日あした！　さ、早く行こうぜ、衡こう！」

　宗に別れの挨あい拶さつをすると、伊織は衡の背中をぐいぐいと押して、雑木林へ続く遊歩道を進みはじめた。伊織に押されて歩きながら、衡は不ふ審しんを隠かくそうともせずに伊織を見上げる。

「……なんのつもりだよ、伊織？」

「ん、なにがだ？」

「なんであんな噓うそついたんだ？　『図書館部』は活動日なんて決まってない。いつも遠とお咲さき先輩の一存で呼び出されるだけだ」

「ハッハ、まあそうなんだけどな。いいじゃないか、そんなこと他ほかの奴やつにわかりゃしねえよ」

　伊織はカラカラと笑い、衡はそんな伊織の思惑を推し量っている。あんなにわざとらしい大声を出して、伊織が噓をついたのにはわけがあるはずだ。それはなんなのか──と考えているうちに、ふと気づいて衡は後ろを振り返ろうとした。

　伊織の太い腕が、それをぐっと押さえ込んだ。

「後ろ、向くなよ。大丈夫、ちゃんとついてきてるさ」

　囁ささやくようなその声に、衡の警戒レベルが一段階上がった。まさかとは思うが、こいつ、

「伊織、おまえ、白山さんになにかするつもりじゃないだろうな？」

　背後についてきているだろう少女の名前を口にすると、伊織は意外そうに眉まゆ根ねを広げ、

「別に悪さしようとしてるわけじゃない。ただおれは、白山さんに正直になってほしいだけさ」

「……どういうことだよ？」

「考えてもみろ。もう何日も、あの白山さんがおまえのことをつけ回してるんだぞ？　今はまだおれと宗しか気づいていないが、それだってあと一週間もすりゃ他の奴らだって気づくに決まってる。そんなことになったら、よからぬ噂うわさが立ってしまうかもしれないだろ」

「まあ、それは、確かに」

「だから今のうちに、白山さんに用件を済ませてもらうんだよ。わざわざ馬ば鹿かみたいな大声を出して、白山さんをこっちに誘ゆう導どうしたのはそのためだ」

　グラウンドの脇わきを歩きながら、伊織は策さく略りやくに目を細める。半獣のように引き締まった長身から誤解を受けやすいが、伊織は衡などよりもはるかに頭の回転が速いのだ。

「雑木林の入り口でいったん別れよう。白山さんがおまえに声をかけられなかったのは、周まわりに人がいたからだろうな。白山さんはおまえと内密の話がしたいんだよ、きっと」

「そうなのか？　おれはてっきり、声をかけそびれていただけなんだと思ってたんだが──それに独りのときなんて、他ほかにいくらでもあったじゃないか」

「周まわりに誰だれもいない、二人っきりの環境がお望みなんだろうさ。どんな話をするのかはわからないけど、よほど大事な用件なんだろ」

　舗ほ装そうされたグラウンドが尽きて、剝むき出しの土が衡こうたちの両足を嚙かむ。ざくざくと上がる二人の足音に、混じるようにして控えめな足音が後ろから聞こえてくる。それを意識しながら衡は伊い織おりのことを見上げた。釘くぎを刺すように、

「お膳ぜん立だてをしてくれたことには感謝するけどさ。盗み聞きするなよ。伊織」

「………………、失敬な。おれが道に外れたことをする人間に見えるのか!?」

「十分に見える」

　即答した衡に、伊織は失望したようにため息をついた。それでも衡は罪悪感など感じない。こういうわざとらしいリアクションは、伊織が図星を指されたときにするものだからだ。

　雑木林の入り口まで辿たどり着くと、衡はその足を止めた。ちょっとだけ振り返った伊織に、白しろ山やまさんに聞こえる程度に大きな声で、

「それじゃ、おれはここで待ってるからな！　早く取ってこい！」

　伊織は薄く笑い、こちらは白山さんには聞こえない程度の小さな声で、

「──あとでどんな話だったのか、教えてくれよ」

「いやだ。どうせロクなことにならない」

　くくっ、と子供のように笑い、伊織は雑木林の奥へと歩きはじめた。

　伊織の長身が雑木林の中に消えてから、しばらく静せい寂じやくに包まれた。

　衡は後ろを見ようとはせず、ただぼんやりと雑木林を見つめる。これで白山さんがいなかったらお笑いぐさだな、という思考をもてあそんでいたところで、

「……、あの、」

　一秒だけ、間を置いて。

　それから、衡は振り返った。

　強い風が吹いた。

　純白の髪かみが風になびき、白山さんは片手でそれを押さえた。ただでさえ小さな身体からだを縮ちぢこまらせて、強風に耐えるようにしてその場に佇たたずんでいる。不思議な色をした瞳ひとみはじっと衡のほうに据えられて、その可か憐れんな唇が何事かの言葉を紡つむいだが、風の音に遮さえぎられて聞き取ることはできなかった。

　今にも風に吹き散らされてしまいそうな、儚はかなげな白山さんの姿に、鼓動がわずかに乱れるのを感じた。風が止やむと、白山さんは髪に当てていた手で、安あん堵どしたかのように胸を押さえる。透き通るような白い手をぼんやり見つめながら、衡は口を開いた。

「や、白山さん。これから図書館？」

「──あ、いえ、あの、──ちょっと、平ひら沢さわくんと、話したいことがあって、それで」

　ストーキングのことか、と言うわけにもいかず、衡こうはちょっと思考を巡めぐらせて、当たり障さわりのない言葉を口にした。

「そういえば、最近は白しろ山やまさんによく助けてもらうよね。今さらだけど礼を言わせてほしい。どうもありがとう」

　白山さんの顔がかすかに赤くなり、彼女は鞄かばんのグリップを強く握りしめてうつむいた。純粋に、照れているらしい。衡はそれを見て自分の心が少し軽くなるのを感じた。どういう理由があるにしろ、と思う。白山さんは好ましい女の子だ。それが悪いことであるはずがない。

「それで、話っていうのは？」

　そう水を向けると、白山さんは思い出したように慌あわてて顔を上げ、

「あっ、はい！　──あの、図書館の、資料室でのことです」

　資料室。記憶を探るまでもなく思い当たる。フラッシュバックした光景に、重なるようにして白山さんの声が響ひびいた。

「……あの、あのとき、平沢くん、……………………見ました？」

　なにを、と衡が尋たずね返すよりも早く、白山さんはずいと詰め寄ってきた。

「──みっ、見てませんよね？　あの、あのときはその、わたし、そう、お財布を探してて、鞄の中にどうしても見つからなくて、それで」

　言いながら、じりじりと近づいてくる。

「し、白山さん？」

「それでその、つい興奮しちゃったっていうか──そう、そうです、興奮してて、それで思わず鞄の中に頭を突っ込んじゃって、」

　まだまだ近づいてくる。

「ちょっ、落ち着いて」

「だからっ、あのときのわたしは、全然、全っ然変じゃなかったっていうか、なにも記憶に残るようなことはしていませんでしたよね!?　というか、平沢くんは最初から、なにも見ていませんよねっ!?」

　縋すがりつくようにして身を寄せてくる。どうも興奮すると周まわりが見えなくなってしまうタイプのようだ。衡が一歩後退するごとに白山さんは一歩前進し、小さな手を衡の胸に這はわせる。

「お願いですっ、見なかったって言ってくださいっ！　でないと、でないとわたし──！」

　背伸びをして身体からだを押しつけてくるものだから──その、触れている。どきどきと心臓が鼓動を速め、なんでもいいからとりあえずこの場を切り抜けろと衡を急せかしている。生命の根本器官にそう言われては仕方ない。衡はでまかせを口にした。

「わ、わかった！　見てない！　なにも見てないから！」

「ほ、本当、ですか？」
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　自分で言わせたくせに、白しろ山やまさんは驚いたように目を見開いた。あのとき鞄かばんから白山さんを引き抜いたのは衡こうなのだから、見なかったはずはないのだが──白山さんは論理的思考よりも希望的観測を好む女の子のようだった。

「よ、よかったぁ………！」

　泣きそうな声を漏もらして、白山さんの身体からだから力が抜けた。

　ぐらり、と倒れかけた白山さんを、衡が支える形になった。背伸びをやめた代わりに、白山さんの全体重が衡にかかってくる。同年代とは思えないほどに軽い。ただし触れる感触は先ほどより強いものになって、衡の心しん筋きん梗こう塞そくの危険性を高めている。

「あの、おれ、なにも見てないからさ、白山さん。──ちょっと、離れてくれないかな？」

「え？　……きゃっ!?」

　白山さんは可愛かわいらしい悲鳴をあげて、ようやく正気に戻った。

「ごっ、──ごめんなさい！　あの、わたし、ちょっと、興奮しちゃって、それで──」

「ああ、うん。落ち着いてくれたならそれでいいよ」

　小さく深呼吸。それから、もう一度白山さんに笑いかける。

「いや、でも驚いたよ。白山さんがこんなふうに慌あわてるなんて、想像してなかったからさ」

　白山さんはうつむいた。純白の髪かみが、上気した頰ほおを覆おおい隠かくし、

「……ごめんなさい、あの、…………ごめんなさい」

「いいってば。それにしても──」

　と、そこまで言って衡こうは言葉を途切れさせた。

　そんなに見られたくなかったのか──と言おうとしたのだが、それは再び白しろ山やまさんを爆発させることになりかねない。詳しいことはわからないが、衡が見てしまったあの光景は、白山さんにとって致命的な意味を持っているのかもしれなかった。

　誰だれにだって知られたくない秘密はある。あの鞄かばんがどういうものにせよ、衡がなにを見たにせよ──そんな記憶は封じてしまって、二度と口にしないようにするのが一番だ。

「？」

　白山さんは目をぱちくりとさせていた。衡は作りではない本物の笑みを浮かべ、冗談のひとつでも飛ばそうとして、

「へええぇ、あんたら付き合ってたんだ？　ふうん、知らなかったなぁ」

　嫌味な響ひびきを持つ声が、衡の耳を打った。

　振り返る。グラウンドから雑木林まで続く遊歩道を、三つの人影が歩いてきていた。そのどれもが、おもしろがるような視線を衡と白山さんに向けていた。白山さんは慌あわてたように衡から距離を取り、衡は笑みを消して三人組の中心にいる少女の名を呼んだ。

「……十と叶がのう。なんだよ？」

　十叶智とも恵え。制服をだらしなく着崩して、茶色に染めた髪かみをお団子のようにまとめたこの少女がＤＮＡ構造のようにねじくれた性格をしていることを衡は知っている。衡だけではなく、クラス全員がすでに知っていることだ。

　薄くシャドウを引いた目を細めて、十叶は丸めた手を口元に当てて白山さんを見る。

「べっつにー、なんだってことはないけどさ。意外だなーって思って。平ひら沢さわが、まさか白山さんと付き合ってるなんてねえ」

　白山さんが喉のどを鳴らし、衡は反射的に言い返した。

「付き合ってるわけじゃない。ちょっと話をしてただけだ」

　十叶は「あは」と笑い、

「だっよねー、そうだと思った！　だってさー、白山さんってスッゴク可愛かわいいくせに、いっつもひとりでいるんだもんね！　同じクラスのウチらのことなんて眼中にないんでしょ？」

　口振りだけは陽気を装って、そんなことを言った。

「そ、そんな！　わたし、そんなこと──」

「いいって、無理しなくても。宮みや代しろとかさ、ホントはウザくてしょうがないんでしょ？　あいつ空気読まずに毎日毎日話しかけてくるもんね。もっと上のグループに入れるのに、あんなのと昼飯食べることないって、そう思ってるからひとりでいるんでしょ？」

　白山さんは唇を震ふるわせて、その言葉を否定しようとしたが、結局なにも言えずに顔を伏せてしまった。衡は眉まゆを寄せる。普段ならば、十叶のグループに関わったりはしないのだが──

　しかし、白しろ山やまさんのこんな顔を見てしまったなら話は別だ。

「……違うよ、十と叶がのう。白山さんはそんな子じゃない」

　ぽつりと口を挟んだ衡こうのことを、十叶は珍しいものでも見るかのように眺めた。口元にじわりと笑みが浮かぶ。あまり見ていたくないたぐいの笑み。

「へえ？　なにが違うって、平ひら沢さわ？」

「白山さんに友達がいないって言っただろ。それが違う。なにしろ、このおれが白山さんの友達なんだからな」

　びしり、と自分を親指で指して、衡はそう言ってのけた。十叶の顔に呆あきれた表情が浮かぶ。白山さんはぽかんとした目で衡のことを見上げている。ちょっと恥ずかしい。

　なにこいつ、と露ろ骨こつにつぶやいて、十叶は腰に手を当てた。陰険に目を細めながら、攻撃を再開しようとして、

「──ねえ、トモ」

　取り巻きのひとりにそう囁ささやかれて、ふと思い出したように顎あごを上げた。笑みの種類を少しだけ変えて、白山さんのほうに向き直る。

「わかってるってば。──まあ、そんなことはどうでもいいや。ね、白山さん。ウチらさ、ちょっとあんたに用事があるんだけど。一緒に来てくんない？」

「えっ、────え？　わ、わたしが、ですか？」

「そ。とーっても大事な用事だからー、ひとりで来てね？」

　衡を遠ざけるようにそう言って、十叶は白山さんの手を取ろうとした。

　白山さんは──ほとんど反射的に、衡の背中に隠かくれていた。

　十叶が衡のことを見る。「どけ」と、その瞳ひとみが語っている。

　もちろん衡はどかなかった。腹の中で覚悟を決めて、十叶にこう尋たずねた。

「白山さんになんの用事なんだ？　十叶」

「はあ？　あんたには関係ないでしょ？」

「普通の常識として、用件も言わずに連れ出すなんてことはしないだろ、ってことだ」

　十叶の表情に薄く張りついていた敵意が、明確なものとなって衡のことを刺した。だるそうに肩をすくめて、それでも口元に温度の低い笑みを浮かべながら、十叶は言う。

「……ちょっとねー。鞄かばんの中、見せてほしいだけだよ」

　白山さんがその肩を震ふるわせたのが、背中越しに伝わってきた。

　鞄。また鞄か、と衡は口の中でつぶやく。なにかの秘密が白山さんの黒い鞄の中にあるということは、どうやら確定しているらしい。そして、それを十叶が狙ねらっているということも。

　ちらりと後ろを振り向く。白山さんは急所を突かれたように蒼そう白はくの表情になっていた。十叶は捕ほ食しよく者しやの笑みでそんな白山さんを見て、

「はい、用件言ったからいいんでしょ？　じゃ、白山さんはもらってくよん」

　強引に白しろ山やまさんの腕を引っ張って、歩き出そうとした。

　その腕を、今度は衡こうが摑つかんだ。

　風が吹いて、ざわり、と木々を揺らした。

「………………なに？　離してよ」

　反射的に動いてしまったことを一瞬だけ後悔したが、今悔やんでも仕方ない。十と叶がのうは棘とげのような目つきで衡のことをにらみつけているし、それは取り巻きの二人も同じことだった。謝って手を離せばこの場は収まるだろうが──しかし、自分の後ろで震ふるえている白山さんは、そのまま連れて行かれてしまう。

　その光景を想像しただけで、口の中に嫌な味が広がった。『呪のろい』の人生を歩む衡は、身体的な痛みならばいくらでも我慢できる。だが、この嫌な味だけは──どうにも我慢できそうになかったのだ。

　自分をにらむ十叶たちと、自分を見上げる白山さんを、それぞれ眺め回してから、衡は意を決して、口を開き──

「よー、待たせたな衡。いやすまんすまん、中で遠とお咲さき先輩に捕まっちまってな」

　わざとらしい声をあげながら、援軍が雑木林からすたすたと歩いてきた。

「…………い、伊い織おり。な、なんだ、いたんだ？」

　白山さんからぱっと手を離して、十叶は焦ったようにそう言った。

　情けないが、「助かった」と思ってしまった。伊織の人間離れした身体能力は、学内の不良グループからも一目置かれている。それは十叶も同様で、彼女はことあるごとに伊織のことを自分のグループに引き込もうとしているのだ。伊織の前で無茶なことはしないだろう。

「ん。ああ、十叶か。おまえらも図書館に用事か？　勉強熱心なことだねえ」

　にこにこしながら、軽く手を上げて挨あい拶さつをする。そうしながら、伊織は衡に目配せをした。

　その目は──笑っては、いなかった。

　どうする？　と、伊織は聞いているのだ。

　衡はそれに対して、ゆっくりと首を振って、

「──遅いよ、伊織。もう日が暮れる。さっさと帰ろう」

　そう言った。

　わかった、と伊織は頷うなずき、

「そうだな！　おれも今日きようはなんだか疲れちまった。寮に戻ってひとっ風呂浴びようぜ」

　すたすたと、グラウンド沿いを校門に向かって歩きはじめた。

　状況が把は握あくできないのか、白山さんはおろおろと視線を左右に揺らしている。少し迷ってから──衡は、白山さんの肘ひじを軽く摑んだ。ただそれだけのことで、白山さんは電気を流されたかのような反応を見せる。びっくりして自分を見上げた白山さんに、衡は再び微ほほ笑えみ、

「帰ろ。白山さん」

　それだけ言って、伊い織おりのあとを追った。

　衡こうに引きずられるようにして、転びそうになりながら、それでも白しろ山やまさんは自分の意志で歩きはじめる。背中に痛いほどに十と叶がのうの視線が突き刺さるのを感じた。

　と、不意に背後から、十叶が伊織のことを呼び止めた。

「伊織！　──あのさ、今度ウチらでちょっとしたパーティやるんだけど、よかったら、」

「悪い！」

　伊織は立ち止まって振り返り、満面の笑みを十叶に向けて、

「その日は他ほかの用事があるんだ。悪いな十叶、また別の機会に誘ってくれよ」

　のうのうとそんなことを言ってのけ、伊織は再び歩き出した。

　衡と白山さんは、足早に十叶たちから距離を取り、伊織の横に並んだ。衡は呆あきれたように伊織のことを見上げ、ぽつりと、

「……おまえさ、せめて日付を聞いてから断れよ」

「あー、そういや聞いてなかったか。ま・どっちもでいいよ。あいつらに誘われた日には、必ず他に用事があるんだから」

　へらへら笑いながら、伊織は平然とそう答えた。




　校門に辿たどり着いて、ようやく衡は白山さんの肘ひじを離した。

　途と端たん、ぱっと白山さんは衡から距離を取る。驚いて彼女のことを見ると、その顔が紅あかく染まっていた。どうやら腕を摑つかまれたのが恥ずかしかったらしい。さっきは触れていても少しも気にしなかったくせに。

「ご、ごめん白山さん。その、とっさのことだったから」

　思わず謝ると、白山さんは弾はじかれたように顔を上げ、ぶんぶんと首を振った。

「──あ！　や、と、とんでもないです！　あの、わたし、あの────っ」

　そこで白山さんは深々と頭を下げた。九十度である。直角である。勢いで髪かみがばさりと前に流れ、後ろ髪の生え際が覗のぞいた。

「十叶さんに、なにも言い返せなくて、でも、平ひら沢さわくんがああ言ってくれて──わたし、嬉うれしかったです。ありがとう、ございました。わたしのことを友達って言ってくれて。──噓うそでも、嬉しかった」

　衡を見上げるその瞳ひとみは、安あん堵どのためか喜びのためか、涙に潤うるんでいるようにさえ見えた。

　衡は少しだけ考えてから、平坦に響ひびく声でそれに応こたえた。

「……おれは、きみのことを庇かばったわけでも、噓を言ったわけでもない。本当に、きみのことを友達だと思ったからああ言ったんだ。そのことに対して、感謝をする必要はないよ」

　驚いたように息を吞のんだ白山さんに、「それとも」と衡は付け加える。

「白山さんがおれのことを、友達と思っていない、ってのなら仕方ないけどさ」

「──っ、そ、そんなことはっ！」

「そうかい？　ならよかった。これからもよろしく、白しろ山やまさん」

　あっさりとそう言って、衡こうは「握手」と右手を差し出した。白山さんは目を白黒させながら、衡の手と顔を交互に見つめていた。

　やがて彼女は、おずおずと、自らの白い手を衡の手に重ね合わせ、

「────は、い、よろしく、お願いします」

　そう言って、白山さんは恥ずかしそうにはにかんだ。

　可愛かわいかった。

　網もう膜まくに焼き付けるようにして、衡は白山さんの控えめな笑みを見つめる。と、横でそれを眺めていた伊い織おりが、ぽつりと、

「……ずるい」

　そんなことをほざいた。

「ずるいな。それはずるいぞ衡！　おまえひとりだけ友達になるなんて！　助けたって言ったら、おれだっておまえのことを助けてやっただろうが！　だからおまえには、おれを白山さんの友達に推すい薦せんする義務がある！」

　大真ま面じ目めな顔でそんなことを言うものだから、白山さんは本気にしてしまったらしい。わたわたと慌あわてて伊織のほうにも頭を下げ、

「そ、そうでした、あの、桐きりヶが谷やくんも、ありがとうございました」

　ついでかよ、と衡でさえ思った。いやまあ、他意はないのだろうが。

「……それより白山さん。伊織もきみの友達になりたいんだってさ。どうする？」

　ハタと気づいたように白山さんが顔を上げると、伊織が筋肉質な腕を伸ばして、白山さんに握手を求めているところだった。口元には自信満々の笑みが浮かんでいる。しかし。

「………………」

　白山さんはフリーズして、自分に差し出された伊織の巨大な手を見つめていた。

　きっと、誰だれが悪いわけでもなかったのだ。

　衡に口止めをして、その直後に十と叶がのうに因いん縁ねんをつけられて、それを伊織に助けられたと思ったら、衡から友達宣言を食らってしまった。きっとこの時点で、白山さんはいっぱいいっぱいだったのだろう。極めつきに白山さんに握手を求めているのは、リンゴのひとつやふたつなら楽に砕けるであろう、桐ヶ谷伊織の巨大な手のひらだった。

　だから、白山さんが、

「────あっ。そういえば、先生に呼ばれてるんでしたっ。──失礼します！」

　そう叫んで逃げ出してしまったとしても、無理はなかったのだ。

　手を差し出した体勢のまま固まっている伊織に、衡は同情の念を禁じ得なかった。ばたばたと鞄かばんを鳴らして走り去る白山さんの姿が見えなくなってから、伊織はようやく右手を引っ込めた。その表情は、長ちよう髪はつに押し隠かくれて窺うかがうことはできなかった。

　それを見上げながら、衡こうはぽつりと、

「今の感想は？　桐きりヶが谷や伊い織おりくん」

　伊織の答えは、短く簡かん潔けつだった。

「……傷ついた」
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　次の日。

　案の定と言っていいのかどうか、伊い織おりは学校を休んでいた。

　普段ならば登校するときから一緒なのだが、今日きようは決まりの時刻になっても寮の玄関に現れなかった。なんとなくそうなるだろう、と予想していたので、衡こうは親切にもメールをすることもなく、ひとりで学校までやってきたのである。

　ホームルームが終わって一限目が始まっても、伊織は姿を見せなかった。

　理由は──言うまでもなく、白しろ山やまさんに握手を拒きよ絶ぜつされたからである。

　そんな些さ細さいなことで、と伊織をよく知らない人なら呆あきれるかもしれない。衡も呆れかけているのだが、彼はそういう人間なので仕方がない。図体がデカい割には繊せん細さいな心を持ち、傷つきやすい代わりに治るのも早い、というのが、桐きりヶが谷や伊織の特徴だった。

　一限目の終了を告げるチャイムが響ひびき、衡は携帯を取り出して確認してみた。

　メールが一件。伊織か、と思ったら違った。





　差出人　遠とお咲さき朱しゆ遊ゆ

　件名　　無題

　本文　　両名とも、昼休みに図書館へ出頭すること。






「……ふむ」

　思わずそんな声が漏もれる。出頭、というのがいかにも遠咲先輩らしい。

　恐らく伊織のほうにも同じメールが行っていることだろう。ということは、いくら傷ついているにしても、彼は昼休みまでには学校にやってくるだろう。遠咲先輩の命令を無視するということは、すなわち死を意味するから。

　ふと──

　そこで衡は、横を向いた。

　白山さんの席には、当然のことながら白山さんが座っている。どうやらメールを確認する衡の横顔を、じっと見つめていたらしい。

　昨日きのうの出来事が、鮮明に蘇よみがえる。それは白山さんも同じだったのか、彼女はちょっとうつむくと、恥ずかしそうにつぶやいた。

「あっ──ご、ごめんなさい」

　休み時間のざわめきに、かき消されてしまうほどにか細い声。衡は小さく笑い、

「や、別にいいよ。──ところでさ、白山さん。次の数学のプリント、やってきた？」

　眠たげな目を瞬またたかせてから、白山さんはこくりと頷うなずいた。黒い鞄かばんの中からプリントを出して、机の上に置く。衡も同じようにしながら、

「よかったらさ、答え合わせをさせてくれないかな？　いつもは伊織とやるんだけど、今日はあいつ休みだから」

　白しろ山やまさんは身をすくめるようにして、全身で驚きを表した。その反応にこそ衡こうは驚き、

「……い、いやならいいんだけど」

「あ、いえ、大丈夫です。あの、これ──これです。どうぞ」

　そう言って、プリントを差し出してきた。衡は礼を言ってそれを受け取り、

　一目見ただけで後悔した。

　実際のところ、衡は宿題というものは『やることに意義がある』と思っている。要するにそれっぽい選択肢で空くう欄らんを埋めて、それっぽい公式を適当に書き散らし、ときどき例題と同じ問題があると喜び勇んで答えを丸写しにする。なにしろ『やることに意義がある』のだから、裏を返せば『やってあるように見えればそれでいい』のである。

　白山さんはどうやら衡と違う信念を持っているらしい。

　読みやすく、美しい筆ひつ致ちで、問１から問10までの空欄がきっちりと埋まっている。選択問題に必要最小限の記号だけが書かれているのとは対照的に、文章問題にはスイスの時計職人を思わせる精せい密みつさで公式と解答が記されていて、図形問題の解答を導き出す文章は簡かん潔けつにして明めい瞭りようという数学の精神を形にしたような出来映えだった。

　よせばいいのに、衡はその隣に自分のプリントを並べてみた。

　これはひどい。

　机の上に並べられた二枚の紙を前にして、衡は情けなさに目を閉じた。なんだこれは。というか、おれはなにをしていたんだ。元が同じプリント用紙だったとは到底思えない。石炭とダイヤモンドを見比べているようだ。自分のプリントに申し訳ないくらいだ。

「……あの、平ひら沢さわくん？　どうか、しましたか？」

　不安そうな白山さんの声に、衡は額の汗を拭ぬぐい、ぎこちない笑みを浮かべつつ、

「い、いや、その──白山さんって頭がいいんだなって思ってさ。すごいねこれ」

「そっ、そんなことありませんよ！　普通です！」

「……普通、では、ないと思うな。うん」

　自らのちっぽけな存在を肯定するために小さな声でそうつぶやくと、白山さんの表情が泣きそうに歪ゆがんだ。

「──ごめんなさい、わたしのプリント、やっぱり変ですよね。文字は小さいし、読みにくいし、直さなくちゃって思ってるんですけど、どうしてもできなくて──」

「や、そういう意味じゃなくてね！　──白山さんの字は、これで十分読みやすいと思うよ。丁寧だし綺き麗れいだし、数式もわかりやすいしさ。いや、ほんとに──」

　見ていると落ち込んでくるよ、とはさすがに言わなかった。衡は力なく消しゴムを手に取り、自分の解答を消しはじめる。文章や図形をそのまま写すのはいくらなんでもやり過ぎだが、選択問題くらいはおこぼれに預かってもいいはずだ。この残ざん酷こくな世界にとてそれくらいの平等は残されているはずだ。

　迷いなく自分の解答を消した衡こうに、白しろ山やまさんはおずおずと、

「あ、あの……もしかしたら、わたしが間違っているのかも、」

「いやそれは絶対にないから安心していいよ白山さん」

　即答しつつ作業を進めていると、不意に後ろから声をかけられた。

「……驚いた。いつの間にそんな仲良くなったのよ、平ひら沢さわ」

　顔を上げると、宮みや代しろ葉は月づきが目を丸くしながら衡の前の席に腰を下ろしていた。

　衡はどことなく自慢げに、

「昨日きのう友達になったばかりだ。ね、白山さん」

「えっ！　──あ、はい、そうなんです──、か？」

　白山さんはきょときょとしている。宮代は胡う散さん臭そうに衡を見、

「まさか無理矢理、なんてことはないでしょうね？　いくら白山さんが可愛かわいいからって」

「伊い織おりじゃあるまいし、そんなことしないよ。きちんと握手もしてもらったし」

　握手？　と宮代は眉まゆをひそめたが、すぐに納得したように頷うなずき、

「まあ、そうよね。桐きりヶが谷やじゃないんだから。多少染まっているとはいえ、平沢はまだしも常識的なほうだもんね」

　そこまで言ってから、宮代は思い出したように衡に尋たずねてきた。

「そういや、あいつはどうしたの？　来てないみたいだけど」

　衡はちらりと白山さんのことを見た。白山さんは不思議そうに見返してくる。もちろん彼女は自分が伊織をへこませたなどとはかけらも思っていないだろう。それを指摘すれば、今度は白山さんのほうが学校に来なくなってしまうかもしれない。

　衡は軽く肩をすくめ、

「ちょっと調子を崩したんだってさ。ま、昼休みくらいには出てくるんじゃないかな」

　宮代は興味なさそうに「ふうん」とつぶやき、

「桐ヶ谷でも、調子崩すことなんてあるのね。──お見舞い、行こうかな」

「え？」

　はっと気づいたように衡のことを振り返った。その頰ほおは、わずかに赤くなっている。

「な、なんでもない！　──そ、それじゃね、白山さん。今日きようこそ一緒にお昼食べようね」

　慌あわてて言って立ち上がり、宮代は自分の席へと戻っていった。

　なんだったんだろう、と衡は白山さんと顔を見合わせ、ちょうどそのとき、二限目の始まりを告げるチャイムが響ひびいた。衡はプリントを白山さんに返して、礼を言う。

「ありがと、白山さん。助かったよ」

「あ、いえ、と、とんでもありません！　もし、よかったら、」

「うん？」

「そのっ、いつでも、答え合わせ、しますから。──あの、よかったら、ですけど」

　目を伏せて、顔を紅あかくして。

　白しろ山やまさんはありったけの勇気を振り絞しぼるようにして、そう言ってくれた。

　衡こうは少し驚いて、目を見開いた。それから、嬉うれしさがこみ上げてくるのを感じた。正直なところ、昨日きのうの『握手』のときからなんとなく、白山さんは実はウザがっているのではないかという疑念を抱いていたのだ。いつもひとりでいる白山さんは、友達など欲しくはなかったのではないかと思っていたからだ。

　だから──白山さんが自ら衡と接触しようとしてくれたことが、素直に嬉しかった。

「うん、お願いするよ。ありがとう、白山さん」

　そう答えると、白山さんはぱっと表情を輝かがやかせて、大きく頷うなずいてくれた。




　　　　◆




　昼休みになっても、伊い織おりは姿を現さなかった。

　それほどまでにダメージを受けていたのか、と少し不安になる。まさか遠とお咲さき先輩の命令を無視するという自殺行為をするとは思えないが。

　図書館に着いたら、もしかしたら伊織は来られないかもしれないと、遠咲先輩に伝えておこうか。いくら遠咲先輩でも、実際に調子を崩した人間に制せい裁さいを加えるほど冷酷ではあるまい。多分。

　そんなことを考えながら、衡は自分の席にある鞄かばんを持ち上げ──ふと気づいた。

　白山さんがいない。

　白山さんの黒い鞄も、どこにも見当たらない。

　学食に行ったのだろうか。しかし普段なら、彼女は教室でひとりで昼食を取るはずだ。

　少しだけ引っかかったが、衡はあまり気にせずにそのまま教室から出て行こうとした。なにも『白山さんは常に教室でお昼ご飯を食べなくてはいけない』と法律で決まっているわけではない。普段ならば、さして気にならないレベルの違和感だった。

　実際、衡も宗しゆうに声をかけられるまではその違和感を無視していた。

「あれ、衡？　こんなところでなにしてるの？」

　弁当箱をぶら下げて、不思議そうにそう言ってきた宗のことを、衡は瞬まばたきをして、

「なにって。今から図書館に行くところだよ。今日きようはあそこで昼飯を食べるつもりだ」

「え。──だって衡、白山さんに用事があったんじゃないの？　もう済んだの？」

　違和感が、じわりと音を立てて大きくなった。

「……なんの話だ？　別に用なんてないぞ」

「あ、あれ、じゃあぼくの勘違いかな。や、さっき白山さんが呼び出されてたからさ。しかも相手が衡こうだって言ってたから、珍しいなって思って覚えてたんだけど」

　衡は一度だけ瞬まばたきをしてから、確認する。

「…………誰だれがそんなこと言ったんだ？」

「前まえ田ださんだけど。前田秋あき穂ほさん」

　前田秋穂。──十と叶がのうの取り巻きのひとり。

　そのことに思い当たった瞬間、昨日きのうの記憶が怒ど濤とうのように衡の頭になだれ込んできた。

　十叶が衡と白しろ山やまさんに接触してきたときの記憶。

　鞄かばんの中を見せろ、と十叶は白山さんに要求していた。それがなにを意味しているのかはわからなかったが、十叶のことだ、なにかロクでもない思惑があったに違いない。

　その十叶の取り巻きが、噓うそをついて白山さんを呼び出した──

　そこまで考えると、『違和感』が『嫌な予感』へと変へん貌ぼうを遂とげた。そして、衡は往々にして自分の嫌な予感が的中することを知っていた。

「宗しゆう、前田は、おれがどこに白山さんを呼び出したって言ってた？」

「えっと、特別教室棟の、地下だったかな。……それじゃやっぱり、あれは衡じゃなかったの？　誰か他ほかの人の名前を聞き違えちゃったのかな──あ、衡!?」

　最後まで聞かずに、衡は全力で走り出していた。




　特別教室棟はその名のとおり、美術室や音楽室や化学室などの特別授業に使うための教室が集まっている建物だ。放課後になればそのまま各文化部の部室へと化けるそれらの部屋には、しかしそうでないものもいくつか含まれていた。

　地下の一連の倉庫群がちょうどそれに当たる。使われなくなった資材や文化部の過去の作品などが眠っているこの倉庫は、人が足を踏み入れることがほとんどないため、人目につきたくないことをするには最適の場所なのだ。

　地下へと続く階段の踊り場で呼吸を整えてから、衡は意を決して降りていった。

　特別教室棟の地下は、薄暗かった。蛍光灯が明めい滅めつしているのを見て、衡は図書館の資料室を思い出した。ただ資料室と違うのは──ここからは人の話し声が聞こえる、ということだ。

　倉庫群の中で、ひとつだけ明かりが漏もれている部屋があった。

　そこから、話し声が聞こえる。

　複数の人間が、会話をしている声。内容までは聞き取れないが、声の調子くらいならば聞き分けられる。おもしろがるような少女の声、あざけるような少年の声。

　そして、必死に語りかけている──白山さんの声。

　それを聞いて、衡は居ても立ってもいられなくなり、扉を開いた。

　笑い声が不意に止やみ、視線が衡に集中する。

　六人いた。ひとりは十叶で、もう二人は昨日遊歩道で出くわした前田秋穂と山やま家え奨すすむ。他の二人は見覚えのない生徒だったが、片方は金きん髪ぱつ、もう片方は耳ピアスと、一見してわかりやすい風ふう貌ぼうをしている男子だった。

　そして、最後のひとり。部屋の隅、十と叶がのうたちに囲まれるようにしてへたり込んでいる純白の髪かみをした少女が、信じられないものを見るような目で衡こうのことを見つめていた。

「…………平ひら沢さわ、くん？」

　衡は素早く白しろ山やまさんの様子を確かめた。緊張のためか、がちがちに表情が強こわ張ばっているものの、目につく外傷は見当たらない。そのことにまずほっとして──それから衡は、積み重ねられたマットの上に腰かけている十叶があるものを踏みつけていることに気づいた。

　白山さんの黒い鞄かばん。

　無意識のうちに、衡は拳こぶしを握りしめていた。

　ふと、十叶の隣に座っていた金髪が、衡のことを顎あごで示し、

「誰だれこいつ？　知り合い？」

「まーねー。桐きりヶが谷やのオマケ」

　十叶がどうでもよさそうにそう言うと、前まえ田だと山やま家えが声を合わせて笑った。前田が小こ馬ば鹿かにしきった笑いを浮かべながら口を開き、

「遅かったねー、平沢くん。ちゃあんとあんたの言ったとおり、白山を呼び出しておいたよ。さ、あとはどうぞ好きにしちゃって」

　白山さんはそれを聞いて、瞬まばたきをして衡のことを見た。目を大きく見開いて、裏切られたように。その視線を、衡は低い声で否定する。

「ワケのわからないことを言うな。──十叶。足どけろ」

　それを聞いて十叶は笑う。心底から、楽しそうに。

「え、なに言ってるの、こうしろって言ったの平沢じゃん。あんたの命令だから仕方なくやってるんであってさー、あたしだって本心じゃさー、こんなことしたくないのよねー」

　棒読みでそう言って、十叶はぐりぐりと鞄を踏みつけた。ひくっ、と白山さんの喉のどが鳴る音が聞こえ、衡は歯を軋きしらせるようにして、

「──やめろって言ってるだろ。返せ」

　廊下から、倉庫の中に足を踏み入れる。目の前にいた前田のことを押しのけて、マットのすぐ下にある鞄に近づいていく。ひとまず鞄を取り戻して、それから強引にでも白山さんをこの場から連れ出そう──そんな算段をした衡の目の前に、金髪がマットから降り立った。

　そして、衡の腹に拳を叩たたき込んだ。

「────ッ、げほっ！」

「ひっ、平沢くんっ!?」

　白山さんの悲鳴が響ひびき、それを楽しむように金髪は笑う。へらへらと、冗談めいた口調で、

「あっははー、なに勝手に入ってきてんだよ。近づくなクソ」

　同調するように、倉庫の中に温度の低い笑い声がさざめいた。その中でも一ひと際きわ楽しそうに笑っていた十と叶がのうが、痛みに歪ゆがむ衡こうの顔を眺めながら、タバコを取り出して火を点つけた。

「そんな必死にならないでよ、キモいから。まー張り切りたくなる気持ちはわかるけど？　こんな根暗でも、顔だけはいいもんね、白しろ山やま。目の前じゃカッコつけたくもなるよねえ？」

　十叶は白山さんに視線を向ける。それだけで、白山さんは怯おびえたように身をすくめた。ハ、と十叶は顔を歪めて笑い、タバコの灰を意図的に、鞄かばんの上へと落とした。

　殴られた腹の痛みが吹き飛んだ。

　もう一度足を踏み出そうとすると、また金きん髪ぱつが殴りかかってきた。

　誰だれが二度も食らうか。

　体たいを違えるようにして拳こぶしをかわし、お返しとばかりに両腕で金髪の身体からだを押しのけた。金髪は思わぬ反撃をもろに食らい、資材の山に頭から突っ込んでいった。

　衡は床を蹴ける。滑すべるようにして黒い鞄を奪い取り、そのまま踵きびすを返して白山さんの手を取ろうとしたところで、今度はピアスに横腹を思いっきり蹴りつけられた。

　視界の外からの攻撃をかわせるほど喧けん嘩か慣れしているわけではない。先ほどの金髪よろしくバランスを崩して資材に突っ込み、立ち上がろうとしたところに追撃の体当たりを食らって、衡は無ぶ様ざまに床の上に転がった。

　あとはもう、彼らの好き放題だった。

「──や、やめてっ！　お願い、やめてくださいっ!!」

　絹を裂くような白山さんの声を耳にしながら、衡はサッカーボールのように蹴りまくられた。腹を蹴られ足を蹴られ背中を蹴られ、ついでに頭を蹴り飛ばされて、一瞬意識が遠のいた隙すきを突かれて、これだけはと胸に抱えていた鞄も取り返されてしまった。

　三人の男子生徒が飽きるまで、衡はそうやっていいようにされていた。頭はがんがんと痛むし唇は切れて血が滲にじんでいるし、目元は早速腫はれてきて彼の視界を塞ふさごうとしていた。ずたぼろになりながら、衡は胸の中でため息をついた。今日きようの『呪のろい』は、ずいぶんきつい。

　にやにやと口元を歪ませながら、十叶はタバコの煙をくゆらせている。

「カッコ悪いねえ、平ひら沢さわ。どうする、愛いとしの伊い織おりちゃんにでも電話する？　足が痛くて動けないから迎えに来てー、って」

　ボロ雑巾のように床に転がりながら、衡は目だけで十叶を見上げ、

「…………おまえさ、なんなんだよ。なにが目的でこんなことするんだ？」

　そう言うと、十叶はつまらなそうな表情になった。険しい視線を、仲間であるはずの前まえ田だ秋あき穂ほへと向ける。前田はその視線にびくりと肩を震ふるわせ、弁解じみた口調で、

「ち、違うよトモ、本当に見たんだってば！　白山が札束持ってきてるとこ！」

　……札束？

「んなこと言って、金どころか財布すら入ってないじゃんか、このボロ鞄。せっかく手間かけてまで白しろ山やまを呼び出したってのにさ。馬ば鹿かみたい」

　そう吐き捨てて、十と叶がのうは白山さんの黒い鞄かばんを蹴け飛とばした。白山さんは自らが蹴りつけられたかのように身をよじり、衡こうは軽けい蔑べつの眼まな差ざしで十叶のことを見上げる。

「つまり、なにか。おまえらは白山さんのお金が目当てでこんなことしてるのか？　ハ、呆あきれたな。犯罪者がこんなに身近にいるとは思わなかっ──ごふっ！」

　言い終わる前に顔面を爪つま先さきで蹴り飛ばされた。口の中に鉄の味を嚙かみしめながら、それでも衡は言わずにはいられない。

「……おまえら、こんなことしてタダで済むと思ってるのか？　停学じゃ済まされないぞ」

「あは、んなことあんたが心配しなくてもいいよん。ちゃあんと、そのための保険はかけてあるもんね、アキ？」

　ちらりと前まえ田だに目配せをする。前田は、にやにやしながら懐からあるものを取り出した。

　デジタルカメラ。

　痛む身体からだの奥底に、暗い炎が灯ともった。

「アキの言ったことがホントならさー、白山ってお金たんまり持ってるわけだよねえ？　いいなー、ちょー羨うらやましい。ねね、ウチらにもさ、それちょっとだけ分けてよ。そしたら、今から撮る写真、誰だれかに売りつけたりしないからさ」

　白山さんは痙けい攣れんするように震ふるえて、自らの身体を搔かき抱いだいた。それを見て立ち並ぶ三人の少年は下品な笑い声を立て──床に転がるひとりの少年は、ぎり、と歯を軋きしませた。

　衡は今初めて、今日きようまで自分を責め苛さいなんできた『呪のろい』に感謝していた。痛みに慣れ親しんできたおかげで、それを恐れて動けなくなるということはなさそうだった。こんな奴やつらに、白山さんが辱はずかしめられるのを見せつけられるくらいなら──この程度の痛みなど、なんていうことはない。

　デジカメを受け取って、十叶は立ち上がる。彼女が自分の目の前に来たら、襲おそいかかってあれをぶち壊してやろうと衡は心に決める。と、十叶はふと足下の鞄に目を遣やって、赤く灯るタバコの先端を押しつけようとした。

　瞬間、白山さんが今までで一番の大声をあげた。

「だ、だめっ!!　そんなことしたら────！」

　十叶は一瞬だけ驚いたような顔をしてから、けらけらと笑い、

「鞄の心配なんてしてる場合？　それよりさあ、自分がちゃんと可愛かわいい下着を着けてきたかどうか心配したほうがいいんじゃないかな？」

　そんなことを言いながら、十叶は迷わずにタバコを鞄に押し当て、




　その瞬間、空あいた鞄の穴から勢いよく白い煙が吹き出した。




「────、!?　え!?　な、なによこれ!?」

　もくもくと煙を上げる黒い鞄かばんを蹴け飛とばして、十と叶がのうは悲鳴をあげた。動揺したのは衡こうも同じ、部屋中にもうもうと立ちこめる真っ白な煙に、『高校生七人　密室で謎なぞの窒ちつ息そく死』という新聞の見出しが、脳裏に浮かんで消えていった。

　それを考えたのは衡だけではなかったようだ。先ほどまで半笑いを浮かべていた前まえ田だが、焦った声を響ひびかせていた。

「ヤ、ヤバいってトモ！　早く逃げなきゃ──あいたっ！」

　焦りに塗まみれた声と、痛そうな叫び声。混乱が一瞬にして部屋の中に充満し、その中で衡はかろうじて冷静な思考を保っていた。

　チャンスだ、と自分に言い聞かせる。この隙すきを突いて、鞄と白しろ山やまさんと一緒にこの馬ば鹿かどもから逃れるのだ。パニックを起こしている今ならば、自分たちをどうこうしようという考えはどこかに吹き飛んでいるはず。そう思い、衡は鞄があった方向に手を伸ばして、摑つかんだものを自分のほうに引き寄せた。

　目が合った。

「………………」

「………………アハッ！」

　青色に輝かがやくその瞳ひとみは、衡のすぐ近くで無邪気に笑っていた。まっすぐに肩口まで伸びた髪かみは煌きらめくような金の色、身に纏まとうイブニングドレスは漆黒に染められているが、それはドレスと呼ぶにはあまりにも小さく、そして奇妙な形をしていた。衡が摑み、腕の中に引き寄せてしまった彼女がこういうドレスに相応ふさわしくなるまで、最低でもあと十年ほどの歳月を待たなくてはならないだろう。

「ちょ、ちょっと押さないでよアキ──きゃあっ！」

「なんなんだよこれ！　火事か？　火事なのか!?　やべえって早く逃げないと──あぶっ！」

　混乱が渦巻く中で、少女は踊るように後退し、煙の向こうに消えてしまった。もしかしたら今のは、混乱のあまり自分が見てしまった幻覚だったのかもしれない──そんな考えが頭をかすめたそのとき、不意に煙が消しよう滅めつした。

　不自然なほどに澄んだ空気の中心に──二人の少女が、立ち尽くしていた。

　ひとりは先ほどの、金きん髪ぱつの少女。いや、少女と呼ぶには彼女はあまりに幼すぎるかもしれない。どう背伸びをしても、その年齢はまだ十にも届かないだろう。

　そしてもうひとり、金髪の少女と同じ年とし頃ごろの女の子がいた。背丈は同じで顔立ちも似ているが、その髪は淡い桃色でゆるやかなウェーブがかかっている。ぼんやりとしたその緑の瞳といい、ゆったりとしたベビードレスといい、ぽわぽわした印象を与える女の子だった。

　部屋の中にいる誰だれもが、啞あ然ぜんとした表情で、二人の少女を見つめていた。

　と、金髪の女の子が、桃髪の女の子の手を取った。ぴょんぴょんと飛び跳ねながら、

「やった、やったねヴィヴィ！　成功だよ、ついに出られたんだよ！」

　それに対して桃もも髪がみの子は、ぼんやりと首をかしげながら、

「そうね、よかったわね、メア。でも、ちょっとだけ眠いわ」

　そう答えて、眠そうにあくびをした。

　金きん髪ぱつ黒衣の少女──メアは、桃髪白衣の少女──ヴィヴィの反応に不満そうに唇をとがらせた。と、そこでようやく、呆ぼう然ぜんと彼女たちを見つめていたピアスが反応した。動揺に強こわ張ばった顔をしながら、それでもそれを押し隠かくそうと強気な声を響ひびかせて、メアに手を伸ばす。

「な、なんだよこのガキども。いったいどっから涌わいて──」

　金の髪が空に流れた。

　上体を泳がせるようにして回転する。軸足に対して身体からだがほとんど垂直になるまで傾いて、遠心力を受けたそのカカトがピアスのみぞおちにめり込んでいた。鉛を吐くような音がピアスの喉のどから漏もれ落ちる。ずしゃりと倒れたピアスの後頭部を踏みつけて、メアは笑う。

「へへ、身体はちゃんと動くみたい。あー、でもナワバリのほうはどうかなあ？」

「待って、メア。わたしが試してみるわ」

　とろんと垂れた眼まな差ざしを左右に巡めぐらせて、ヴィヴィは優ゆう雅がな足取りで、部屋の隅に震ふるえる十と叶がのうたちへと近づいていく。

「──っ、ひっ、いやあっ!!」

　十叶はばたばたともがきながら逃げようとする。ヴィヴィは不思議そうに首をかしげてその挙動を見守ってから、自らの胸に両手を重ね、高らかな声で宣言する。

「『遊ノ王Idle Master』の名に於おいて。わたしの息吹いぶきはいのちの息吹。触れて得らるる仮かり初そめが、潰ついえるときまで戯たわむれなさい」

　詠うたうようなその言葉が、室内に響き渡った瞬間。

　すべての動きが停止した。

　逃げだそうと床を這はっていた十叶も、尻しり餅もちをついて震ふるえていた前まえ田だも。一切の動きを失って、だらりと首を下げている。衡こうと──そして、少し離れた場所にいる白しろ山やまさんだけが、息を詰めてその光景を見守っていた。

「立ちなさい」

　声が響くと同時に、十叶たちは立ち上がる。その表情は夢遊病者のそれだ。

　ヴィヴィは眠たげな目を瞬まばたきさせて、首をかしげる。

「使えることは使えるけれど。中にいたときほど、強くも広くもないみたいね」

　ぴょこん、とメアが手を上げて、

「それで十分だと思うけどな！　外にはニンゲンしかいないんだしさ、ヴィヴィの『遊ノ王Idle Master』とあたしの『天塔瓦解Fallout』があれば無敵だって！　──あ、そだ、あたしのナワバリも試してみよっと」

　そう言って──メアは、衡こうのことを見た。

　にたり、と笑う。

　なぜだろう。自分よりもずっと年下の女の子が、笑っただけなのに。

　衡はその笑みに、強い恐怖を覚えて後ずさってしまった。

「──な、なんなんだよ、おまえら」

　にこにこと、なんの悪意もなく虫けらを踏み潰つぶす子供のように無邪気に笑いながら、彼女はゆっくりとした足取りで衡に近づいてくる。

「なんだっていいよ、あんたには関係ない。どうせニンゲンに説明したところで、わかるわけもないしさ！　あんたはただ、黙だまってあたしの実験台になってくれればいいの！」

　明るい口調でそんなことを言って、メアは胸の前で両腕を交差させた。

　すう、と息を吸い込んで、大きな声で、

「『天塔瓦解Fallout』の名に於おいて！　お空を支える巨おつきな塔も、陰が蟲食むしばみ崩れ去る！　さあさあ急いで早くして、腐ったケーキがなくなっちゃう！」

　吟ぎんずるように、そう叫んだ。

　数秒間、衡はこの少女がなにをしたのかを理解することはできなかった。眉まゆを寄せ、アニメかなにかの見過ぎなんじゃないかと危き惧ぐしかけたところで、ようやく気づいた。

　床に伸びるメアの影が。

　生き物のように形を変えて、蠢うごめいている。

「………………、な」

　ぱくぱくと口を開閉させて、衡はようやくそれだけを言うことができた。先ほどから非現実的な出来事の連続だが──それでも、ここまではっきりと、衡が今までの十六年で学んできた物理法則を無視したものではなかったと思う。

　影は色を濃くしている。床の上に薄く伸びるだけだった黒は、今ではもうタールのようにわだかまる漆しつ黒こくの二次元へと変へん貌ぼうしていた。圧されるような存在感はあるくせに、それが三次元げんじつのものであるとはどうしても思えない──そんな二に律りつ背はい反はんが衡を襲おそい、

　次の瞬間、その『影』そのものがぞっとするような速度で迫ってきた。

「うわっ!?」

　反射的に床を蹴けり、横っ飛びに回かい避ひする。間かん一いつ髪ぱつ、衡の足先をかすめるように突進してきた漆黒の影は、床から壁に伝わって天井近くでゆらりと留とどまった。メアの不満そうな声、

「ああ、もう！　どうして避さけるのよ！　ニンゲンで試したかったのに！」

　なにを、と尋たずねる必要はなかった。

　天井際の壁。黒い影が重なっているその場所に、わずかなひび割れが走っている。

　漆黒にたゆたう影の中で、そのひび割れがびしりと音を立てて広がった。

「なっ────」

　思わずそんな声が漏もれ、衡こうは目を見開いた。それでも眼前で進んでいく光景は変わらない。びしびしと音を立てながら、一瞬前まではひっかき傷に過ぎなかったひび割れが、壁を真っ二つに引き裂いていくところを、ぽかんと口を開けて凝ぎよう視ししていた。

　そうしながら──衡は重大なことに気がついた。

　ニンゲンで試したかった、とメアは言った。

　この現象がなんなのか、もちろん衡は知らない。それどころか理解すらできない。だが少なくとも、『ひっかき傷』を『壁を真っ二つに引き裂くほどの損傷』へとグレードアップさせたということだけは理解できた。これを人体に代入したらどうなるか、考えたくもない。

　とりあえず、こいつらがヤバすぎる相手だということは十分にわかった。衡は反射的に、白しろ山やまさんに視線を走らせ──最悪なことに、少女たちはその視線を追って、同時に白山さんのほうを振り向いてしまった。

「あら、『持ち主』も一緒なの？　気づかなかったわ」

　ヴィヴィが頰ほおに手を当ててそう言うと、メアも思い出したように、

「あ！　そういえばさ、ヴィヴィ、マキャヴェリがいないんじゃない？　きっと『囊界ノーガ』に空あいた穴が小さすぎたから、外に出てこられなかったんだよ！」

「まあ、大変。あの子がいなかったら、あちこち歩き回るのにも足が痛くなっちゃうわ」

「へへーん、でもね、ヴィヴィ。あたし、とってもいいこと思いついたんだよ！」

「奇遇ね。わたしもよ、メア」

　二人の少女に見据えられて、白山さんは「ひうっ」という悲鳴をあげて後ずさった。その胸にしっかりと抱えられた鞄かばんの穴からは、まだ煙が立ち上っている。

　ヴィヴィとメアが何者なのか、衡にはさっぱり理解できない。推測さえ不可能だった。ただ、彼女たちは『穴が小さすぎたから』と言った。だから、『出てこられなかった』のだと。

　彼女らが、その『何者か』を鞄の中から出したいと思うのならば──

「『天塔瓦解Fallout』の名に於おいて！」

「──っ、やめろ！」

　くるりと白山さんに向き直り、両腕を胸の前で交差させ、そう叫んだメアに衡は飛びかかった。目的すらわからないが、それがロクでもないということだけはイヤというほど理解できる。それを放置すれば事態が『ロクでもない』から『最悪』へとフェイズシフトすることも。

「あっ、やん！　どこ触ってんのよヘンタイ！」

　絹を裂くようなメアの声に一瞬怯ひるんだが、それでも衡はメアの二の腕から手を離そうとしなかった。暴れるメアを押さえつけて、白山さんに警告を、

「白山さん、逃げろ！　鞄を持って──がっ!?」

　後頭部に目が眩くらむような痛みを覚え、反射的にメアを押さえる手を緩ゆるめてしまった。メアはその隙すきを突いて半回転、裏うら拳けんを衡の鼻先に叩たたき込んだ。

　今まで受けたどんな痛みよりも、これが一番効いた。目の前がチカチカするほどの激げき痛つうと衝しよう撃げき。衡こうの身体からだは後ろに吹っ飛び、壁に後頭部を強打して停止した。涙に滲にじむ視界の中で、メアと、そして十と叶がのうが立っていた。夢見るようなぼんやり顔の十叶は、その手に角材を持っている。あれが自分の後頭部を強打したのか、と衡は痛みと痺しびれの中で考える。

「わたしのメアに、気安く手を触れないでね」

「まったくもう！　こんな小さなあたしに欲情するなんて、まったくもって外の世界は嘆なげかわしいよ！　『もらるはざーど』だよね、ヴィヴィ！」

「そうね。そんな腐った芽は、ここで摘つんでしまいましょう」

　メアが両腕を交差させる。未いまだに壁のひび割れを蝕むしばんでいた『天塔瓦解Fallout』が、ゆらりとその動きを止めた。あれが今の自分に重なったら、どうなるのか──考えまいとしてもその情景が頭に漂ってきて、衡に本物の恐怖を与えた。

　そのとき、衡の視界に白しろ山やまさんの姿が映った。

　白山さんは泣きそうな目をしながらこちらを見つめていた。その唇が何事かをつぶやいているのを、衡は確かに見た。

　白山さんの手は、黒い鞄かばんの中を探っていた。ただ鞄に手を入れているだけではなく──肩口まで腕を突っ込んで、鞄の中をまさぐっている。

　そんな深さは、あの鞄にはないはずなのに。

　そう思ったのと同時に、白山さんの動きが一瞬だけ止まり。

　彼女は、鞄から手を引き抜いた。




　その手に引っ張られて、ひとりの少女が鞄の中から姿を現した。




　黒い女の子だった。黒くろ髪かみをポニーテールのようにまとめ、小さな身体に民族衣装のような漆しつ黒こくの長衣を纏まとっている。表情はきつく、いつもなにかをにらみつけているような鋭い眼まな差ざしに、紅色の唇はへの字に曲げられて結ばれていた。顔立ちは幼い。メアたちほどではないが、衡や白山さんよりも、二つ三つ年は下だろう。

　への字に結ばれた口が開いて、そこからぶっきらぼうな声が発せられた。

「おい」

　ヴィヴィとメアの動きが、ぴたっと止まった。

　恐る恐る、黒い少女を振り返る。途と端たん、二人の表情が歪ゆがんだ。今からとっておきのイタズラをしようとしていたところを、特別厳しい教師に見つかってしまった──そんな表情。

「げ。『守ツ憑キ霊ダマ』」

「あらあら、面倒なことになったわね。ニンゲンの処分なんて放っておいて、さっさとマキャヴェリを出してしまえばよかったわ」

　ヴィヴィとメアに対たい峙じしながら、黒い女の子は少しも動じない。こき、と首を鳴らしてから、さも面倒くさそうに、

「黙だまれ。──まったく、阿ア頼ラ耶ヤ識シキどもはどいつもこいつも」

　ぶちぶちとつぶやきながら、黒い少女は白しろ山やまさんに向き直った。そのときだけは険のある表情が緩ゆるみ、芯しんからの信頼に満ちた。黒い少女は跪ひざまずき、朗々とした声を響ひびかせる。

「シロさまシロさま、クノエのシロさま。どうかお許し願います。『囊界ノーガ』の外の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、みなみな斬きり捨て切り刻み、『囊界ノーガ』に戻す黒の刃を。壱いち式兵装・『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

　はっきりと、他を圧するように。それでもその声には、聞き惚ほれるような美しい旋せん律りつが伴っていた。詠うたうような節付けに、ヴィヴィとメアの警戒が目に見えて色濃くなる。

　一瞬だけ、白山さんの視線がこちらに据えられた。

　今にも泣き出しそうなその視線を、引き剝はがすようにして白山さんは口を開き、

「『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて。差し許します、わたしのクノエ」

　震ふるえる声でそう詠いあげて──白山さんは、再び腕を鞄かばんから引き上げた。

　その手には、ひと振りの刀が握られていた。
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　少女の姿と同じように、その刀もまた漆しつ黒こくに染められていた。鍔つばも鞘さやも存在せず、わずかに湾曲した刀身とそれに連なる無骨な柄を握りしめて、黒い少女──クノエは、立ち上がった。

「お願い。早く、平ひら沢さわくんを助けて」

　白しろ山やまさんがつぶやくと、クノエの表情に変化が起きた。メアたちを見るときは険しく、白山さんを見るときはやわらかく。その二種類を見せていた幼い顔立ちが、年相応の不満に──すなわち、唇をとがらせて不平を表したのだ。

　しかしクノエはすぐにその表情を消した。ヴィヴィとメアが、それぞれクノエを囲うような形で近づいてきたからだ。

「──さて、どうする、ヴィヴィ？　やっちゃう？」

「そうねえ……わたしたちなら、『守ツ憑キ霊ダマ』相手でも引けは取らないでしょうけどね。なにしろここは『囊界ノーガ』じゃないんだから」

　それを聞いて、クノエは「ハ」と笑った。

「この間合いで、『夜よる房ふさ』を手にしたクノエを相手に、たかがノラ阿ア頼ラ耶ヤ識シキがどうするというんだ？　ご託はいいから、さっさと鞄かばんに戻れ。クノエにもシロさまにも、おまえらみたいな雑ざ魚こを相手にしている時間はないんだ」

　メアの顔がかっと紅潮した。

「ざ、雑魚ですって！　あたしたちのことを!?　むっかつく、やっちゃおうよヴィヴィ！」

「あ、ちょっと待って、メア──」

　場にまったく似つかわしくないのんびりした声で、ヴィヴィは相棒のことを止めようとした。メアは待たなかった。床を蹴けって、全力でその拳こぶしをクノエに叩たたきつけようとして、

　斬きり飛ばされたメアの拳は、部屋の天井を叩いた。

　目にも留とまらぬ速度だったにもかかわらず、衡こうがクノエの斬ざん撃げきを見て取ることができたのには理由がある。空間の光を捕ほ食しよくしているような漆しつ黒こくの刀が、軌き跡せきの残像を空中に刻み込んでいたからだ。タールのようにぬめる漆黒の軌道が手首を分断するのを、衡は確かに見ていた。

　メアは呆ぼう然ぜんとして、すっぱりなくなってしまった手首から先を見つめ、

「あぎゃっ！」

　その顔面にクノエは容よう赦しやなく靴底を叩き込んだ。

　小柄なメアの身体からだが宙返りをするような格好で後方に吹っ飛んでいった。

　壁に思い切り後頭部を打ちつけて、ずがん！　という人体が発してはいけない音が室内に響ひびき渡った。メアの後頭部が当たった壁に、ヒビが入っているように見えるのは気のせいではないはずだ。

　ぽとり、と地面に落ちたメアの手首を拾い上げ、クノエはそれを彼女に投げて寄よ越こした。

「そら。返すぞ」

　目の前に落ちた自らの手首を、メアはびっくりしたように見つめ──

　やがて、その瞳ひとみに涙が盛り上がった。

「────、いったああああああい！　うわあああああん、ヴィヴィー！　こいつ、こいつが、この『守ツ憑キ霊ダマ』が、あたしの手、斬きり飛ばしたあ！」

「メア！　──なんてひどいことを！」

　わんわんと泣きわめくメアに慌あわてて駆かけ寄って、ヴィヴィはぎゅっと抱きしめた。非難がましくクノエのことをにらみつける。クノエは辟へき易えきとした表情で、

「やかましい。手だけで済むと思うなよ。おまえら二人とも、首だけにして『囊界ノーガ』に強制送還してやる。向こうで『判官ナカノツカサ』にたっぷり油を絞しぼられろ」

　そう言って一歩近づくと、メアとヴィヴィは一歩後退する。彼女たちの視界に入らないように注意しながら、衡こうはそっと白しろ山やまさんに近づいていった。白山さんはびくりと身体からだを震ふるわせたが、逃げようとはしなかった。

　囁ささやき声よりもなお低い声で、衡は白山さんに提案した。

「……今のうちに逃げる、っていうのは、どうかな？」

　白山さんはやはり泣きそうな顔。うつむいて、小さく首を振り、

「──平ひら沢さわくんだけ、逃げてください。わたしは、ここにいなくてはいけないんです」

　なんとなく予想していたからか、衡はその答えを聞いても驚かなかった。目の前で起きている事態は半分ほども理解できないが、それでもこれが、白山さんに深く深く結びついているということはわかる。

　衡は小さく息をついて、それから白山さんにこう言った。

「わかった。じゃ、逃げたくなったら言ってくれ。大急ぎで、きみと鞄かばんを連れて安全な場所までダッシュするから」

　白山さんは目を見開いて衡のことを見た。唇が震えながら開きかけ、ひとつの言葉も発さぬうちに閉じてしまう。

　と、そんなひそひそ話をしているあいだに、目の前の状況が進展していた。

　ヴィヴィとメアが追い詰められている。

　背後にあるのは壁。目の前には刀をぶら下げたクノエ。ゆらゆらと刃先を揺らめかせ、黒の軌き跡せきを中空に残しながら、クノエは冷たい目で二人のことを見据えていた。

「クノエはおまえらを斬り捨ててもいいんだが、シロさまは寛大なお方だ。ノラを戻すときには、選ばせてやれと仰せだからな。どちらがいい？　自分の意志で戻るか、クノエに切り刻まれてから鞄にぶち込まれるか」

「そうね」と、ヴィヴィは薄く微ほほ笑えんで、「ちょっと待ってもらえないかしら？　わたしたちは、ただ外の世界を見に来ただけなんだから。そうね──五百年もあれば見飽きると思うから、その頃ころにまた迎えに来ていただける？　戻るかどうかはそのときに決めるわ」

「そうか。後者だな」

　クノエはつぶやき、黒刀を振り上げて、ヴィヴィとメアを両断する準備に入る。

　それを見て──ヴィヴィは、笑みを深くした。

「あらあら。わたしが聞いた話では、『守ツ憑キ霊ダマ』は『持ち主』を絶対に守るものだと聞いていたけれど、それは間違いだったのかしら？」

　クノエは眉まゆを寄せ、

「なに、…………!?　シロさま!!」

　叫んだときにはもう遅かった。それまでマネキンのように立ち尽くしていた十と叶がのうのグループが、一斉に床を蹴けって白しろ山やまさんに襲おそいかかっていた。

　クノエの動きは迅じん速そくだった。それでも間に合わなかった。いや、間に合わせようと思えば間に合ったのだろうが、その場合、白山さんに襲いかかろうとしていた五人の高校生は十個の『かつて高校生だった上半身と下半身』に分断されていただろう。それをしなかったのは、クノエが人を殺あやめてはいけないという倫理観を持ち合わせていたからではまったくなく、単に白山さんがそう命令を下していたからだ、ということをずいぶんあとになって衡こうは知った。

　ともかくクノエは間に合わなかった。黒刀で三人の高校生──金きん髪ぱつとピアスと前まえ田だを叩たたきのめして壁の端まで吹っ飛ばしたが、残りの二人を止めることはできなかった。大きく振り上げられた角材が、呆ぼう然ぜんとしている白山さんのあどけない顔に向かって、全力で振り下ろされ──

　そして衡は、やっぱり自分が残っていてよかった、と心から思った。

　ほとんど反射的に白山さんの肘ひじを摑つかみ、自分のほうに引っ張る。やり過ぎた。衡の力が強すぎたのか白山さんの身体からだが軽すぎたのか、考えていたよりもはるかに簡単に白山さんはバランスを崩し、衡と一緒になって床の上に倒れ込んでいた。

　が、それだけのアクションを起こした甲か斐いはあった。角材はむなしく宙を裂いて床を打ち、もう一度それを振り上げようとした十叶と山やま家えの後頭部を、黒刀の峰みねが強きよう襲しゆうした。二人はあっさりと気を失って床に倒れ──ほとんど同時に、感心したような拍手が部屋に響ひびいた。

　ヴィヴィだ。

「すごいすごい、お上手よね、メア。あなたも拍手しなさいよ」

「この手がくっついたらそうするよ。──ううん、なんかズレてる気がする」

　切断面にしきりに手首をこすりつけながら、メアは部屋の外──『天塔瓦解Fallout』によって切り開かれた壁の向こうで、そんな愚ぐ痴ちを漏もらしていた。

　ふと、メアの空色の瞳ひとみが、衡のほうに向けられた。

　に、と笑う。いい遊び相手が見つかった、とでもいうような笑み。本来ならば和むようなその表情に、衡が覚えたのは背筋の寒気だった。

「今日きようのところは引き分けってことにしといてあげるよ！　特にそっちのニンゲン！　あたしね、今まで『鬼ごっこ』で負けたことは一度もないんだよ！　次に会ったときは、あたしが鬼だから──せいぜい頑がん張ばって逃げてよね！」

　さらりと恐ろしいことを言い捨てて、二人の姿が視界から消えた。

「くそっ──逃がすか、って、邪じや魔まだおまえらっ!!」

　クノエは歯を軋きしらせて彼女たちを追おうとするが、ゾンビのように立ち上がった十と叶がのうたちが行く手を阻はばんだ。一瞬で十叶たちを蹴け散ちらしたが、ヴィヴィとメアの逃走は、その一瞬で十分だったらしい。部屋から出たときにはもう、彼女たちの姿は、どこにも見当たらなくなっていた。
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「白しろ山やまさん？　だ、大丈夫？」と尋たずねると、

「……きゅう」という答えが返ってきた。

　それを答えと言っていいものかどうか。誰だれがどう見ても白山さんは大丈夫ではない。外傷はないし、今すぐ死に直面しているというわけではないが、倒れた拍子に頭を打って意識を失っているということは間違いなさそうだ。

　どうすべきか、と頭を悩ませていると、クノエが衡こうのほうに向き直った。

　黒くろ髪かみのポニーテールを揺らしながら、こちらに近づいてきて、

「どけ！」

　牙きばを剝むき出すようにして叫び、衡の身体からだを押しのけた。

　どうやら白山さんの上に覆おおい被かぶさっていたのが気に食わなかったらしい。敵意がこもった目で衡のことをにらみつけてから、クノエは白山さんの身体を抱え起こす。表情に映った敵意は一瞬で溶けて消え、飼い主を心配する子犬のような忠実さが現れる。

「──シ、シロさま？　大丈夫、ですか？　返事をなさってください、シロさま」

　もちろん白山さんは応こたえない。ぐったりとしたまま、ただ静かに呼吸をしている。

　クノエの顔が泣きそうに歪ゆがんだ。そのときだけは、年相応の子供らしさがクノエの表情に浮かんでいた。先ほどメアの手を斬きり飛ばした少女と同一人物だとは思えないほどだ。

　そんなことを考えた矢先にクノエがこちらを見たものだから、衡は思わずびくりと身体を震ふるわせてしまった。彼女の顔には、再び幼い怒りが復活している。

「おまえ──おまえのせいで！　おまえがシロさまをこんなにしたんだぞ！　どうしてくれるんだ、いったい!?」

「えっ、あ、いや──ご、ごめん」

　反射的に謝ってしまう。一応自分では助けたつもりなのだが、確かに失神させたのは自分のせいでもある。クノエは歯ぎしりをするようにして、だんっ、と床を踏みつけ、

「謝って済むことか！　シロさまが安全にお休みできる場所まで連れて行け！」

「あ、安全？　いや、そう言われても──」

「これはおまえの責任なんだからな！　シロさまがお目覚めになるまで、問題なく過ごせる場所へと案内しろ！」

　めちゃくちゃな、と思いはしたが、反論する気にはならなかった。責任の所在はさておくとして、白しろ山やまさんをどこか落ち着ける場所に運ぶというのには衡こうも賛成だったからだ。

「わかった。『安全な場所』に案内するよ」

「ふん。最初からそう言えばいいんだ」

　馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らして、クノエは白山さんを軽々と抱きかかえたまま歩き出した。恐ろしい腕力だ。衡はそれを追おうとして、ふと思い出したように踵きびすを返し、黒い鞄かばんを拾い上げた。

「──おまえ」

　顔を上げれば、クノエが振り向いてこちらをにらみつけている。唇を開いてなにかを言いかけたが、思い直したように口を噤つぐんで、再び前を向いてしまった。なんなんだろう、と思いながら、クノエのあとについて部屋を出ようとして──すぐに立ち止まった。

　なぜならクノエが立ち止まっているからで、部屋の出入り口の前で彼女は停止して、引き戸の取っ手のあたりをじっと見つめていた。

　今度はなんだ、と身構えた衡を振り返って、クノエは真ま面じ目めそのものの表情で、

「……ノブはどこだ？」

　ノブ？

「ドアノブのことか？　いや、だって、引き戸だし──」

「ヒキド」

　オウム返しにクノエはそう言った。その顔に映る不機嫌がどんどん色濃いものになっていく。

　ぱちぱちと瞬まばたきをしてそれを観察しているうちに、衡の頭の中に閃ひらめくものがあった。

　まさか、という思いをありありと映しながら、

「もしかして、おまえ、引き戸のことを──」

　クノエが牙きばを剝むいて怒鳴った。

「ク、クノエがヒキドも知らないなんて思ってるんじゃないだろうな!?　馬鹿か!?　そ、そんな奴やついまどきいるわけないだろう！　ヒキドなんて赤ん坊だって知っている!!」

　いや赤ん坊は知らないと思うけど。衡は目を細めて、くいと引き戸を指差し、

「ああそう。それじゃ早く開けてくれよ」

「…………！　いっ、言われなくてもわかっている！」

　そう吐き捨ててクノエは前を向く。衡はちょっとしたおかしみと共にその背中を観察していた。引き戸を知らない、というのは、物を知らないというレベルの話ではないように思える。その開け方など、この世界で十年以上生きていれば意識していなくても理解できるはずだ。それを知らないということは──

　思考を眼前の光景が邪じや魔ました。頭から湯気が出るほど煮詰まったクノエは、目の前の引き戸という問題を物理的な意味で切り開こうと黒刀を振り上げたところで、

「待て待て待てわかったおれが悪かったから！　やめろってこら、ちょっと落ち着け!!」

「うるさい離せこの馬ば鹿かクノエに触れるな！　クノエが悪いんじゃないノブのないヒキドが悪いんだ悪い奴やつはこうしてやるんだ!!」

　クノエを後ろから羽は交がい締めにして、衡こうはこれ以上の破壊を防ごうとした。今さらごまかしきれるはずもないが、だからといって不要に壊していいわけでもない。衡はどうにかクノエを押しとどめて、自らの手で引き戸を開いた。

　それを見て、クノエは唇をとがらせる。

「…………なんだ、そんなことか。ふん。複雑に考えすぎていた。ばかばかしい、こんなのは幼稚園児に出す問題だな。いや、もちろんクノエはヒキドの開け方なんて最初から知っていたけどな」

　問題でもなんでもねえよ、と衡は思ったが、もちろんそれはおくびにも出さず、

「まあ、とにかく、ここから出よう」

　そう言って、ふてくされた顔のクノエとぐったりした白しろ山やまさんと共に、部屋をあとにした。
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『図書館部』部室に足を踏み入れた瞬間、死ぬほど後悔した。

　なぜならば部屋の中にはすでに伊い織おりがいて、「やっちまったな」という目で衡のことを見返してきたからだ。その視線に、衡は昼休みに遠とお咲さき先輩に呼び出されていたということを、ようやく思い出した。

「こんにちは。平ひら沢さわくん」

　いつもの副部長席で、いつものようにラップトップパソコンを開きながら、いつもと同じ声音で遠咲先輩はそう言った。

　凍りつく衡を尻しり目めに、伊織は素知らぬ顔で作業を続けている。新品のソファをひとつずつ、Ｌ字型に部室の余よ剰じようスペースへと配置していく。作業を終えた伊織は、衡を無視して遠咲先輩に向き直った。まあ確かに、伊織と衡は親しい友人ではあるが、刎ふん頸けいの友というほどではない。

「ええっと、一応終わりましたっス、先輩」

「ご苦労様、桐きりヶが谷やくん。約束をきちんと覚えていられるなんて偉えらいわね」

　始まった。衡はしどろもどろになり、

「やっ、あの、違うんです！　その、これには深い理由が──」

「なにもかもが終わったあとの言い訳ほど、見苦しいものはないわよね」

　冷然とそうつぶやいて、遠咲先輩は眼鏡めがねを外し、軽く目頭を揉もんだ。それからふと気づいたように、

「それにしても、ずいぶんな怪け我がね。ああ、理由は言わなくていいわ。もっとひどくなるんだし」

　そう言って彼女は、積み上げられた文庫本に手を伸ばした。

　衡こうは生命の危機を覚える。さっきだって下へ手たをしたら命を失っていたかもしれないというのに、それを乗り越えたこの場所で、どうしてまた死に直面しなければならないのか。

　そんなふうに、自らの運命を呪のろっていると──

　彼の身体からだを押しのけて、白しろ山やまさんを抱えたクノエが部屋に入ってきた。

「……ここが安全な場所か？　ふん。まあ確かに、そう簡単には阿ア頼ラ耶ヤ識シキも入ってこられそうにないがな。バリケードもあるし」

　伊い織おりが置き終えたばかりのソファにすたすたと近づいて、白山さんの身体をそこに横たえる。遠とお咲さき先輩がわずかに目を見開いて、クノエのことをまじまじと見つめ、

「誰だれ？」

　む、とクノエは唇をとがらせて、手にした黒刀の切っ先を遠咲先輩に向けた。

「誰でもいい。おまえには関係ないだろう、ニンゲン」

　衡と伊織が、びきりと固まった。

　遠咲先輩はリアクションらしいリアクションも取らなかった。ただその精密機械のように冷れい徹てつな眼まな差ざしで、じっとクノエのことを観察しているだけだ。

　しばらくして、遠咲先輩は立ち上がった。凍りつく衡・伊織や、身構えるクノエのことを素通りして、ソファの上で寝息を立てている白山さんのことを見下ろす。

「１Ｈ所属の白山さん。平ひら沢さわくんと桐きりヶが谷やくんのクラスメイトね。それで？　どうしてこの子が、わたしの図書館で眠っているのかしら？」

　その質問は衡に向けられたものだった。ここが正念場だ、と衡は自分に言い聞かせる。図らずも与えられた弁明の機会を、最大限に活用して遠咲先輩の制裁を回かい避ひしなくては、このおれに明日あしたはない。

「──その、ここに来る途中、白山さんが、その、そうです。気分を悪くしているのを見つけたんです。いろいろ介抱したんですけど、その甲か斐いもなく気を失ってしまって──それで、ここへ連れてきたんですが」

　遠咲先輩は、しばらく無言で白山さんのことを見下ろしていた。すやすやと安からに眠っている白山さんの頰ほおに、そっと手を伸ばして触れる。途と端たん、クノエが警戒を発した。

「おい！　シロさまに触れるな！」

「この子はなんなの？　物ぶつ騒そうなものを持ってるみたいだけど」

　知りません、とは言えない雰囲気だ。しかし実際のところ、衡はクノエのことをなにも知らない。噓うそを構築するだけの材料も持っていないし、たとえ噓をついたとしてもクノエは即座に否定するだろう。そうなれば衡を待っているのは電気椅い子すだけだ。

「えっと、おれにもよくわからないんですけど──どうも、白山さんの知り合いみたいです」

　遠とお咲さき先輩はしばらくのあいだ、番犬のような目つきで自分をにらむクノエを、例の無機質な視線で見返していた。それから不意に興味を失ったように、背中を向けて副部長席へと戻る。

　腰を落ち着けてから、遠咲先輩はぽつりと、

「……おもしろくなりそうね」

　そんなことをつぶやいた。

「桐きりヶが谷やくん、紅茶とお茶菓子の用意をお願い。平ひら沢さわくんは給湯室でタオルを冷やして持ってきて、白しろ山やまさんの面倒を見なさい。あなたの遅刻は、事情を考こう慮りよして不問にします」

「────、ありがとう、ございます」

　安あん堵どの吐息と共にそう答え、衡は伊い織おりと一緒に部室の出口へと向かう。遠咲先輩への絶対服従が、この『図書館部』で生き延びる上での鉄則だ。

　突然動きはじめた事態に、クノエは混乱したようにきょときょととしていた。そんな彼女に、遠咲先輩は自分の向かいの席を指差し、

「あなたはそこに座りなさい。ちょっと聞きたいことがあるから」

「む。なんでクノエが、おまえなんかに指図を──」

「どうせ白山さんが起きなければあなたも動けないでしょう？　待っていれば、おいしいお菓子が来るわよ」

　衡は遠咲先輩の言動に呆あきれた。いくらなんでもそんな子供騙だましが、

「……お菓子？　最も中なかもあるのか？　ちゃんとこしあんだろうな？」

　通じた。背筋をぴんと伸ばして椅い子すに座り、途と端たんに行儀がよくなったクノエのことを複雑な心境で横目にしながら、衡は部室をあとにした。
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　クノエがじっと見つめている。

　衡はそれに、気づかないふりをしている。

　なにかといえば紅茶のことで、『図書館部』は昼下がりのティータイムを迎えていた。

　白山さんをソファに寝かせたまま、副部長席のあるテーブルが茶会の舞台だ。

　といっても、クノエにとってはティータイムではなくお菓子タイムのようだ。皿に山盛りになった最中を物も言わずにひとつひとつ口の中に放り込んでは、不機嫌そうな顔で咀そ嚼しやくしている。別に最中を気に入っていないわけではなく、意図してそういう表情を作っているらしい。その証拠に咀嚼し終えて飲み込むと、メッキが剝はがれてそれはそれは幸せそうな顔になる。

「むふ」

　満足げな吐息を漏もらして、手を伸ばして最中をつまみ、包装紙を剝がしてまた口の中に放り込む。もぐもぐ。その仕草があまりに幸せそうだから、衡や伊織は結局最後まで、ただのひとつも最も中なかを口にすることができなかった。

　衡こうはティーポットからカップへと紅茶を注ぎ、角砂糖とポーションミルクをひとつずつ入れた。

　最中をほおばりながら、クノエが横目でちらちらと、衡の紅茶作法を盗み見ている。一通り観察してから、見るからに「なんだそんなことか、ふふん」という表情になってふんぞり返った。腕を組んで上体を背もたれに思いっきり預ける。

「…………」

　衡は伊い織おりにポットを回した。注ぐ。伊織は『なにも入れないストレート派』である。コーヒーもブラックを愛飲している。それが、クノエを混乱させることになった。

　すぐにポットを遠とお咲さき先輩へと回した伊織を見て、クノエは「ん？」という顔をした。「どういうことだ、話が違うぞ？」という顔。眉まゆを寄せて、今度は遠咲先輩を見守りはじめる。

　驚いてはいけないが、遠咲先輩は甘党だ。角砂糖をなんと四つ、そこにパックから取り出したレモンを浮かべる。スプーンでゆっくりとかき混ぜてから、ふと気づいたようにクノエへとポットを回した。

　クノエはそのポットを、人生の至上命題であるかのような眼まな差ざしで見つめている。

　ソファに横たわっている白しろ山やまさんが、かすかなうめき声を発した。

　その声を聞いてから数秒後に、遠咲先輩がぽつりと、

「飲まないの？」

　クノエはそれを挑戦と受け取ったらしい。ぎっと遠咲先輩を見返して白山さんが飛び起きるのではないかと思うほどの大声で「飲む！」、ティーポットの取っ手を摑つかんで五秒くらい考えてから、どばっとカップの中へと注ぎ込んだ。

　こぼれた。

　伊織がそれを見て、

「あ」

　あとで拭ふかされるのはおれなんだよなあ、という意味での「あ」だったのだろうがクノエの耳はそれを別の意味として聞き取ったようだ。クノエは弾はじかれたように顔を上げ、裂けんばかりに目を見開いて伊織のことを見つめた。その表情が、次第に追い詰められた獣のそれになっていく。

　そこで破れかぶれになったらしい。深皿から角砂糖を数えもせずに摑み取って、クノエはそれを無造作にカップの中にぶち込んだ。もうどうにでもなりやがれ、という勢いでカップをかき混ぜはじめたクノエに、衡は静かな口調で、

「クノエ」

「なんだっ!?　うるさいな、知ってるぞクノエは！　コウチャの飲み方くらいな！」

「……、そうだな。紅茶は好きなように飲むのが一番だよな」

　かき混ぜる手が止まった。慣性の法則に従って、紅茶の水面はぐるぐると渦を巻いている。

「…………好きなように？」

「作法がある場合もあるけど、普通は好きなように飲むもんだ」

　クノエの鋭い目が衡こうを見据えた。そうしながら、彼女は吐き捨てるように、

「……知ってる！」

「うん。まあ、きみのいいようにしな」

　衡はカップを手に取って、それに唇をつけた。クノエは鼻をふくらましながらそれを真ま似ねし、角砂糖×無数の甘さに耐えきれずに「うええ」という声を漏もらした。

　しばらくの沈ちん黙もくのあとに、遠とお咲さき先輩がカップから視線を上げた。

　クノエと、ソファの上にいる白しろ山やまさんを交互に見て、ぽつりと言う。

「それで。あなたはいったい、何者なの？」

　かき混ぜていればカップの中の甘ったるい液体が消しよう滅めつするのではないかと期待しているような顔でスプーンを動かしていたクノエが、それが自分に対する問いかけだということに気づくまでやや間があった。ふと顔を上げて、遠咲先輩のことを見返して、無表情に口を開く。

「クノエ」

「名前は知ってる。あなた、ここの関係者ではないのでしょう？　なぜここにいるのかしら」

「シロさまをお守りするためだ」

　衡と伊い織おりの視線が、白山さんに向けられた。ほつれた髪かみが寝顔にかかり、写真に納めておきたくなるほどの無防備な愛らしさを映し出している。思わず食い入るようにそれを見つめた男ども二人を、クノエは威い嚇かくの目つきでにらみつける。

　そのやりとりを醒さめた目で観察しつつ、遠咲先輩は追及の手を緩ゆるめない。

「では、あなたは白山さんとどういう関係にある人なのかしら？　そもそも部外者がこの学校に足を踏み入れること自体、禁じられているはずだけど」

　クノエの表情に不機嫌が復活した。眉み間けんに皺しわを寄せて遠咲先輩をにらみ返し、

「それがおまえとどういう関係があるんだ？　クノエが言う必要はない」

　部室の空気が冷えたように感じたのは、衡と伊織の二人だけだっただろう。いまだかつて、こんな口を遠咲先輩に利いた者はいなかったからだ。

　しかし当の遠咲先輩は、それほど気分を害した様子もなく質問を続けていた。

「必要はないかもしれないわね。でも、事情を聞けば手助けをするくらいはできそうだけど。どうかしら？」

「……、必要ない」

「勝手に決めていいの？　白山さんの意見を聞いてからでも遅くないんじゃないかしら」

「いいの！　クノエが決めても、シロさまが文句を言ったことなんて一度もないもん！」

「それは白山さんがあなたを甘やかしていただけよ。見た限りでは、あなたはあまり物を知らないようね。そんなあなたと白しろ山やまさんで、阿頼耶識を防ぐことはできるのかしら？」

　クノエの表情が凍りついた。

　衡こうの顔も、同様だっただろう。

　二人が受けた衝しよう撃げきを、遠とお咲さき先輩は分析するように眺め回している。しまった、と思ったときにはあとの祭り。遠咲先輩の追及が、こっちまで来ないことを祈るしかない。

「……おまえ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキのこと、知ってるのか？」

　うめくようなクノエの言葉に、遠咲先輩は答えなかった。表情さえ変えない。ゆっくりと足を組んで、背もたれに身体からだを預ける。クノエは不機嫌を濃くして、重ねて尋たずねる。

「外に出た阿ア頼ラ耶ヤ識シキのこと、どうやって知ったんだ？」

「それがあなたとどういう関係があるの？　わたしが言う必要はないわ」

　挑発するように、遠咲先輩は冷淡な口調で先ほどのクノエの台詞せりふをそのまま返した。クノエの表情に激情が走り、それを見て衡は、ひとつの推測を立てる。

　これは、遠咲先輩のハッタリだ。

　もしかしたら、遠咲先輩が学園中に張り巡めぐらせた『網』が阿ア頼ラ耶ヤ識シキの姿を捉とらえたのかもしれない。だが、姿形を知っていることと、阿ア頼ラ耶ヤ識シキというものに対する確たる情報を持っていることはまったくの別問題だ。

「阿頼耶識を防ぐ」と遠咲先輩は言った。そして衡の記憶が確かならば、クノエはつい先ほど、「そう簡単には阿ア頼ラ耶ヤ識シキも入ってこられそうにない」と言ったはずだ。遠咲先輩は単にクノエのその言葉からハッタリをかけただけなのだろう。自分はクノエの秘密を知っていると見せかけることで、クノエの心を揺さぶって、そこからさらなる情報を引き出そうとしているに違いない。

　そしてクノエは、遠咲先輩を向こうに回して心理戦を繰り広げるには、あまりにもまっすぐすぎる女の子だった。

「おまえっ──、クノエを、馬ば鹿かにしてるのか！」

　黒刀を握りしめる手に力が込められる。やばい。衡の脳裏に浮かび上がったのは、天井まで斬きり飛ばされたメアの手首だった。しかし遠咲先輩はやはり顔色ひとつ変えずに、そのしなやかな指で眠る白山さんを指した。

「大声を出さないほうがいいわ。白山さんが起きてしまう」

　上がりかけた黒刀が、その一言でびたりと静止した。

「っ、──む、ぐううっ……！」

　どうやらクノエにとっては、白山さんの安息が最優先事項であるらしい。怒りの矛ほこ先さきを無理矢理押し込められた結果として、彼女の顔が真まっ赤かに染まっていくが、遠咲先輩はまるで気にせずに紅茶のカップを傾けていた。

　ふと、クノエの目が泳ぎ、眠りつづける白山さんに視線を留とめた。

　今までに一度も見せたことのない、縋すがるような眼まな差ざしだ。

　張り詰めていた表情が一瞬だけ緩ゆるみ、外見の年齢に相応ふさわしい、不安そうな色が覗のぞく。

　きっと、白しろ山やまさんとクノエは姉妹のような関係なのだろう。そしてその関係の中で、二人の進む方向を決めていたのは白山さんだったのではないだろうか。

　クノエは、ひとりきりでなにかを決断するということに慣れていないのだ。

　だからあんなふうに、親からはぐれた子供のような顔をしている。

　だからあんなふうに、自分のことを見つめているのだ。

「ん」

　自分の思考でそのことに気づいた衡こうは、思わずそんな声をあげてしまった。

　クノエが、こちらを見ている。への字に曲げた口はそのままに、ただその瞳ひとみだけは先ほどまでの彼女からは想像もできないほどに弱々しい色を浮かべていた。

　と、クノエの視線に導かれるようにして、遠とお咲さき先輩がこちらを見た。

　見られても困る。

「ちょうどいいわ。あなたの意見も聞きましょうか、平ひら沢さわくん。あなたはどう思う？　クノエさんはわたしの手を借りるべきだとは思わない？」

「…………えー、っと」

　ここで衡が答えるべきなのは「はい、そのとおりです先輩」というただ一言だ。それくらいは衡にだってわかる。なにしろ衡は『図書館部』に所属しているのだし、遠咲先輩はその部を支配しているのだし、支配者の意向に逆らっていいことなどなにひとつないのだから。

　しかし。

　一心に衡を見つめるクノエの瞳が、その言葉を押さえ込んでいた。

　本音を言おう。遠咲先輩の力を借りるのは最後の手段にしておいたほうがいい。なぜならば遠咲先輩を構成しているのは０と１であるからだ。あの涼すずやかな瞳の奥にある脳組織からは、メリットからデメリットを差し引いて１以上の解になる答えしか出てはこない。自分になにかしらの得があるから遠咲先輩はクノエに協力を申し出ているのだろうし、そうであるからにはその申し出はクノエにとってマイナスになる可能性が高い。質量保存の法則が正しく作用する限り、誰だれかの得は他ほかの誰かから引っ張ってくるしかないのだから。

「平沢くん？」

　冴さえた声が衡を物思いから引き戻した。遠咲先輩が衡を見ている。芯しんまで冷えそうな冷たい視線に、しかし衡は屈することができない。真逆の熱量を持つクノエの目がじっと自分のことを見据えているからだ。

　二種類の視線に晒さらされて、衡は自らの進退が窮きわまったことを感じ、考えさえまとまらないままに口を開こうとした、そのとき。

「……あ、あれ。クノエ？　ここ、どこ？」

　すべての問題を解決できる人物が、目を覚ました。

　クノエの視線が衡こうから剝はがれて瞬時に白しろ山やまさんへと向けられた。その瞳ひとみに喜びの涙さえ浮かんでいるように見えたのは、決して衡の気のせいではあるまい。目をぱちくりさせる白山さんの首元に、クノエはわっと抱きついた。

「ああ、シロさま、シロさま！　ようやくお目覚めになられたのですね！」

「ちょ、ちょっとクノエ、苦しいよ、離して──そんなにおおげさに喜ばなくても、わたしはどこにも行かないから、」

「白山さん」

　その声に、白山さんの肩がびくりと震ふるえた。

　それを見て、衡は複雑な気分を味わった。肩の荷が下りてほっとしたような、重要な肩の荷が下りて寂しいような──あるいは、自分の代わりにその荷を背負い込むことになってしまった白山さんを哀あわれむような、そんな気分。

　遠とお咲さき先輩が立ち上がる。彼女も進展のない状況に、いい加減焦じれていたのかもしれない。反射的に警戒したクノエを無視して、ずいと白山さんに顔を近づける。

「ちょうどいいわ。あなたに決めてもらいましょう。外に出た『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』、探すのをわたしが協力してあげようと思うんだけど、どうかしら。クノエさんにはわかってもらえなかったみたいだけれど──でも、あなたならわかるわよね？　人捜しをするのなら、人手は多ければ多いほどいいということが」

「────え、え？　へっ!?」

　寝起きに突然そんなことを迫られれば誰だれだって狼ろう狽ばいする。まして相手が遠咲先輩で自分が白山さんならばなおさらだ。じっと覗のぞき込んでくる端たん麗れいな遠咲先輩の顔に、白山さんはしばらくのあいだ呼吸を止めていた。まるでそうすれば自分の姿が見えなくなるとでもいうように。

「さ、白山さん。決めてもらえる？」

　遠咲先輩は容よう赦しやしない。追い詰めていると知っていて、それでもなお答えを引き出そうとする。白山さんのような人間は、ごり押しに弱いとわかっているからだろうが、しかし。

　それは、遠咲先輩の望まぬ結果を引き出すことになった。

　白山さんの視線がぐりんと回転した。

　衡を見る。

　──だから、なぜおれを見る。

　衡がそんな疑問を抱いたのと、白山さんがクノエの耳に何事かを囁ささやいたのはほとんど同時。クノエは驚いたような顔をして、

「えっ、そ、それは──！」

　と反抗するような素振りを見せたが、白山さんがはっきりとした声で、

「お願い。クノエ」

　そう重ねると、口をとがらせながらも不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずいた。

　そして彼女もまた衡こうを見る。先ほどとは違う、敵意さえ混じっているようなきつい眼まな差ざし。そんな目で衡のことをにらみつけながら、彼女は黒い鞄かばんの口を開いて、そこに黒刀を納めた。それからゆっくりと唇を開き、


「シロさまシロさま、クノエのシロさま。どうかお許し願います。此し岸がんと彼ひ岸がんのその狭はざ間ま、見えても触れてもならぬ世へ、隠かくして飲み込む一枚布。伍ご式兵装・『國クニ隠カクシ』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

「…………、『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて。差し許します、わたしのクノエ」



　そう詠うたい返して、白しろ山やまさんは先ほどと同じように鞄の口に手を入れた。

　次に白山さんがそこから取り出したのは──布、だった。

　黒い布だ。

　そして、それもまた、あの黒刀と同じようにただ黒いだけではなかった。

　その表面に視線を留とめることができない、とでも言えばいいのか。黒刀と同じく圧倒的な存在感はあるのに、どうしてもそれを直視することができない。太陽を直視した人間が、思わず焦点をずらしてしまうのと同じように、眼球がその布を視界に入れるのを反射的に拒否しているようだった。

　ゆえにその大きさも厚さもよくわからない。クノエはそれを受け取って、ばさりと広げた。やはり大きさはわからない。まったくもって全景を把握することができない。なぜならその布の黒色は、クノエが広げた瞬間に部屋を覆おおい隠したからだ。

「────、え？」

　そんな間抜けな声が、口から漏もれた。

　なにも見えない。目の前にあるのは、ただ黒。ついでに音も聞こえなくなっていた。

「……あ、あれ？　伊い織おり？　先輩？　──白山さん？」

　不安に駆かられて声を出した、その瞬間。

　眼前の黒が一気に引いて、鮮烈なまでの青空が衡の視界を覆った。

「………………」

　瞬まばたきをする。意味がわからない。先ほどまで室内にいたはずなのに、移動した記憶はおろか感覚さえなかったというのに。

　どうして自分は、図書館の屋上に立っているのか。

「──むう、『外』だとこんなにも弱まってしまうものか。消耗もバカにならんし、くそう、一刻も早くあいつらを捕らえないといけないのに──！」

　苛いら立だちの混じったその声に、衡は弾はじかれたように振り返る。そこにいたのは、黒布を鞄にしまいながらぶちぶちと文句を言っているクノエと、そして、

「……し、白山さん？」

　いつの間にか、白しろ山やまさんが衡こうの傍そばにいた。うつむかせた表情を窺うかがうことはできないが──どうやら白山さんが、自分の手を握りしめているらしいことだけは理解できた。

「えっ、あの、いや、なに──、」

　しどろもどろになる衡の目を、白山さんはまっすぐに見つめてきた。その頰ほおがわずかに紅あかくなっている。そうやって衡の鼓動を速めてから、白山さんはおもむろに口を開き、

「──ごめんなさい」

　不意に身を翻ひるがえした。

　白山さんの全力と全体重をかけられて、衡の身体からだがぐらりとバランスを崩した。揺れたその先にあったのは──クノエが開いている、鞄かばんの口だ。白山さんはそこに頭から突っ込んでいき、そして、

　頭から鞄の中に飲み込まれてしまった。

　なにを言う暇もなかった。驚く猶ゆう予よさえ衡には与えられなかった。なぜならば、白山さんに手を繫つながれていた衡もまた同じように、鞄の口へと吸い込まれていったからだ。
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　そして衡こうは目を覚ました。

　天井がある。

　ベッドのある壁際、そこに開いた窓から明るい陽光と鳥のさえずりが入り込んできていた。ぼんやりする頭の中に、朝か、という言葉がぽつりと生まれる。衡はあくびを嚙かみ殺しながら上体を起こし、寝ぼけ眼まなこで部屋の中を見渡した。

　白しろ山やまさんもクノエも、遠とお咲さき先輩も伊い織おりも、どこにもいない。

「……夢か」

　ぽつりとつぶやいた声は、現実のものとして衡の心に落ち着いた。目をこすりながら、衡はちょっとだけ笑う。そうだ。よくよく考えてみれば、あんな非現実的な出来事は夢に決まっているではないか。

　メアにヴィヴィ、そしてクノエ。不可思議な女の子たちが、不可思議な能力を使って、不可思議な戦いを繰り広げる。しかも彼女たちが出てきたのは、普段はおとなしいクラスメイトの鞄かばんの中からだ。荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある。

　けど、まあ、おもしろい夢だった。白山さんは可愛かわいかったし、クノエも見ていて楽しい登場人物だった。伊織に話してみてもいいかもしれない。他人の夢の話なんて退屈なだけだから、きっと嫌な顔をされるに決まっているけど──

　ん。

　衡は立ち上がり、もう一度、部屋の中を見回した。

　テレビがある。机もある。その脇わきには本棚があって、その上には子供の頃ころに作りかけたまま放置してあるプラモデルが積み上げられていた。ベッドの足側にあるのはツリー型のコートかけで、学ランの上着が無造作に引っかけられている。

　中学生の頃の制服だ。

「………………」

　だんだん、違和感が頭の中に染み込んできた。

　ここは、普段衡が寝起きしている寮の部屋ではなく──実家の、自室だ。

　なぜ自分がここにいるのか。里帰りをした覚えはないし、この懐かしいベッドの上に身体からだを落ち着けた記憶もない。それ以前の記憶も存在しない。鮮明に残っているのは、夢の記憶だけだ。すなわち、ヴィヴィやメアやクノエや、白山さんの黒い鞄などの、現実ではあり得ないものの記憶だけ。

　なぜだろう。

　その夢が、夢ではなく、今立っているこの現実と地続きのように感じられるのは。

　首を捻ひねりながら、ドアノブを摑つかもうとしたところで、衡はその声に気づいた。

　──だから、あなたが言って。ね？　お願い、クノエ。

　──いやですよ！　シロさまが言ってくださいよ、あんなニンゲンなんかに頭を下げるなんて、クノエは絶対にいやですから！

　──あ、頭は下げなくてもいいの。それは、わたしがするから、だから説明だけでも、

　──クノエが説明して信じてくれると思うのですか!?　そこは外に詳しいシロさまの役目でしょう。シロさまは、なんだかんだ理由をつけて怖がっているだけではないですか！

　──う、ううう……

　──そ、そんな顔をするなんて、ずるいですよ、シロさま──

　ああ、と思う。

　夢じゃなかったか。

　呼吸をひとつ。それから衡こうは、なにを考えるでもなくドアを開いた。

　やっぱりいた。

　そこはマンションの一室、リビングのようだった。中央にこたつがある。そこで差し向かいに鍋なべを突つついている白しろ山やまさんとクノエを見て、衡はやはりこれが夢なのではないかと疑いはじめた。

　だって、なんで実家の自分の部屋を出たら知らない場所に繫つながっていて、そこで同級生の女の子が鍋を囲んでいるのか。

　現実ではあり得ないその光景に呆ぼう然ぜんとしていると、白山さんとクノエが彼の存在に気づいた。

「……………………ええと」

　衡は戸惑いながらそんな言葉を絞しぼり出す。自分を見つめる白山さんの顔が、首でも絞められているかのように歪ゆがんでいく。これはいかん、と衡は慌あわて、彼女を落ち着かせるために笑顔を浮かべてみせた。

「そこ、座っていい？」

　こたつの席を指差すと、白山さんはがくがくと頷うなずいた。衡が一歩足を踏み出しただけでびくっとその身体からだが逃げようとし、それをさせまいと白山さんの背後に回ったクノエが、彼女の身体を押さえつけていた。

　腰を下ろして、こたつの中に足を入れる。やわらかい物が衡の足裏に触れた。再びびくりと震ふるえた白山さんを見て、衡はそれが白山さんの足だったということを知り、

「あっ、ご、ごめん！」

「えっ、あ、ううん、いいんです。こ、こちらこそ──」

　そこまで言って白山さんは窒ちつ息そくする。唇をぎゅっと引き結んで衡のことを穴が空あくほどに見つめ、それから白山さんは勢いよく、

「ごっ、ごめんなさい!!　こんなところに、無理矢理連れ込んでしまって!!」

　こたつに頭突きをした。

　ずがん、というすさまじい音が聞こえてきた。衡が息を吞のむほど、クノエが目を剝むくほど。その音は痛々しく部屋の中に響き渡り、すぐに静寂に吞まれて消えていった。

　間。

　白しろ山やまさんの白いつむじを見つめながら、衡こうは恐る恐る、

「……連れ込んだって？」

　おでこをこたつにくっつけながら、白山さんは小さな小さな声で、

「ど、どうしても、二人っきりで、話がしたかったんです。それに──実際に見てもらわないと、きっと納得してもらえないと思ったから、それで」

「だからわざわざ、おまえを『囊界ノーガ』に連れてきてやったんだぞ。ありがたく思うんだな」

　ふん、と傲ごう岸がんに鼻を鳴らしたクノエのことを、白山さんは絶望的な表情で振り返った。

「クノエっ！　失礼な言い方をするんじゃありません！」

「あー、いや、そこはいいんだけど──あの、根本的な質問、してもいいかな？」

　一度だけ深呼吸をしてから、衡は思い切って、

「ここ、どこなの？」

　白山さんはゆっくりと瞬まばたきをして、それからぽつりと、

「……『囊界ノーガ』、です」

「いやだから、その『ノーガ』ってのは、なんなんだ？」

　そこでクノエが口を挟んできた。箸はしを伸ばして鍋なべから肉と野菜を取り皿に移し、ふうふうと冷ましながら、なんでもないことのように、

「『囊ふくろの世界』と書いて、ノーガと読む。わかりやすいだろ。囊の中にある世界だから『囊界ノーガ』だ。ここはシロさまの鞄かばんの中にある、おまえがいた場所とはまったく別の世界なんだよ」

　衡の口から、間の抜けた声が漏もれる。

「…………べつのせかい？」

「なんだ？　別の世界なんて存在しないと思ってるのか？　自分が立っていた場所だけが、この世で唯一無二の宇宙だと思い込みたいのか？　は、ニンゲンらしい一方的な思い込みだな。見えるものしか信じないくせに、見たくないものは目の前に突きつけらへほほほへひひは、はふ、はふむ──」

「……クノエ。話をするか食事をするかのどちらかにしなさい」

　白山さんが堪たまりかねたように口を挟み、衡は混乱をそのまま口にする。

「……えっと、つまりその──ここは、鞄の中だっていうこと？」

「はい」

「あの、白山さんがいつも持ってる黒い鞄の？」

「そうです」

「…………ふうん」

　衡が漏らしたのはそんな感想だった。クノエはそれがお気に召さなかったらしい。口の中のものを飲み込んで、胡ご麻まダレに濡ぬれた箸でびしりと指して、衡のことを非難する。

「せっかく教えてやったのになんだその態度は！　ありがとうの一言も言えないのか!?」

　衡こうはすかさず言い返した。

「それなら、おまえもおれにありがとうと言うべきだろ。外の世界の常識を教えてあげたのはおれじゃないか」

「うっ────、む、そ、それは、違う！　クノエはあんなこと最初から知ってたんだ！　ヒキドもコウチャもな、おまえに教えられるまでもなく全部知ってたさ！」

「へえ」

「なっ、なんだその顔は!?　噓うそじゃないぞ──むぐっ」

　さらなる大声を出しかけたクノエの口を、白しろ山やまさんの手が伸びて塞ふさいだ。普段は弱気な白山さんだが、クノエに対しては毅き然ぜんと振る舞えるらしい。

　その光景を眺めながら、衡はクノエに尋たずねた。

「ていうかさ。そもそもおまえは、何者なんだ？」

「む？　それはクノエのことを言ってるのか？」

「なんでおれが今さら白山さんの素す性じようを尋ねなくちゃならん」

　クノエはぱちぱちと目を瞬またたかせた。案件処理中、とその顔に書いてあるようだった。やがて彼女はにかりとした笑みを浮かべて、

「そうかそうか、そんなにクノエのことが知りたいのか。仕方ないなあ、それなら教えてやろう！　──クノエは『守ツ憑キ霊ダマ』だ。鞄かばんの中と外とを行き来して、『持ち主』であるシロさまをお守りするための存在なのさ！　どうだ、恐れ入ったか？」

　えへん、と胸を張る意味がわからない。そもそもクノエの説明からして要領を得ないのだが、彼女はそんなことはまるでおかまいなしとでもいうように、「ちなみにこう書く」とこたつの上に指でゆっくりと文字を書いた。九。衛。

　九衛クノエ。

　しぱしぱと目を瞬かせて、この黒い少女の名を顕あらわす文字を見つめていると、白山さんが細い声で説明してくれた。

「九衛は、『囊界ノーガ』の──この世界の住人なんです。『守ツ憑キ霊ダマ』というのは、役職みたいなもの。代々の鞄の持ち主に付き従う、守護者のようなものなんです」

　守護者。この世界の住人。衡は少し考えてから、感想を口にした。

「ファンタジーだね」

「……す、すいません……」

　白山さんがうつむいてしまったのを見て、衡は罪悪感を覚えた。別に白山さんを馬ば鹿かにするつもりはなかったのだが、そう聞こえてしまったかもしれない。衡はぽりぽりと頰ほおを搔かき、

「つまり──九衛は、人間ではないということ？」

「まあ、簡かん潔けつに言えばそういうことだ」

「ずいぶんあっさりと認めるな」

「なんだ。今さら九衛クノエのことをニンゲンだと思いたいのか？　どうしても信じられないというのなら、今ここで証明してやろうか？」

　九衛が唇をとがらせたのを見て、衡こうは慌あわてて首を振る。証明というものがなんなのかはわからないが、とんでもないことをしでかされそうだった。

　しかし、それにしても。

　人間ではない、と来た。

　人間ではない二足歩行生物を目にするのはこれが初めてだった。事の真偽はともかくとして、衡は改めてまじまじと九衛のことを観察してしまい──そこに、白しろ山やまさんがおずおずと話しかけてきた。

「──平ひら沢さわくん。信じて、くれますか？」

　衡は、即答できなかった。

　容易に信じられることではない。自分が住んでいた世界の他ほかに、別の世界があるのだという。その世界は鞄かばんの中にあるのだという。しかもその鞄は、よりにもよってクラスメイトの白山さんが持っている、黒い鞄なのだという──

　ばかばかしい。そうとしか言えない。

　だが。

　思い出す。すべての発端となった出来事のことを。

　図書館の朽くちた資料室で、鞄の中に上半身を突っ込んでいた白山さんの姿。

　特別教室棟の地下で、鞄からずるりと出てきた九衛。

『囊界ノーガ』の存在を受け入れるのであれば──衡が見た二つの光景は、説明がつくのだ。

　それに、と付け加えるように思う。ばかばかしいというのならば、自分が毎日毎日飽くことなく受ける『呪のろい』だって相当ばかばかしい話なのだ。しかし白山さんは、それを聞いただけで信じてくれた。それは白山さんが無む垢くだからというよりも──彼女に、荒こう唐とう無む稽けいな話を信じられるだけの素養があったからではないのだろうか。

　衡は無言のまま立ち上がる。白山さんの不安そうな視線がそれを追う。一瞬だけそれを見返してから、衡はがらんとした部屋の左手、ベランダに面した窓へと近づいていった。

　その向こうにある光景は──確かに、この世のものとは思えなかった。

　赤すぎるほどに赤い空が、無限と思えるほどに続いている。本来それを分かつべき地平線は、見渡す限りどこにも見出すことができなかった。ただ、赤く染まった空だけが無限に広がっている。

　深呼吸をしてから、衡はベランダの窓を引き開けた。

　なにも聞こえなかった。

　普通に生活していれば当然聞こえてくるはずの音。人が話す声、鳥や虫が鳴く声、遠くから響ひびいてくる車のエンジン音でもいいし、風が吹き木々がざわめく音でも構わない。

　それらの音の一切が、この世界には存在していない。

　耳が痛い。真の静寂は実際に鼓こ膜まくに圧力をかけるのだということを衡こうは知った。ベランダの手すりに手を載のせて、左右に視線を巡めぐらせる。

　マンションによくあるように、仕切りの向こうはまったく同じ造りのベランダだった。そこまでは、衡がいた世界でもよく見る光景だった。

　合わせ鏡のように、同じ造りのベランダの列がはるか遠くまで延々と続いている以外は。

　少し、めまいがした。

　眼下にも、眼前と同じように赤い空がある。地面はどこにも見当たらず、ただ赤が重なって重なって、重なりすぎて黒くなった空にマンションの根本が吸い込まれていた。人間の視力ではこのマンションの建つ地面を見出すのは不可能なのかもしれない──あるいは、そもそも地面などなく、このマンションに無限の高さがあるだけなのかもしれない。

「………………」

　衡は額に手を遣やった。理屈ではなかった。感覚で理解してしまった。それだけに、その理解は真に迫って衡の脳裏を苛さいなんでいた。

　九衛クノエの言ったことは、本当なのだ。

　ここは確かに──自分がいた世界では、決してない。

　ふらふらと後退する。部屋に戻った衡の顔色を見て、白しろ山やまさんが心配そうな声をあげた。

「──だ、大丈夫？　平ひら沢さわくん」

「ああ、いや、心配しないで。ちょっとショックだっただけだから」

　再びこたつに戻り、布団の中に足を入れると、かすかな安あん堵どが衡の胸に差した。戻ってきたような気がする。もちろんそれは錯さつ覚かくで、この場所が異世界であることに変わりはない。しかし、少なくともこの部屋には自分がいた世界の名残なごりがある。人の気配はおろか生物の痕こん跡せきすら見当たらないようなあの赤い空に比べれば、このがらんとしたマンションの一室ははるかに暖かみのある場所だった。

　──なにより、白山さんもいることだし。

　そんなことを考えてから、少し笑ってしまう。ほんの数日前まで、白山さんとは二言三言しか会話したことがなかったくせに。それくらいの関係でも、やはり知ち己きがそこにいるというだけで、ずいぶんと落ち着けるような気がした。

　小さく息を吸い込んでから、衡は白山さんに語りかけた。

「ちょっと混乱したけれど、もう大丈夫だ。いや、まだ混乱していることには変わりないけど、とにかく白山さんが噓うそを言ってないってことは理解できた。ここは、確かに、おれが元いた世界じゃない」

　小さく頷うなずいた白山さんを見て、衡は言葉を続けた。

「おれにこの世界を見せたっていうことは──きみの『大事な話』っていうのは、この世界に関係することなのかな？」

「すごい」白しろ山やまさんは驚いたように目を見開いた。「どうしてわかるんですか？」

　どうしてもなにも。

「そうでなければ『囊界ノーガ』におれを連れ込む意味がないからだよ。二人きりで話をしたいだけなら図書館の屋上でもよかったわけだしさ」

　言いながら、衡こうの頭の片隅には遠とお咲さき先輩の顔がちらついていた。遠咲先輩の目の前で、あんな派手な失しつ踪そうを遂とげたのはまずかったのではないか、と思う。

　とはいえ、それを白山さんに伝えようとはしなかった。伝えたところで意味がない。むしろ白山さんを狼ろう狽ばいさせることにしかならないからだ。

「まあ、それは置いといて、その『大事な話』の内容を知りたいんだけど」

　そう水を向けると、白山さんはゆっくりと話しはじめた。

「……阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、の、ことです」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。──ヴィヴィとメア。

　確かに彼女たちと九衛クノエは、お互いをそう呼んでいた。守ツ憑キ霊ダマに、阿ア頼ラ耶ヤ識シキと。

　そしてもうひとつ、嫌な記憶が頭の中に蘇よみがえってきた。去り際にメアが自分を指差して、朗ろう々ろうと宣言したときのこと。それをじっくり考えるより先に、白山さんが言葉を続けていた。

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、『守ツ憑キ霊ダマ』と同じようにこの世界の住人なんです。正確には、『守ツ憑キ霊ダマ』のほうが阿ア頼ラ耶ヤ識シキの変種みたいなものなんですけど──とにかく、外の世界でわたしたち人間が生活しているように、『囊界ノーガ』では阿ア頼ラ耶ヤ識シキが生活しているんです」

　衡はヴィヴィやメアや九衛がひとつの教室で授業を聞いている光景を想像してみた。学級崩ほう壊かいなどという言葉ではおっつかない荒れ模様になりそうだ。

　ふと、衡の表情を注意深く観察していた九衛が、口を挟んできた。

「……勘違いされても困るから言っておいてやるが、ニンゲンと阿ア頼ラ耶ヤ識シキを同列に考えたりなんて、間違ってもするなよ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキはニンゲンなんかより、はるかに理不尽で強力で、そしてなによりも自分勝手な存在だ」

　衡は頷うなずき、

「ああ。おまえを見てればなんとなくわかる」

「なんだと!?」

「九衛！」と、今度は白山さんが制止してくれた。こほん、と咳せき払ばらいをして、

「──と、とにかく。阿ア頼ラ耶ヤ識シキと呼ばれるものたちは、九衛の言ったとおり一筋縄ではいかない相手ばかりなんです。彼らは、ただ自分たちがしたいことをするだけです。わたしたちが持っているような倫理観なんて、かけらほども持ち合わせてはいません」

　沈ちん黙もく。鍋なべが煮える、ふつふつという音だけが部屋に響ひびき、その中で白山さんは口を開く。

「──阿ア頼ラ耶ヤ識シキは」

　そう言って、小さく息を吸い込んだ。なにかの覚悟を固めるかのように。

「鞄かばんが傷つけられたとき、その傷口から外に出てしまいます。たとえば、今日きよう。十と叶がのうさんが、わたしの鞄にタバコを押しつけたときのように。──本当は、わたしが、それを防がなくてはならなかったはずなのに」

　声がわずかに震ふるえている。泣き声を抑えているかのように。

　九衛クノエが小さな声で「シロさま」とつぶやき、白しろ山やまさんの肩に手を回した。ほぼ無意識のように、その手に自らの手を重ねて、白山さんは淡々とした口調で続けた。

「だから、わたしはあの子たちを鞄の中に引き戻さなければいけません。あの子たちが、なにかとんでもないことをしでかす前に。だから、平ひら沢さわくん」

　縋すがりつくような眼まな差ざしを、しかし白山さんは羞はじるようにこたつの上へと落としてしまった。直視することさえ恐れているように、彼女は震える声を響ひびかせる。

「わたしたちに、力を貸してください。『囊界ノーガ』の中ならともかく、外の世界ではわたしと九衛にも、できることに限りがあるんです。わたしたちだけじゃ、外に出た阿ア頼ラ耶ヤ識シキを二人も捕まえるなんて、きっとできないから。だから、その、こんなこと、頼める筋合いじゃないって、わかってるけど──」

　ぼそぼそと尻しりすぼみになり、ついにはなにも聞こえなくなってしまった。

　重苦しい沈ちん黙もくが、なにもない部屋の中に満ちた。

　それに耐えかねたかのように、九衛が不意に立ち上がり、衡こうのことをびしりと指差した。

「だいたい阿ア頼ラ耶ヤ識シキが逃げ出してしまったのはおまえの責任でもあるんだぞ！　鞄かばんに穴が空あけられるところに立ち会っていたんだろう？　おまえがどうにかしてそれを止めていれば、あいつらが逃げ出すこともなかったんだ！　だからおまえが協力するのは当然の──あぐむ」

「──っ、だからっ、くのえっ、あなたはっ、どうしてっ、いつもっ、そうなのっ！」

　頭を両腕で抱え込むようにして、白山さんは九衛のメチャクチャな理屈を塞ふさぎ、「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！」と衡に何度も何度も頭を下げた。だが、九衛は押さえ込まれながらも、きらりと光る目で衡のことを見据え、

「──それにな、おまえにとっても、これは他ひ人と事ごとじゃないんだぞ？　なにしろおまえは、あのメアとかいうのに目を付けられてしまったようだからな」

　う、と喉のどからうめきが漏もれた。今までなるべく考えないようにしていたのに。

「鬼ごっこをする、とか言ってたな、確か。阿ア頼ラ耶ヤ識シキの鬼ごっこを外の世界の鬼ごっこと一緒にしないほうがいいぞ。なにしろおまえはニンゲンだ、首が取れただけで死んでしまうようなもろい奴やつが、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに捕まったらどうなるか──」

「……そ、そうなんですか？　平沢くん」

　白山さんと九衛の視線が揃そろって、衡の顔に向けられた。白山さんの瞳ひとみにさらなる罪悪感が宿るのを見て、衡こうは自らの身の危険を実感した。白しろ山やまさんがああいう顔をするということは、九衛クノエの言っていることはハッタリではない、ということだろう。

　本来ならば、考える余地はない。白山さんに協力すべきだ。メアが外の世界にいる以上、自分は常に命の危険に晒さらされているということなのだから。

　しかし──

「白山さん。もうひとつ、聞いてもいいかな？」

「──は、はい」

「なんでおれの力を借りようと思ったの？　や、ほら。もっと頼りになる人がいくらでもいると思ったんだけど。伊い織おりとか、遠とお咲さき先輩とか」

　この質問は予想していなかったのだろう。白山さんは目をぱちくりとさせて衡のことを見つめ、それから恥ずかしそうに視線をそらしてしまった。

　そのときだけは、彼女はいつもの白山さんだった。いつもひとりでぽーっとしていて、話しかけられると困ったような顔になる、クラスメイトの白山さんだった。

　無意識に自らの白い前まえ髪がみを弄いじりながら、白山さんはかすれた声で、

「────平ひら沢さわ、くんが、」

　顔が赤くなっていく。重大な告白をするかのように、長い長い時間を逡しゆん巡じゆんに費やしてから、白山さんはようやく答えてくれた。

「わたしのことを、友達って、言ってくれたから。だから」

　それを聞いて──

　最後の決心がついた。

　衡は大きく頷うなずき、

「わかったよ、白山さん。おれにできることだったらなんでも協力する」

　白山さんの動きが、ぴたりと止まった。

　衡の表情を窺うかがう。自分が耳にした言葉が、間違いでないことを確かめるように。

　その顔を見て、衡は思わず笑ってしまった。こういう場合は、笑ってしまったほうの負けだ。そういう意味でいえば、勝負など最初からついていたのかもしれない。

　白山さんの頼みをむげに断ることなど、最初から衡にできるはずがなかったのだ。

　そんな思惑など知るよしもなく、白山さんと九衛は笑う衡をきょとんと見つめている。その視線を受けながら、衡はぐっと身を乗り出して、

「ま、おれにできることっていっても、そう多いわけでもないけどね。──ただ、まあ、方法はいくつか知っている。それを踏まえた上で、いろいろと相談しようか、白山さん」

　そんなふうに、本題に入ったのだった。




　　　　◆




　相談は、鍋なべを突つつきながらという形式になった。

「できることなら、遠とお咲さき先輩の力は借りないほうがいいと思うんだけどね」

　鍋からよそった白菜と肉を、ポン酢に絡めながら衡こうはそんなことをつぶやいた。

「遠咲先輩って、あの──眼鏡めがねの方、ですよね」

「うん。遠咲朱しゆ遊ゆ先輩。教きよう王おう護ご国こく学園二年所属で、『図書館部』の副部長」

「ああ、あいつか。あいつ苦手だ。なんというか──得体が知れない」

　ずるずると汁を啜すすりつつ、九衛クノエは薄気味悪そうに言葉を漏もらす。白しろ山やまさんが眉まゆをひそめてそんな九衛のことをたしなめたが、このときばかりは衡も九衛に同意した。

「まあ、その認識はおおむね正しいよ。遠咲先輩は──ちょっと、特殊な人だからね」

「……特殊、ですか？」

　白山さんは小首をかしげる。愛らしい。が、その姿に見とれたのは一瞬だけで、すぐに衡は遠咲先輩のことをどう説明すれば受け入れてもらえるのかを、苦心して考えはじめた。

　白菜を嚙かむ。しゃきしゃきという音が思考を研とぎ澄ませてくれる。恐らく、自分が遠咲先輩を観察した結果をそのまま伝えたら──白山さんは怯おびえるだろう。それも尋じん常じようではなく。

　しばらく考えてから、衡はひとつの質問を発した。

「白山さん。きみは、鞄かばんの秘密を守りたいと思っているんだよね？」

　白山さんはこくりと頷うなずいた。今までの彼女の言動を見る限り、白山さんが鞄の秘密を──この『囊界ノーガ』という世界や、そこから出てくる阿ア頼ラ耶ヤ識シキなどを他人に知られたくないと思っていることは、予想がついた。

　ちらりと脳裏に浮かんだのは、宮みや代しろのことだった。白山さんが、ずっと彼女の誘いを断りつづけている、その理由。人と触れ合えば秘密は漏もれやすくなってしまう。だから、白山さんは鞄の秘密を守るために、あえて友人を作らないようにしていたのだろうか。

　自分が握手をしようと手を差し伸べたときの、白山さんの恥ずかしそうな、それでも嬉うれしそうな笑顔を思い出す。

　友達が欲しくて。けれども鞄があるせいで、友達を作ることができなかったとしたら。

　そう考えると、やりきれない気持ちがこみ上げてきて、逆に衡を冷静にしてくれた。今考えるべきなのはそんなことではない。つまり衡が言いたいのは、

「もしも遠咲先輩の助力を仰ぐとしたら、鞄の秘密は危うくなってしまうかもしれない。あの人はね、白山さん。情報を集めることがなにより好きなんだ。特に誰だれかの秘密は、『貴重な情報』だと、あの人は考えてるんだよ。だからそれをどうにかして得ようとする」

　その言葉に、白山さんより先に九衛が反応した。

「ふざけるな！　そんな奴やつに、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの捜そう索さくなんて任せられると思ってるのか？」

「秘密を守ることを第一に考えるなら、確かに遠とお咲さき先輩は一番危険な相手だ。でもな、情報を集めているということは、それだけ多くの情報が遠咲先輩のところに集まってくるということなんだぞ？　もちろん、あのヴィヴィとメアの情報も」

「む…………」

「なんだってタダというわけにはいかない。遠咲先輩の協力は、リスクもリターンもかなり高いものになるって考えたほうがいい。その上で──どうする、白しろ山やまさん。鞄かばんの秘密か、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの捜索か。どちらのほうを重視する？」

　白山さんは、しばらくのあいだ、くわえ箸ばしをしたまま考え込んでいた。それからまっすぐに衡こうを見て、はっきりと答える。

「……阿ア頼ラ耶ヤ識シキを、放っておくわけにはいきません。遠咲先輩に、協力を申し出ようと思います」

　衡は頷うなずいた。

「わかった。ここから出たら、すぐにそうしよう。遠咲先輩はきみに興味を持っているみたいだからね。言えばすぐに受け入れてくれると思う」

　もっともその興味は、白山さんを害するたぐいのものかもしれない。それを思い、衡は付け加える。

「これは、あくまでも気休めなんだけど、もしかしたら鞄の秘密を守ったまま、すべて解決することができるかもしれない。遠咲先輩に協力を申し出て、でもこちらの情報は一切渡さない、という手段を取れば──もしかしたら、なにもかもうまくいくかも」

「えっ、そ、それは、でも──」上目遣いに衡を窺うかがい、「失礼、なのでは？」

「まあ、確かに虫のいい話ではあるけどね。こと遠咲先輩に関してはそういうことを考えないほうがいいよ。あの人情報に関してはハゲタカみたいに貪どん欲よくだから。失礼だとか遠えん慮りよだとかを考えたら、すぐに喉のど元もとに食いつかれると考えたほうがいい」

「……ハゲタカ」と、九衛クノエがぽつりとつぶやいた。

「……喉元に」と、白山さんがごくりと唾つばを飲み込んだ。

　これはいかん。

「────、いや、違うんだよ。つまりだね、おれが言いたいのは遠咲先輩は油断のならない人だってことであって、別にあの人が悪人だとかそういうことを言うつもりはないんだ。もちろん善人でもないんだけど、基本的に利害で動く人だから無む闇やみに誰だれかを傷つけたりすることは決してないわけで──」

　慌あわててフォローをするが、すればするほど九衛の瞳ひとみに浮かぶ猜さい疑ぎ心しんは色濃くなっていく。が、白山さんは九衛と別の意見を抱いたらしかった。なにかしらの結果を得るためには、それなりのリスクを背負わなければならない、ということを理解してくれたのだろう。

「──わかりました、平ひら沢さわくん。遠とお咲さき先輩に対しては、できるだけ、き、毅き然ぜんとした態度で！　接したいと、思います」

　ぴしりと背筋を伸ばしてきりっと眉まゆを上げて、そう宣言する白しろ山やまさんはとても頼りなかった。彼女が単独で遠咲先輩と渡り合うのはまず不可能だろう。自分もできる限りのことはするつもりだが──まあ、ダメ元で頼むのだ。過度な期待は禁物である。

「でも、あの、ひとつだけ。これだけは、伝えたいんですけど」

「うん？」

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキが、危険だということを。平沢くんはもうわかっていると思いますけど、彼女たちは倫理観なんてこれっぽっちも持っていません。──人を殺すことだって、躊ちゆう躇ちよなくやってのけます」

　自分に迫ってくる漆しつ黒こくの影。それを思い出しながら、衡こうは今さらのように背筋が冷たくなるのを感じる。確かに。あの子たちにとっては、人間なんて足下を這はう蟻ありくらいの存在でしかないのだろう。そしてそんな相手に、自分は目を付けられてしまったのだという。まったくもって洒落しやれにならない。

「ああ、それは伝えておこう。『こんな格好をした女の子を見つけてほしい、けれども見つけても近づかずに、居場所を教えてくれるだけでいい』──という感じかな」

「ふむ、そんなもんでいいだろう。居場所さえわかればあとはこっちのものだ。九衛クノエひとりいれば、あんな奴やつらをぎたぎたにするのなんて十分だ」

　自慢げに胸を張って、九衛は再び肉に手をつけはじめた。どうでもいいがこいつはさっきから食ってばっかりだな、そう考えると衡の腹も減ってきた。よく考えたら昼飯もまだ済ませていない。自分も鍋なべに手をつけながら、衡は白山さんに言った。

「それじゃ、これを食べたら外に出ようか。──ええと、出られるんだよね？」

「あ、はい。鞄は外の世界に置きっぱなしですから。出ようと思えば、そこの扉からいつでも出られます」

　がらんとしたリビングから見える、がらんとした玄関を指差して、白山さんはそう言った。自らも取り皿に豆腐と春菊をよそい、ふうふうと冷ましながら口にする。

　衡はそちらに目を向けて、ふと思い出し、なにげなくそれを尋たずねてみた。

「そういえばさ。さっきおれが目を覚ましたのっておれの実家だったんだけど──あれって、白山さんの仕し業わざ？」

「えっ!?　ち、違います！　いくらわたしでも、そんなことできません！」

　慌あわてて否定した白山さんとは対照的に、九衛は唇にちらりと冷笑を載のせ、

「なに言ってる。それはおまえが作り出したんだろうが。おまえの実家を知ってる奴なんて、

『囊界ノーガ』の中にはおまえしかいないんだから。自うぬ惚ぼれるんじゃない」

「……いや、別に自惚れてるわけじゃないけど……そういうものなのか？」

「眠ってるおまえがどんな世界をソウゾウしたのかは知らんがな。おまえしか知らない場所を作れるのはおまえしかいない。『囊界ノーガ』は人の願望をそのまま形にする。持ち主ではないおまえでも、中に入ればそれと似たようなことが──」

　そこまで言って、九衛クノエはぴたりと口を噤つぐんだ。口にしてはいけないことを、言いかけてしまったときのように。

　白しろ山やまさんを見ると、九衛と似たり寄ったりの反応をしていた。衡こうから目を思いっきりそらして、ちびちびと豆腐を囓かじっている。『話しかけないでくださいオーラ』全開である。

　本当に知られたくないことがあるのなら、そういう態度はむしろ逆効果なんじゃないかと思うのだが、この姉妹のような二人はその点に関して極めて鈍感であるらしかった。

　まあ、と衡は胸の中でつぶやく。自分にとって、鞄かばんの秘密はあまり興味がないことだ。それよりもむしろ、どうやってあのメアの『鬼ごっこ』から逃げるか、ということのほうがよほど重要だった。

　それと──白山さんの、手助けをするということも。

　衡は縮ちぢこまっている白山さんに声をかけた。

「ね、白山さん」

「っ、は、はいっ!?」

　裏返った声でそんな返事をした白山さんに、衡は小さく笑い、

「この鍋なべ、おいしいね」

「え、う？　────あっ、はい！　おいしい、です。はい」

　しどろもどろになりながら、白山さんは何度も何度も頷うなずいた。




　　　　◆




「そう。わたしの協力を受け入れる気になってくれたのね。賢明な判断だわ、白山さん」

　そう言って、遠とお咲さき先輩はにっこりと微ほほ笑えんだ。

　目の前から消えたあとに、どこへ行っていたのか──その疑問を、遠咲先輩は口にしなかった。なにか企たくらんでいるのかもしれないし、あるいはそんな疑問など、目の前でかちこちに固まっている白山さんを見た瞬間、どうでもよくなってしまったのかもしれない。

『図書館部』部室の来客用ソファで、白山さんと遠咲先輩は差し向かいに座っている。それを見て「ウサギとライオンの対話のようだな」と衡の耳元で囁ささやいたのは数分前の伊い織おりだ。今の彼は遠咲先輩のひとにらみで、部室の所定の席へと戻っていた。

　一方、白山さんが縋すがりつくようにして「お願いだからおとなしくしていて」と頼み込んでいた九衛は、先ほどまでは暇そうに座っていたが、今は伊織とオセロで遊んでいる。ちらりと戦況を覗のぞいてみたら盤上の八割が伊織の領土になっていた。現在の九衛の表情を漢字四文字で表しなさいという設問があったら『爆発寸前』で正解をもらえると思う。

「それじゃ、白しろ山やまさん」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを楽しげに笑ませながら、遠とお咲さき先輩は早速とばかりに切り出してくる。

「まずは、彼女たちが何者なのか、教えていただけるかしら？」

「いやです」

　即答。

　部室の空気が凍りついた。白山さんの隣に座った衡こうも凍りついている。いやまあ、確かにそういう指示を下したのは自分なのだが、実際その場に立ち会ってみると想像していたよりもずっと強い恐怖を感じてしまうのだ。

　なにしろ遠咲先輩の笑みが一瞬で消えた。怒っている、というわけではない。ただ無表情に戻っただけなのに、そのことが異様なほどに不気味に思える。衡は気づかれないように深呼吸をする。ここで自分がビビっていては、白山さんの立つ瀬がない。

　遠咲先輩は、よく聞こえなかった、とでもいうように首をかすかに曲げ、

「なんですって？」

「────あっ、あの、いやっていうか、いやじゃないんですけど、その、それはちょっと、答えるの、待ってもらって、待ってほしいんです、けど、────だめ、ですか？」

　遠咲先輩の圧力に、白山さんが抗しきれるはずもない。先ほどの毅き然ぜんとした即答からはほど遠い、しどろもどろな彼女の態度に、遠とお咲さき先輩はさらに圧力を強めた。
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「自分の手札は一枚も見せずに、こちらから情報だけかすめ取ろうというの？　それは少し都合が良すぎるんじゃないかしら、白しろ山やまさん？」

「………………」

　あうあうと口を開閉させるだけの白山さんを見て、衡こうは小さく息を吐いた。

　覚悟を決めて、言葉を差し挟む。

「たとえそうだとしても、これ以上は譲じよう歩ほできないんです、遠咲先輩。この条件で絶対に協力しろ、なんてことは言いません。ただ、少し力を貸してくれたらありがたいな、と」

　遠咲先輩が衡を見た。

　めちゃくちゃ怖い。

　しかし衡は目を背そむけなかった。自分はもう決めてしまった。白山さんの味方をすると。いったん決めた以上は、途中でその決断を翻ひるがえしてはいけない。中途半端が一番怪け我がをするのだ。

　確かに、これは公正な条件ではない。ただの一方的な要求だ。本来ならば考えるまでもなく、こんな身勝手な条件を遠咲先輩が吞のむはずがなかった。

　しかし。

「………………」

　遠咲先輩は、じっとなにかを考え込んでいた。

　この人は、と頭の片隅で考える。どこか深いところで、伊い織おりと似通った部分がある。つまり、『おもしろいこと』になによりも目がないという点で、他ほかでは違いすぎるほどに違う桐きりヶが谷や伊織と遠咲朱しゆ遊ゆは共通している。だからこそ、伊織は喜んで遠咲先輩の配下になったのだろう。

　衡は遠咲先輩について、詳しく知っているわけではない。だが、伊織に関しては誰だれよりもよく知っていた。もしも遠咲先輩が、伊織と同じ種類の人間ならば──

「……わかりました。その条件を吞みましょう。あなたたちの秘密を、詮せん索さくしたりはしない」

　こんなおもしろそうなことを、捨て置けるはずがないのだ。

　ほっと胸をなで下ろして、衡はソファに身体からだを預けた。白山さんもそれは同様、いや、彼女の安あん堵どと歓喜は衡よりももっと深いものだっただろう。「やりました！」という笑顔を衡に向けて、それからふと思い出したように、慌あわてて付け加えた。

「あっ、あの！　あとひとつ、聞いてほしいことがあるんですけどっ」

「……まだあるの？　条件はすべて最初に言っておいてほしいわね」

「す、すいません、あの、でも、大事なことですから。──その子たちを見つけても、絶対、絶対に近づかないでほしいんです。見つけたら、居場所を教えていただけるだけでいいですから、あとはわたしたちに任せてくれれば──」

「ああ、そんなこと。別に構わないわよ。捕まえろというのなら面倒だけれど、発見だけでいいのなら労力は省けるし。むしろ歓迎だわ」

「そ、そうですか。ありがとうございます──」

「ただし」

　遠とお咲さき先輩は立ち上がり、白しろ山やまさんに近づいて、彼女の耳元に顔を寄せた。

「わたしはね、ただ働きをするつもりはないの。白山さん、ひとつ約束してくれるかしら。もしもわたしが、あの子たちの居場所を特定できたら、そのときは──────しなさい。それを受け入れられるなら、協力しましょう」

　囁ささやき声はあまりに低く、条件の部分だけ聞き取ることができなかった。白山さんは当惑したように背後にいる遠咲先輩を見、それから衡こうのほうを向いた。口を開き、

「平ひら沢さわくん、」

「言っておくけど、その条件を平沢くんには伝えないでね。それも約束。約束を破ったら、わたしがあなたに協力することは未来永えい劫ごうないでしょう」

　ワインに毒を垂らすようにして、遠咲先輩はそう付け加えた。

　それだけで、白山さんの心は繫つなぎ止められてしまった。青くなった顔を衡に向けて、その口を噤つぐんでしまう。すべてがご破算になるのを恐れた白山さんは操り人形のようにこくこくと頷うなずき、それを確認して遠咲先輩は魔ま女じよの笑みを浮かべる。

「そ。なら、これで交渉成立ね」

　短くそう言って、遠咲先輩は踵きびすを返し、自分の席へと戻っていった。

　白山さんが、衡のほうを見た。

　気まずい沈ちん黙もく。

　まあ、白山さんの反応を見る限りでは、その条件も大したものではないようだし、

「よかったね、白山さん。遠咲先輩なら、すぐに見つけ出すことができると思うよ」

　そう言っておいた。

「あ──う、うん。ありがとう、平沢くん」

　自分は特になにもしていないと思うが、感謝を向けられるというのは心地いいものだ。衡は小さく微ほほ笑えんで頷き、自らも立ち上がった。

「ようやく話し合いは終了か？　そんでどうなった？　ゲームに集中してたから聞いてなかったんだが」

　朗ほがらかな顔でそうほざく伊い織おりの前には、黒一色に染まったオセロの盤面があった。向かいに座る九衛クノエのチップを握る手が小刻みに震ふるえている。それを見て白山さんは慌あわてて彼女をなだめにかかり、衡はあまり関わりたくなかったのでその光景から目をそらした。

　遠咲先輩はすでに机の上のラップトップパソコンを開いていた。いつもどおりの光景だが、ただひとつ違うのはパソコンに外部接続用のケーブルが繫がっているということだ。

　一瞬も止まることなくキーを打ちつづけながら、遠咲先輩は不意に口を開いた。

「桐きりヶが谷やくん。わたしたちは全面的に白山さんに協力することになったから。あなたもそのつもりでいてね」

「おお、ついに決まりましたか。いやいや、おもしろそうなことならなんでも歓迎ですぜ。それじゃ、よろしくな、白しろ山やまさ──」

　白山さんは近づいてくる伊い織おりの巨体を見て、またも慌あわてて衡こうの後ろに逃げ込んだ。

　治りかけていた伊織の心の傷が、再び開いたのが目に見えるようだった。

　自分の肩越しに伊織を見つめる白山さんを、落ち着かせるように衡は言う。

「大丈夫だよ、白山さん。いきなり嚙かみついたりしないから」

「……そのフォローもどうかと思うんだが。まあ、いいや。それよりも早く帰ろうぜ、衡。積もる話もあることだしな！」

　ばしん、と両肩を叩たたく手にはかなりの力が込められていた。彼なりに聞きたいことがいろいろあるのだろう。『おもしろいこと』を追う情熱は、遠とお咲さき先輩のそれと同等の質量を持っている。

　つまり衡は、遠咲先輩だけではなく、伊織からも白山さんを守らなくてはいけないのだ。

　うんざり顔の衡を放置して、伊織は机の上に置いてあった鞄かばんを肩に担かついだ。そのまま部室から出て行こうとして、

「待ちなさい。まだ話は終わってないわ」

　遠咲先輩に、そう呼び止められた。




　　　　◆




　しばらくすると、伊織が十と叶がのうを担いで図書館へと戻ってきた。

「ちょっ、やめてよ、降ろしてってば、ねえ、伊織！」

「はいはい、とうちゃーく、っと。んなギャンギャン喚わめかなくても今降ろすよ」

　遠咲先輩の命令は簡かん潔けつで、『十叶智とも恵えさんをここに連れてきて』というものだった。

　簡潔にして、衡と白山さんの心臓を貫くには十分すぎる言葉だった。なにしろ十叶とその一派は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキであるヴィヴィやメアと、直接顔を合わせているのだから。

　遠咲先輩が十叶のことをなにに利用するつもりなのかはわからないが──少なくとも彼女は、白山さんが相談してから十分に満たない時間で十叶がこの件に関係しているということを突き止めた、ということになる。相変わらず恐ろしい情報収集能力だ。

　副部長席に腰かけながら、遠咲先輩は十叶に静かに語りかけた。

「待ってたわ、十叶智恵さん。どうぞ、そこに座ってちょうだい」

　十叶の視線がぐるりと回り、怒りを剝むき出しにして遠咲先輩のことを見た。

「はあ？　なんであんたに、そんな指図されなくちゃならないのよ」

「ちょっとね、あなたに協力してほしいことがあるのよ。その説明のためにも、まずは座ってもらわないと」

「協力？　意味わかんない。なんであたしがそんなことしなくちゃいけないのよ。帰るわ。なんか知らないけど、さっき起きてからずっと頭が痛いの。妙にぼんやりするし」

　衡こうはちらっと九衛クノエのことを盗み見た。九衛は腕を組み、仏頂面で十と叶がのうのことを眺めている。果たして十叶が、鞄かばんに穴を空あけた犯人だとわかっているのだろうか。普通ならば自分が叩たたきのめした相手くらい覚えているはずだが、九衛はいささか普通ではない。

「まあそう言わずに。話だけでも聞いていただけないかしら？」

　遠とお咲さき先輩はクリアファイルを取り出して、ぱらぱらとめくりはじめる。その内容を目にすることはできなかったが──少なくともファイルの表面に書かれた文字は目にすることができた。

『キ』号ファイル　１Ｅ～１Ｋ

　衡はその言葉の意味を知っていた。

　因果応報ってホントにあるんだな、と思った。

「……ああ、これこれ」

　数秒でファイルから目当てのものを見つけ出した遠咲先輩は、その視線を十叶に移した。衡は唾つばを飲み込む。始まるぞ。

「さて、十叶智とも恵えさん。あなたは今年の四月二十八日午後五時三十二分に自分がなにをしていたか、覚えているかしら？」

「…………、は？」

「一ヶ月も経たっていないのだから、忘れるはずはないと思うけどね。特徴的な出来事だったでしょうし。ちなみに曜日は金曜日で、場所は特別教室棟の視聴覚室。一緒にいたメンバーは山やま家え奨すすむと前まえ田だ秋あき穂ほと倉くら持もち忠ただしで、終了時刻は午後八時十一分。ずいぶんとまあ、長いこと楽しんでいたのね？」

　だんだん十叶の顔が青ざめてきた。

「……ちょ、あんた、なにっ」

「いけないわね、未成年がこんなことをしては。さすがに校則違反よ。合わせ技一本で停学三週間といったところかしら。わたしでは少しわからないから、他ほかのみんなの意見も聞いたほうがいいかもしれないわね。第一学年棟の掲示板に貼はりだしておく、というのはどうかしら？　『あなたはどう思いますか？』というアンケートと一緒に──」

「──よ、よこせっ!!」

　叫んで十叶が遠咲先輩に飛びかかり、遠咲先輩はまるで動じずに手にした資料をばさりと空中に放った。数枚の資料がばらけて宙に舞い、十叶は血相を変えてそれを搔かき集める。地面に這はい蹲つくばるようにして回収している十叶には悪いが、資料の一枚にでかでかとプリントされた画像を衡は見てしまった。十叶が、おもしろい格好をしていた。

　すべての資料を回収し終え、ぐちゃぐちゃに丸めながらも捨てることはできず、ぎゅっと自分の胸元に押しつけた十と叶がのうに、遠とお咲さき先輩は凍えるほど無感情な声で、

「あげるわ。それ。どうせ見本だし」

　十叶はばっと遠咲先輩のことを振り返った。その目には涙さえ浮かんでいる。

「み、見本っ!?」

「データを印刷したものだからね。プリンタと用紙さえあれば無限に作ることができるわ」

「……ふ、ふざけないでよっ、そのデータはどこに、」

「どこにあるか？　ちょっと一口で言うのは難しいわね。『キ』号ファイルはあちこちに分散させてあるから。ネット上に保管してあるものだけでも五つはあるし」

　十叶の表情を絶望が覆おおい尽くしていく。肩を落とした彼女の手から、丸まった資料がこぼれ落ちる。ころころと転がって、足下にぶつかって止まったそれを、遠咲先輩はゆっくりと拾い上げた。くしゃくしゃになった資料を広げ、そこに目を通しながら、遠咲先輩はどこまでも感情の交じらない声で、

「さて。それじゃ、そろそろ椅い子すにかけてくれるかしら？　前置きが長くなったけれど、ちゃんと協力の見返りも用意しているのよ。だから、まずは話を聞いてちょうだい」

　のろのろと顔を上げ、十叶は腹の奥から絞しぼり出すような声で、

「……見返り……？」

「あなたが協力してくれるなら、この資料に関するデータは破は棄きしましょう。ＨＤＤの闇やみに葬ほうむって、永遠に蘇よみがえらせないことを約束するわ。──ただし、協力してくれないのなら、残念だけれどこのデータがどこに流出するのか、責任は取れないわね」

　十叶の顔が、歪ゆがんだ。さっきのような邪じや悪あくな歪み方ではなく、子供っぽい外見に相応の、いじめっ子にいじめられている少女のような泣き顔に。それを見て、遠咲先輩の唇が緩ゆるんだように見えたのは、気のせいだろうか。

　必死になって涙をこらえながら、十叶はうわずった声で精一杯の非難を口にした。

「こっ、こんな、こんなの──ふざけないでよ、こんなの、脅きよう迫はくじゃないのよおっ!!」

「そうよ。今さらなに言ってるの？　わたしは、あなたを、最初から脅迫するつもりでここに呼んだんだから」

　遠咲先輩は平然とそう言ってのけ、隣にいる白しろ山やまさんが息を吞のんだ。説明を求めるように、弱気な瞳ひとみを衡こうに向けてくる。衡は気まずい思いでそれを見返しながら、小声で囁ささやいた。

「『キ』号ファイルの『キ』の文字は、『脅迫』の頭文字だ。あれは、遠咲先輩が搔かき集めた『脅おどしネタ』のファイルなんだよ」

　と、いつの間にか衡の隣に来ていた伊い織おりが、うんうんと頷うなずきながら、こう付け加えた。

「そう。そしてあれこそが、あの人がみんなに恐れられている理由ってわけだ」




　数分後、無条件降伏した十叶は、遠咲先輩の向かいで力なくうなだれていた。

「──そういうわけで、わたしたちはこの子たちを探しているの。あなたのたくさんいるお友達を使って、見つけたら一報してちょうだい。そうしたらあの情報は破棄すると約束するわ」

「……そんなの、信用できない。どうせ『やっぱり忘れてた』とか言い出すんでしょ」

「あなただったらそうするからそう思うの？　だとしたら見当違いね。わたしそんな程度の低い取引はしないわ」

　険しい顔つきになった十と叶がのうに、遠とお咲さき先輩は優やさしい笑みと共に囁ささやく。

「わたしは目的のためならば手段は選ばない。けれどもね、十叶さん。取引で噓うそをつくことだけは決してしないわ。なぜなら、それは大局的には『信頼』という極めて貴重なリソースを切り売りすることでしかないからよ。わたしはあなたみたいに刹せつ那な的な生き方はしていないの」

「……わけわかんないこと、言わないでよ。頭が痛いんだから」

「あら、それはごめんなさい。そうね、詰めの話し合いに入りましょうか──」

　と、そこで遠咲先輩は、思い出したように衡こうたちのことを振り返った。

「ご苦労様。あとはわたしと十叶さんの話し合いだから、あなたたちは帰っていいわよ」

　衡と伊い織おりは顔を見合わせて、口を揃そろえてこう言った。

『それでは、失礼します』

　衡が白しろ山やまさんの、伊織が九衛クノエの背中を押して、それぞれ退室する。白山さんは肩越しに衡のことを見上げ、

「あの、わたしがいなくても、いいんでしょうか？」

「いいんだよ。というかね、きみはいないほうがいい。十叶に逆恨みされたら困るだろ」

「は、はあ……」

　釈然としていない白山さんたちと一緒に、図書館を出る。すでに外は日が暮れかけていて、雑木林の向こうからは運動部のかけ声が響ひびきはじめていた。

　結局、午後の授業はまるまるサボってしまったな、と頰ほおを搔かきつつ思い──それから衡は、白山さんが自分を見つめていることに気づいた。

　不安そうな表情。

　衡は気まずい思いを味わった。遠咲先輩の力を借りてはどうか、と勧めたのは自分なのだ。白山さんが遠咲先輩の人間性に不安を感じているのなら、自分がそれを取り除かなくては。

「だ、大丈夫だよ、白山さん。遠咲先輩はああ見えて、意外と面倒見がいいんだ。確かに敵に回したら容よう赦しやない人だけど、そうでない相手に『キ』号を使うことなんてまずないから」

「……はい」

　そう答えて、それでも白山さんは物思いに沈むようにうつむいてしまった。その様子に、白山さんの隣にいる九衛は敵対心を剝むき出しにして、これでまずいことになったらおまえの素っ首を跳ね飛ばすからな、という目つきで衡のことをにらんでいた。

　しかし、どうやら首の心配をしなくてもよさそうだった。

　次に白しろ山やまさんが顔を上げたとき、その口元に小さな笑みが浮かんでいたからだ。

「そうです、よね。平ひら沢さわくんがついていてくれるんだったら、そんな心配、しなくてもいいですよね。ごめんなさい」

　行きましょう、と促されて、衡こうは白山さんと連れ立って歩きはじめる。口元に手を遣やった。頼りにされているという実感はこそばゆく、そうでもしなければにやけている口元を、伊い織おりに見とがめられてしまうからだった。




　　　　◆




　夕暮れ空の下、白山さんと衡たちの歩く先は同じだった。

　男子寮と女子寮は当然分かれているが、車道を隔てた差し向かいに建てられているため、学園からの道順はほとんど変わらない。男子と女子が一緒に下校するのも、そういう意味では当然の光景なのだが──

　ただひとりの異分子である九衛クノエを振り返り、伊織は楽しそうに言う。

「で。ずーっと気になってたんだけどさ。この子って白山さんのなんなの？」

　びきりと表情を強こわ張ばらせた白山さんの隣で、九衛はなぜか得意げに胸を張っていた。

「ふん。これだからニンゲンは物知らずだというんだ。九衛はシロさまの──」

「妹です！　妹！」

　ぺちんと九衛の口元を押さえて、白山さんは叫ぶようにそう言った。そのままちらちらと衡のほうに目配せをしてくる。衡は軽く咳せき払ばらいをしてから、『囊界ノーガ』の中で白山さんと取り決めたカバーストーリーを口にした。

「白山さんの地元から上京してきてるんだってさ。でも連絡に行き違いがあったらしくて、寮に泊まるつもりが許可が下りてなかったから、途方に暮れて学校にいる白山さんのところに来たんだって」

　ね、と白山さんに振ると、彼女は力を込めて何度も何度も頷うなずいた。

　伊織は胡う散さん臭い笑みを顔に貼はりつけつつ、

「ふーん、そっかー妹さんかー。白山九衛ちゃん。いい名前だね」

「…………、当たり前だ！　シロさまの名前なのだからいいに決まってる！」

「シロさまってなに？　お姉さんのこと？」

「そ、そうなんですっ、この子ったら昔からわたしのことをシロさまって呼んでてそれで」

「自分も『白山』なのに？　変わった子だねえ」

　途と端たんに九衛がむっとして、

「なにを言う、九衛は変わってなどいない！　そもそも九衛は本当は──」

　すべてを台無しにしかけた彼女のことを、白山さんは必死の形相で押さえ込んだ。それを伊い織おりは興味深そうに見つめ、衡こうはそのやりとりにため息をつきたくなる。やはり一番の問題は九衛クノエだ。『囊界ノーガ』の中でも、カバーストーリーを聞きながら「なんでそんな噓うそをつかなくちゃいけないんだ」という顔をしていた。

　ボロが出る前に話の方向を変えることにする。衡は白しろ山やまさんに向き直り、

「そういやさ、女子寮って男子寮と部屋の造りは同じなのかな？　こっちはユニットバスに八畳くらいの寝室がひとつあるだけなんだけど。ちなみに二人部屋ね」

「あ、は、はい。女子寮も、だいたい同じだと、思います。あ、でも、部屋は二つあります。同じ部屋を、仕切りで隔ててあるだけなんですが──」

「うおう、なんだそりゃ。差別だ差別。おれらにもプライバシー保護は必要だよな、衡？」

「女の子のほうがもっと必要ってことなんだろ。そういや、白山さんの同室って誰だれなの？　あれって同じクラスの人になるはずだから、おれたちの知ってる子？」

「宮みや代しろさん、です。宮代さん、部屋が同じだからってことで、学校でもなにかとわたしのこと、気にかけてくれて。とっても助かっています」

「ああ、それでかあいつ、白山さんを猫ねこかわいがりしやがって」

「ま、あいつは昔からそういうところがあったけどな」

　白山さんが目をぱちくりさせて、

「……？　あの、宮代さんと、桐きりヶが谷やくんって──」

「ん？　あー、そだよ、おれと衡と宮代は全員同じ中学校の出身だ。なんでか知らんけどあいつまでついてきたんだよなあ。おれと衡だけでよかったのに」

「宮代とおまえは昔っからいがみ合ってる割に、高校まで同じになるなんてな。そういうのを腐れ縁っていうんじゃないのか？」

「そ、そうだったんですか！　初めて知りました……！　あ、それじゃ、平ひら沢さわくんは桐ヶ谷くんと一緒の部屋なんですか？」

「そっれがさー、聞いてくれよ白山さんひどいんだぜこいつ！　入寮初日の部屋分けのときにさ、絶対一緒の部屋になろうなって約束してたのに、こいつまんまと抽選で一人部屋を勝ち取っちまいやがんの！　ありゃあひどかったね、あんな手ひどい裏切りを受けたのは生まれて初めてだったね！　ブルータスが！」

「おまえも抽選申し込んでただろうが。それに一人部屋っていっても、寮生が偶数になればすぐに相部屋になるんだから、期限付きみたいなもんだ」

「そ、そういうのが、あるのですね……女子寮ではありませんでした……」

　白山さんが感かん嘆たんしたようにそう言うと、伊織は豪快な笑い声をあげた。衡もくすくすと笑う。そうしながら、どうやら話はそれたようだ、と安あん堵どした、

　その矢先。

　伊織が立ち止まった。

　衡こうたちがいる歩道の十数メートル先、寮に面している車道を、何台もの車が通過していく。それを見ていた伊い織おりは、ふと白しろ山やまさんを振り返り、

「白山さん。大事なことを聞きたいんだけど、いいかな」

　先ほどの笑みなどかけらも残っていない真ま面じ目めな顔で、そんなことを言い出した。

　ぎくり、と衡の心臓さえ鳴ったのだ。詰め寄られた白山さんが、平静でいられるはずがなかった。白山さんは気管に鉛が詰まりましたとでもいうような顔をして、一歩だけ後ずさった。その隣で九衛クノエが、今にも嚙かみつきそうな面構えで伊織のことをにらみつけている。

「お、おい伊織、いったいなにを──」

「ちょっと黙だまっててくれ、衡。おまえにも関係があることなんだ。これを聞いておかなくちゃ、おれはこれから白山さんと普通に付き合えるかどうかわからない」

「────────」

　白山さんは絶句している。ことによればこのまま絶息してしまうかもしれない。それくらい、白山さんの表情は切羽詰まっていた。

　衡は迷った。無理矢理にでも伊織を止めるべきか。今伊織に尋じん問もんされれば、白山さんは秘密を守りきることができないだろう。それを見過ごすわけには、いかなかった。

　割り込むタイミングを見計らっていると、伊織は白山さんを凝ぎよう視ししながら、おもむろに、

「なんで敬語なの？」

　そんなことを言った。

「………………………………へ？」

「やー、ほら。おれたちってあれじゃん。もう友達でしょ？　──だよね？　そういう認にん識しきでいいんだよね？」

　やたらと確認するのは、昨日きのう白山さんに握手を拒絶されたことが尾を引いているからだろうか。白山さんがおずおずと頷うなずくと、伊織は「だよな！」と大声で叫び、

「なのにさっきから聞いてたらさ、白山さんってずっと敬語なもんだから、『あれ？　実はおれって友達として見られてない？』って思えてきちゃってさー。そこんとこどうなの白山さん」

　白山さんのＯＳがフリーズしているのを五秒ほど観測してから、衡はぽつりと、

「……真面目な顔をしてなにを聞くかと思えば。馬ば鹿かか、おまえは」

「ばっ、馬鹿とはなんだ！　つーか衡、おまえだって偉えらそうなツラしてるけどおれと同じ敬語組じゃねえか！　悔しくないのか!?」

「まあ、少しは気になるかな。白山さん、おれたちのことどう思う？　友達だと思う？」

　つい、と視線を向けると、白山さんがブルースクリーンから戻ってくるところだった。ぱちぱちと目を瞬またたかせて、二人の言葉の内容をようやく理解して、それから──

　彼女は、大きく頷いてくれた。

　伊織が、再び破顔する。

「だったらさ、白しろ山やまさん。敬語はやめてくれよな。タメでいいんだよタメで、別に失礼でもなんでもないから。な、おまえもそう思うだろ、衡こう」

「ああ。やめてくれると嬉うれしいね」

　白山さんは、戸惑ったように瞬まばたきをしている。救いを求めるように隣の九衛クノエを見たが、彼女はなぜか仏頂面でそっぽを向いていて、白山さんの困惑に応こたえるつもりはないようだった。

　やがて、白山さんは独力で答えを出した。

　恥ずかしそうに、それでもどこか嬉しそうな顔で頷き、

「はい、わかりま──じゃ、なくて！　うん、わかった、」

　それから息を吸い込んで目をつむり、思い切ったように、

「こ、衡に、伊織！　──よ、よろしくな！」

　そう言った。

　間。

　それから衡と伊織は爆笑してしまい、自分が笑われたと思って深く傷ついてしまった白山さんを慌あわててなだめに入り、再び彼女の顔に笑みが戻るまでに十数分の時間を要した。




「──今日きようは、本当に、ありがとう」

　別れ際、白山さんはそんなことを言って、深々と頭を下げた。

　衡は軽く手を振って、

「別にお礼を言われることなんてしてないよ」

「そうそう。おれらも遠とお咲さき先輩も好きでやってるんだからさ。気にしなくていいって」

　伊織が明るい口調でそう言った。白山さんはそれに異存があるような顔をしていたが、少ししてからもう一度、重ねて「ありがとう」とつぶやいた。

「それじゃね、白山さん」

「うん。──じゃあね、衡くん、伊織くん。また、明日あした」

　くるりと踵きびすを返して、白山さんは九衛の手を握って、横断歩道を渡っていく。女子寮の前まで辿たどり着いたところでふとこちらを振り返り、まだ衡と伊織が自分を見送っていることを知って狼ろう狽ばいしたらしい。ぺこぺこと二人に頭を下げながら歩きはじめたものだから、途中で思いっきり電信柱に頭突きをするハメになった。思わず頭を押さえてうずくまり、それで見えなくなったのを機に、伊織がこんなことを語りかけてきた。

「いい子だな。白山さんは」

「ああ。いい子だ」

「女の子に『伊織くん』って呼ばれたのは初めてだぜ。ちょっとどきっとした」

「ああ。おれもだ」

　それから伊織は、ちらりと衡を見、

「惚ほれたか？」

　衡こうは伊い織おりのことを、見返しもせずに、

「そんなわけないだろ。ただ──白しろ山やまさんが喜ぶことなら、なんでもしてあげたくなるな」

　平然と、そう答えた。

　それから二人は男子寮の玄関をくぐり、ラウンジを通り越して自分たちの部屋へと向かった。その途中に、衡は自分から、避さけていた話題を口にしてみようと思った。

「──てっきりおれは、おまえが白山さんにあれこれ詮せん索さくするだろうと思ってたんだけどな。こんなおもしろそうなこと、おまえが放っておくわけないから」

「……おまえ、おれのことをなんだと……あのな、いくらおもしろいことのためだって、あんなおとなしい子を締め上げて白状させようとするほど非道じゃねえよ。遠とお咲さき先輩じゃあるまいし」

　階段に足をかけながら、そういえば、と衡は言う。

「遠咲先輩も、あの条件をよく吞のんでくれたものだと思うよ。あの人なら、それこそどんな手を使ってでも白山さんから情報を引きずり出そうとすると思ったんだけどな。意外と思いやりがあるのかな」

「……思いやり、ねえ」

　呆あきれたような口調が、なぜか耳に障さわった。

「なんだよ？　遠咲先輩に思いやりなんかないっていうのか？」

「おれが思うにな、衡。あのとき遠咲先輩が追及しなかったのは、邪じや魔ま者ものがいないときにゆっくりと白山さんを締め上げたほうがいいって判断したからだぜ」

「…………邪魔者？」

　伊織は軽く肩をすくめ、

「おまえのことだよ。おまえが白山さんの情報を守ろうとするなら、おまえのいないところで白山さんを追い詰めればいい。簡単だろ？　おれが遠咲先輩ならそうするよ」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くした衡を、同情するような目で見て、

「そして遠咲先輩は、白山さんと同じ寮生だ。二人きりになる機会なんて売るほどある」

　かわいそうだがあの子はもう助からない、とでも言わんばかりの表情で首を横に振った。




　　　　◆




『外』の存在を知ったのは、いつのことだったか。




　ヴィヴィとメアは『囊界ノーガ』表層の出身だ。彼女たちが曲がりなりにも人の姿をしているのはそのためである。『外』との繫つながりが濃い表層では、そこに住む阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちも『外』の世界の住人と似通った姿になるのだ、と『判官ナカノツカサ』に教えてもらった覚えがある。

　自分たちがどういう関係にあるのかは、ヴィヴィとメアは知らない。ただ、気がついたときにはもう一緒にいた。自分たちが何者であるかなど気にしたことさえなく、『囊界ノーガ』の赤い空の下で、ただ膨ぼう大だいな空間を、永遠の時間を、二人きりで過ごしてきた。

　彼女たちは人間に似ていたが、中身は人間とはまるで違っていた。

　どこが違うのかといえば、たとえば人間は頭を強く打ったり、胸を深く刺されたり、首と胴体が離れてしまったりしたら死んでしまう。

　ヴィヴィとメアは阿ア頼ラ耶ヤ識シキだから、違った。

　なにをしようが彼女たちは死ななかった。老いもしなかった。そもそも『死』や『老い』という概がい念ねんがあることすら知らなかった。

　それを彼女たちに教えたのは、例によって『判官ナカノツカサ』だった。

　鍔つば広ひろ帽子を被かぶったその『判官ナカノツカサ』は、ヴィヴィとメアが根城にしている荒野の近くの『都ミヤコ』に住んでいた。『都ミヤコ』の治安を守る他ほかの『判官ナカノツカサ』とは違い、鍔広帽子はヴィヴィやメアが『都ミヤコ』に忍び込んでいるのを見つけても、排除しようとはしなかった。にこにこと笑って、彼はこっそり自分の住すみ処かへと二人を招待してくれたものだ。

「他のものには内緒だよ。見つかったらわたしがこっぴどく叱しかられてしまうからね」

　彼の住処には──一度も見たことがない、おもしろそうなものが山ほど転がっていた。

　好奇心の塊であるところの二人は、住処をあちこち探たん索さくして、なにか楽しそうなものを見つけるたびに大声で鍔広帽子に尋たずねた。これはなに？　そう尋ねると、鍔広帽子はやはりにこにことして、それはこれこれこういうものだ。そう答えてくれた。

　そうやって鍔広帽子と仲良くなるうちに、『外』のことを教えてもらったのだ。

「『外』って？　ばかだなあ、ここが一番『外』に決まってるじゃん！　ね、ヴィヴィ？」

　最初にその話を聞いたとき、メアは笑ってそんなことを言った。

　確かに彼女たちの宇宙においては、自分たちがいる場所こそが『外』だった。表層の出身であるヴィヴィとメアは、表層直下や中層を覗のぞいてきたことがあった。

　あまりおもしろい経験ではなかった。なぜなら表層より『中』にいる阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、ヴィヴィたちと違って人間の姿をしていなかったし、それどころかわけのわからない形をしていてなにを考えているのかもさっぱりわからないような連中ばかりだったからだ。『黒と黄色とピンクのまだら模様をしたぐねぐね蠢うごめく二等辺三角形』が、二人が見た中で一番説明できる形をした阿ア頼ラ耶ヤ識シキだった。

　その話をすると、鍔広帽子は苦笑して、

「わたしは深層の出身だよ。その『黒と黄色とピンクのまだら模様をしたぐねぐね蠢く二等辺三角形』氏は、たまたま理由があってそんな形をしていたのだろう。わたしだって、この形になる前は、『黒と黄色と以下略』氏よりももっと意味のわからない形をしていたさ」

　ヴィヴィもメアも、彼が深層の出身であることに驚いたが、それを疑いはしなかった。鍔広帽子は今まで一度も噓うそをついたことがなかったからだ。

　それでも、彼が、

「確かに中層や深層に比べればここは外かもしれないが、一番外ではない。さらに『外』があるんだ。なにしろこの世界は、『外』に住む『ニンゲン』という連中が持っている、鞄かばんの中にあるんだからね」

　そう言ったときには、さすがに信じることができなかった。自分たちが生まれ育ったこの『囊界ノーガ』が、鞄の中にあるだなんて。そんなことを容易に信じられるはずがない。

「噓じゃないさ。わたしは『外』に行ったことがあるんだから」

　それでも鍔つば広ひろ帽子は、にこにことしてそんなことを言うのだ。

「『外』の世界は、『囊界ノーガ』とはまるで違っていた。『ニンゲン』たちの多くは、弱くて愚おろかでつまらないものばかりだったけど、そうじゃない奴やつもいた。『領域ナワバリ』の力が弱くなってしまうのが玉に瑕きずだったが、また行きたいものだ」

「……楽しいところなの？」

「ああ、そりゃあ、素晴らしいところだったさ。そうだな──そう、ここにあるものは、すべて『外』から持ってきたものだよ。きみたちに教えた遊びもね」

　その瞬間から、ヴィヴィとメアはどうしても、どうしても『外』に行きたくなった。

　二人で口を揃そろえて「行きたい！　行きたい！」と連呼した。『都ミヤコ』の外にまで響ひびくような大声だった。鍔広帽子は少しだけ困ったように、

「残念なことに、『外』に行く方法はわたしにもわからないんだ。まったくの偶然で『外』に行けたんだよ」

「偶然？」

「そう。ある日わたしが荒野を歩いていたら、突然目の前の地面に穴が空あいたんだ」

　ヴィヴィもメアも特に感想は漏もらさなかった。『囊界ノーガ』ではよくあることだったからだ。

「だからわたしはその穴に身を投じてみた。いつもなら無視するんだけれど、その日は機嫌がよかったからね。それに、おもしろそうだったし」

　うんうん、と二人は頷うなずいた。おもしろそうだったら当然そうするよね。

「その次の瞬間には、わたしは『外』にいたのさ。その場にはたくさんの『ニンゲン』がいたけれど、わたしを見るなり泡を吹いて気を失ってしまった。なにしろそのときのわたしは、今よりもさらにわけのわからない形をしていたから」

「泡を吹くの？　『ニンゲン』もわけがわからないのね」

「泡を吹くのはよほど驚いたときだけだ。きみたちも機会があったら試してみるといい」

「機会って、いつ来るの？」

「さあ」鍔広帽子は、再びにこにこしはじめた。「わからないが、とりあえず、穴が空いたらそこに飛び込んでみるんだね。もしかしたら、『外』に繫つながってるかもしれない」

　二人は大きく頷うなずいた。それから先、彼女たちは目の前の地面に突然穴が空あくたびにそこに身を投げ入れるという作業を数百年にわたって繰り返すことになるのだが、それはそれとして、このときヴィヴィがこんなことを質問した。

「ねえ。あなたは、どうして『囊界ノーガ』の中に戻ってきたの？　『外』はすてきなところだったのでしょう？」

　鍔つば広ひろ帽子はちょっと表情を曇くもらせた。

「ああ、そうだね。わたしだっていられるものなら、ずっと『外』にいたかったが──『都ミヤコ』の連中は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが外に出ることを歓迎しないらしいんだ。出てからしばらくして、わたしは『守ツ憑キ霊ダマ』に捕まって、鞄かばんの中に送り戻されてしまった。そうして無理矢理この形にさせられて、今では『判官ナカノツカサ』のひとりになって『都ミヤコ』のために働いている、というわけさ」

　肩をすくめた鍔広帽子に、二人は声を揃そろえて「へええ」と感心した声をあげた。思わぬところから鍔広帽子の過去が明らかになったからだ。それを見て鍔広帽子は笑い、

「きみたちも、外に出たときは『守ツ憑キ霊ダマ』に気をつけなさい。鞄の『持ち主』と一緒にいるときはなおさら。でないとせっかく出たところで、わたしと同じように連れ戻されて、『判官ナカノツカサ』にさせられてしまうかもしれないからね。ま、もっともわたしは、『判官ナカノツカサ』になったことを、後悔はしていないが」

　そう言って、鍔広帽子は軽くウィンクをした。

「なにしろ、きみたちみたいなおもしろい阿ア頼ラ耶ヤ識シキと、出会うことができたのだからね」




　メアがその店の鍔広帽子を手に取って、自らの頭に被かぶせたのはそんな理由からだった。

「ね、ね、どう、ヴィヴィ。似合う？」

　念願の『外』に出ることができて、興奮気味のメアとは対照的に、ヴィヴィのほうは眠そうにあくびをしていた。『外』に出てきてからずっと眠っていない。『外』の探たん索さくを楽しみにしているのは彼女も同じだったが、できればすっきりとした頭でそれを行いたかった。
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「ええ、そうね、似合っているわ──ふわああ」

　むう、とメアが不機嫌な表情になり、

「なによ、もう、せっかく『外』に出られたのに！　あくびなんかしないの！」

「そんなこと言っても、眠いんだから仕方がないじゃない。帽子なんて、あとでいいでしょう？　早く用を済ませて、眠りましょうよ──」

　と、そんな会話をしていると、ひとりのニンゲンが不意に声をかけてきた。

「あの──あのね、あなたたち？　お父さんやお母さんはどこかな？」

　上品に髪をまとめた妙齢の女性、と外の世界では表現されるであろう彼女は、しかし二人にとってはただのニンゲンに過ぎなかった。メアは目をぱちくりさせてヴィヴィに向き直り、

「オトウサンヤオカアサン、ってなに？」

「もう、メアったら、彼に教えてもらったじゃない。ほら。ニンゲンは喉のどを搔かっ切ったくらいで簡単に死んじゃうから、『コドモ』っていうのを作って、死んでも大丈夫なようにするのよ。そのために必要なのが、確か『オトウサンヤオカアサン』だったわ」

　店員の女性は困ったように眉まゆを寄せた。なにを言っているのかさっぱりわからないが、ともかくも商品を汚されてはかなわない、とばかりに、メアから帽子を取り上げようとして、

「……あのね、これ、お店のものだからね？　お父さんかお母さんに頼んで、お金を出して買ってもらったら、お嬢ちゃんたちのものになるから、」

「オカネ、ってなに？」と、メア。

　ヴィヴィは小さくため息をついて、答える代わりにこう宣言。

「『遊ノ王Idle Master』の名に於おいて────」




　数分後、ヴィヴィは鍔広帽子を被かぶってご機嫌なメアと一緒に、目的地に辿たどり着いた。

「物をもらうのにオカネなんてのがいるんだね。外の世界って、おもしろいものがたくさんあるけど面倒くさいんだね！」

「もう、あんなに説明してもらったのに。メアは楽しいことしか覚えてないのね」

「もちろん！　それ以外のことを覚える必要なんてあるの？」

　それは正論だったので、ヴィヴィは小さく笑って答えず、目の前の店に足を踏み入れた。目当てのものは、ここで手に入れられるはずだ。どれを選べば目的を達成することができるか、しっかりと見極めなくてはならない、とヴィヴィは思っているのだが、

「──わ、わっ、わああ！　すごい！　すごいよヴィヴィねえねえ見てよこれ見てすごいすごいすごいってばすごい！」

　きゃあきゃあと騒ぎながら目を輝かがやかせて店内を走り回るメアの目には、すべてのオモチャが宝の山として映っているようだった。

　まあ、確かにヴィヴィとしても心穏おだやかではいられない。彼に聞いたとおり『外』にはおもしろそうなものが目移りするほどたくさんあるが、中でもここは別格だった。できることならばメアと同じように、騒ぎながら店内を駆かけめぐって、一日中でも遊んでいたい。が、それはぐっと我慢して、メアの手を引っ張った。

「もう！　遊ぶのはあとでいいでしょう？　今わたしたちがやらなくちゃいけないことを、忘れたの？」

　メアは振り返ってヴィヴィのことを見た。その表情に、ヴィヴィは深々と息を吐き、

「……そうね、忘れたのね。じゃあもう一度教えてあげる。わたしたちは、マキャヴェリをこっちに呼ぶために、戦力を必要としているのでしょ？　そのためにここに来たの」

「あー！」と、メアは大声で叫んだ。本当に忘れていたようだ。「そうだった！」

「しっかりしてよ、メア。あの『守ツ憑キ霊ダマ』を出し抜くには、それなりの準備をしなくちゃいけないんだから」

　う、とうめいて、メアは自らの手首に視線を落とした。『守ツ憑キ霊ダマ』に斬きり飛ばされたそれはすでにくっついていたが、まだうまく動かないようだ。

　手と手を繫つなぎながら、ヴィヴィはメアをあやすように言う。

「彼の言ったとおり、『守ツ憑キ霊ダマ』に真っ向から挑んでも、わたしたちでは勝てないでしょうね。二人ともばらばらにされて、鞄かばんの中に戻されちゃうわ。メアだってそんなのイヤでしょう？」

「……イヤ！　せっかく出られたのに！」

「そうよね。わたしだってイヤよ？　ろくに遊ばないうちに、中に戻されて『判官ナカノツカサ』にさせられるなんて」

　ぬいぐるみコーナーを訪れた二人は、そこで立ち止まった。その品しな揃ぞろえを見てヴィヴィは満足する。これならば、どうにかあいつを騙だますことができそうだ。腕を組んで店内を眺め回しているメアに、先ほど教えた『作戦』を覚えているかどうか尋たずねると、

「あ、うん、それは覚えてるよ。おもしろそうだったからね！」

　にやりと笑って、そんな答えが返ってきた。メアらしいな、とヴィヴィは笑う。

「やっぱさ、遊びにスリルは欠かせないよね。『守ツ憑キ霊ダマ』に捕まったらそこでゲームオーバーだなんて、久しぶりにおもしろい遊びになりそう！」

　それにはヴィヴィも大きく頷うなずいた。遊びというものは、賭かけるものが大きければ大きいほど、そのスリルも楽しみも大きくなる。今まで『外』に出ようと足あ搔がきつづけてきた数百年をチップとすれば、さぞおもしろい遊びになるに違いなかった。

　それでは、準備開始。

「『遊ノ王Idle Master』の名に於おいて。わたしの息吹いぶきはいのちの息吹。触れて得らるる仮かり初そめが、潰ついえるときまで戯たわむれなさい」

　高々と『領域宣言ミコトノリ』を詠うたいあげると、店内にいた幾人ものニンゲンが不思議そうにヴィヴィを見つめてきた。それを無視して、ヴィヴィは深く深く呼吸を続け──やがて、ヴィヴィの『遊ノ王Idle Master』は店内すべてに行き渡った。

　これで、この店の中にいるすべてのニンゲンが、ヴィヴィの『仮初め』になったことになる。

　とはいえ、大きいのはいらない。片手を上げてそれを振ると、大きいのは糸が切れたようにくずおれてしまった。

『外』の世界では『領域ナワバリ』の力が弱くなってしまう、と鍔つば広ひろ帽子は言っていた。それが事実であることを、ヴィヴィは実感として理解できた。『遊ノ王Idle Master』の息吹に触れて、仮初めの命を与えることができたのは、ヴィヴィの感覚からすればほんのわずかな数に過ぎなかった。『囊界ノーガ』の中では、それこそ数千を超えるほどの『仮初め』を従えることができたのに。とはいえ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの存在しない『外』においては、それだけ使えれば十分だろう。

　と、メアがふと思い出したように、ヴィヴィを振り返った。

「ねえねえ。そういえばさ、鞄かばんの持ち主も『領域宣言ミコトノリ』使ってたよね？　ニンゲンも、『領域ナワバリ』使えるものなのかな？」

「それも忘れたの？　あの人が言っていたじゃない。『持ち主』や『守ツ憑キ霊ダマ』とは、そういうものだって」

　はてなマークを頭の上に浮かべているメアに、ヴィヴィは小さな苦笑いを浮かべ、

「本当に、自分が好きなことしか覚えないのね、あなたは。──ニンゲンは『領域ナワバリ』を使うことはできないわ。それは、あの『持ち主』も同様。それなのに、あれが『領域宣言ミコトノリ』を行っていたのは──恐らく、『守ツ憑キ霊ダマ』の力でしょうね」

「『守ツ憑キ霊ダマ』が？」

「『守ツ憑キ霊ダマ』は厳密には阿ア頼ラ耶ヤ識シキではなく、だから『領域ナワバリ』も使えないけれど、『持ち主』と一緒になったときは別。あのとき、『守ツ憑キ霊ダマ』と『持ち主』は二人揃そろって『領域宣言ミコトノリ』をしていたでしょ？　『守ツ憑キ霊ダマ』が問い、『持ち主』が答えるという形で」

　メアは首をかしげた。その仕草に、ヴィヴィはちょっとだけ笑う。そんな昔のことなど、彼女はこれっぽっちも覚えていないのだろう。

　自らの前に居並ぶ『仮初め』を検分しながら、ヴィヴィは続けた。

「要するに──あの二人は一緒になると手が付けられない、っていうこと。だからこその作戦でしょう？　ほら、メア、この子なんていいんじゃないかしら？」

　そのうちのひとつの『仮かり初そめ』に、先ほどの店から奪ってきた装備をつけさせる。完成品を見ると、メアが歓声をあげた。ヴィヴィと手を打ち合わせて、喜びを露あらわにする。

「すてきすてき！　これならきっとうまくいくよね、ヴィヴィ！」

「ええ、そうねメア。だってあの『守ツ憑キ霊ダマ』、あまり頭はよくなさそうだったものね」

　二人で顔を見合わせてくすくすと笑い、それから彼女たちは、『仮初め』の列を伴って店をあとにした。
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　午後十時。

　衡こうは寮の自室にいた。

　教きよう王おう護ご国こく学園の学生寮は一種のマンションの体を成している。一階にロビーと食堂と大浴場があり、各階に学生たちのラウンジがある他ほかは、その辺の集合住宅と変わるところはほとんどない。広いとは言い難がたいが、二人暮らしなら問題はない──そんな部屋だった。

　信じられないような出来事が次々に起こった一日も、あと二時間で終わろうとしている。大浴場で汗を流し、今日きようは早いところ眠ろうとあくびを嚙かみ殺していたのは、ほんの十分前までの話だ。今の衡には、先ほどまでの眠気はどこにも存在していなかった。

　なぜなら目の前で、白しろ山やまさんが正座している。

　パジャマ姿である。

　いい匂においがする。

　この三要素を前にして、眠気を感じられる男子高校生などいないと衡は断言できる。

　うつむく白山さんの頰ほおは、緊張と恥じらいで朱色に染まっている。さながら新婚初夜を迎えた花嫁といった風情だ。見ているだけでどぎまぎしてしまう。

　ぐらぐらと揺れる己の理性を落ち着かせるために、衡はなぜ彼女が自分の部屋に忍び込んできたのか、そのときの経緯をもう一度思い出そうとした。




　午後九時半。

　風呂から上がった衡は、ラウンジでくつろいでいた。

　頭からはほかほかと湯気が上がり、ジャージ姿でソファに沈み込んで、手元にはコーヒー牛乳の瓶が握られている。同じように入浴を終えた十数人の男子生徒の雑談と、テレビから聞こえる雑音が、教室の中のようなざわめきを作りだしていた。

　聞くともなしにそれを聞きながら、衡は今日一日のことを振り返っていた。

　今日起きた出来事のひとつひとつを、きちんと嚙み砕いて理解しようとする努力は、すでに衡は放ほう棄きしていた。どれを取っても、衡が今までこつこつ築き上げてきた世界観を吹っ飛ばすような破壊力を持っているからだ。すべて理解しようとしたら発狂する。

　鞄かばんの中の世界、『囊界ノーガ』。そこに住む『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』に、鞄の持ち主を守る『守ツ憑キ霊ダマ』。それらの事々は、ただあるということを知っていればいいだけであって、理解をする必要はないのかもしれない。

　衡が理解すればいいのは、ただ二つ。

　今現在、自分はメアという常識外れの存在に命を狙ねらわれているということと──

　そして、白山さんが自分の助けを必要としている、ということだけだ。

　うむ、とひとりで頷うなずく。納得したら急に眠くなってきて、衡は小さくあくびをした。ソファから立ち上がり、自室に向かって歩き出す。全身が痛いのは、十と叶がのうグループにぼこぼこにされたせいだろう。『呪のろい』の人生を歩む衡こうとしては、この程度は怪け我がのうちにも入らないが、やはり痛いものは痛い。

　打ち身用の軟なん膏こうはまだ残っていたかな、と考えながら部屋の扉を開けると、

　白しろ山やまさんがいた。

「……………………」

　扉を閉じた。目をこする。

　──疲れてるのかな。

　それともまさか、自分は本当にあの子に惚ほれてしまったのか。これが恋の病という奴やつか。恋い患うあまりに幻覚まで見えるようになってしまったのか──詳しく知り合ってからまだ一日と経たっていないのに？

「……なにやってんだ衡？　こんなとこで」

　不思議そうに尋たずねた伊い織おりに、衡は思わず数センチほど飛び跳ねてしまった。

「お。なんだ今の。新しいギャグか？」

「────っ、い、伊織か。おどかすなよ」

「おまえが驚くとは珍しい。どうしたってんだよ、部屋の中に幽霊でもいたのか？」

　からからと笑った伊織に、しかし衡は笑えない。口元を引きつらせている。気づいてほしくないことに限って鼻が利くのが桐きりヶが谷や伊織という人間で、彼は衡の強こわ張ばった表情を見てその笑みを引っ込めた。

「……マジでなんかあったのか？　泥棒とか」

「いや。違う。そういうわけじゃない。大丈夫だ。だから、行ってくれないか、伊織」

「…………？」

　首をかしげてから数秒後、伊織の口元に、にんまりとした笑みが浮かび、

「ああ、そういうことか。いやーそうかそうか、そりゃ悪かった、おれが野暮だったわ」

　野暮、という言葉に心臓が口から飛び出そうになったが、伊織は衡の肩を叩たたき、

「それじゃな。読み終わったらおれにも貸してくれよ」

　それだけ言い残して、去っていった。

　数秒してから、ようやく衡は伊織が勘違いしているのだと理解して、深く深く脱力した。自分にとって不名誉な勘違いではあったが、部屋の中に白山さんがいると知られるよりはマシだ。

　と、そこまで考えて、衡は扉を振り返った。

　そもそも、白山さんが自分の部屋にいるはずがないのだ。こんな夜遅くに、あの白山さんが、女子禁制の男子寮に忍び込んでくるはずがない。あの子にはそんなことをする意味も理由も度胸もないはずだ。

　きっと見間違いだったのだろう──そう自分に言い聞かせながら、衡はドアノブを握って、一気に開いた。

「…………はは」

　疲れた笑いが口から漏もれた。誰だれもいない。

　首を振り、部屋の中に入り、寝室まで歩いていく。当たり前だ。いつもおどおどしていて、伊い織おりが近づいただけで誰かの背中に隠かくれてしまうような白しろ山やまさんが、こんな場所まで来られるわけないし、無断で男子の部屋に入ったりするはずがない──

　ぽん。

　ひとりきりで部屋にいるときに不意に背中を叩たたかれた人が誰でもそうするように、衡こうは悲鳴をあげて飛び跳ねた。光の速さで背後を振り返った衡が見たものは、

「…………お、驚かせて、ごめんなさい…………」

　泣きそうな顔でそうつぶやく、パジャマ姿の白山さんだった。




　　　　◆




「……どうぞ」

「…………、ど、どうも……」

　冷蔵庫からオレンジジュースのペットボトルを取り出し、それをコップに注いでテーブルの上に差し出す。頭を下げてそれを受け取り、こくこくと喉のどを鳴らして飲む白山さんの姿を、衡はじっと見つめていた。

　淡いブルーのパジャマは、小柄な白山さんには少し大きすぎるようだった。ぶかぶかの袖そで口ぐちから、指先だけをちょこんと出してコップを摑つかんでいる。白山さんは一息にオレンジジュースを飲んでしまうと、自分を見つめている衡に気づいて、頰ほおを赤らめた。

「──ご、ごめんなさい、喉、渇かわいてたものだから、それで────」

「いや、それはいいんだけど。その──」

　はにかむ白山さんに、衡は自分の鼓動が妖あやしく高鳴っていくのを感じる。このままではいけないと、こほんと咳せき払ばらいをしてから話を進めた。

「……なんで白山さんが、ここにいるの？」

　ぴくり、と白山さんの肩が動いた。うつむき、それから、絞しぼり出すような声で、

「…………本当は、わたしも、いけないと思ったんだけど。でも、他ほかにどうしようもなかったの。ここ以外に行く場所が思いつかなくて、それで…………」

　なんだかよくわからない。腕を組んで首を捻ひねっていると、不意に背後から、

「シロさま、大丈夫です！　ここにはヤツはいないようです！」

　そんな大声を出しながら、九衛クノエがドカンと音を立ててユニットバスの扉を蹴けり開けた。

「…………なにやってんだおまえ。人の部屋のトイレで」

「見てわからないのか？　掃敵行動クリアリングだ。未知の場所で休息を取ろうとするときは、周囲の安全を確保するのが最優先事項だろうが！」

「あのな、ここではたいていの場所が安全で──待て。今なんて言った？　休息を取る？　どこで？」

「ここ」と、九衛クノエは自らの足下を指差した。

　衡こうは白しろ山やまさんを見た。

　白山さんはうつむいている。決して衡のことを真正面から見ようとはしない。それでも彼の視線が、白山さんに責任を果たすよう要求しているということは伝わったらしい。ぺたんと座った自分の膝ひざのあいだを見つめながら、白山さんはおずおずと口を開き、

「さ、最初はね、宮みや代しろさんに、相談したの。その、九衛のことを」

　衡は九衛に視線を向ける。彼女は我が物顔で、衡が用意した白山さんのためのオレンジジュースをがぶがぶと飲んでいる。

「妹が上京してきたんだけど、宿泊許可を取るのを忘れてしまったから、どうすればいいのかって。──宮代さんを騙だましてるみたいで気が引けたけど、でも、宮代さんはちゃんと教えてくれた。寮の監督生さんに、頼めばいいんだって」

　衡は頷うなずき、

「まあ、そうだろうね。その辺は監督生の管かん轄かつだ。で、頼みに行ったの？」

　白山さんは揺れる瞳ひとみを瞬またたかせながら、こくりと頷いた。──なんだろう、あの顔は。恐ろしい思い出を告白するときのような表情だ。

「……うん。九衛と、それに宮代さんと一緒に、監督生さんの部屋に行くことにしたの。宮代さんは大丈夫だって笑ってた。家族を泊めるとか、そういうことには寛容だからって」

「それで？」

「監督生さんの部屋に行ったら、────遠とお咲さき先輩がいた」

　…………。

「ま、まるでわたしが来るのがわかってたみたいに、テーブルの上にクッキーと三人分のお茶が置いてあったの。宮代さんを閉め出して、わたしと九衛を部屋の中に引き込んで、そうして遠咲先輩は言ったわ。『待ってたわ、白山さん』って。にっこり笑って、でも、でも、その顔が、なんだかすごく怖くて──」

　それは、確かに怖い。

　そのときの光景を思い出したのか、白山さんの小さな身体からだがかたかたと震ふるえ出した。それを鎮しずめるように、九衛が白山さんの腕にぎゅっと抱きつく。が、九衛の表情にすら恐怖が滲にじんでいるように見えたのは、決して衡の気のせいではあるまい。

「……それで、許可は取れたの？」

「すぐに取ってくれるって、遠咲先輩は言ったわ」と、白山さんは震える唇を開いて言った。

「ちょっと時間がかかるから、そのあいだお話ししましょうって誘われたの。怖かったけど、断る理由なんてないし、九衛クノエと一緒に、クッキーをごちそうになったわ。──おいしかった」

　衡こうは頭痛をこらえるように額に手を当てて、ぽつりと、

「秘密、喋しやべっちゃった？」

　白しろ山やまさんはぶんぶんと首を振り、

「ううん！　──そ、それは、どうにか守ることができた、と、思う。でも、遠とお咲さき先輩にいろいろ聞かれたのは本当。世間話に混じって、阿ア頼ラ耶ヤ識シキのこととか、九衛のこととか、聞いてくるんだもん。うっかり話しそうになっちゃって、それでわたし、怖くなって──」

「逃げてきたと」

　こくん、と白山さんは頷うなずく。その両手が、パジャマの膝ひざをきゅっと摑つかむ。

「女子寮にいたら遠咲先輩が追いかけてきそうだったし、でも外に逃げようにも行く当てなんてないし──そう言ってたら、九衛が『わたしにいい考えがありますよ』って」

「夕方の話を、九衛はちゃんと聞いていたからな！　コウは一人暮らしなんだろ。だったらシロさまと九衛が逃げてきても、まったくなんの問題もないというわけだ！」

　一人暮らしと言っても男子寮に住んでいることに変わりはないのだから問題は山積みだと思うのだが、それを口に出すのはやめておいた。火に油を注ぐのは愚おろか者もののすることだ。

　考え込む衡に、白山さんは軽く唇を嚙かんだ。腰を浮かしかけ、

「ご、ごめんね、衡くん。九衛がどうしてもって言うから来ちゃったけど──こんなの、迷惑、だよね。ごめんなさい。女子寮に戻って、遠咲先輩をなんとか説得してみる──」

「いや」

　反射的に、衡はそんな声をあげていた。

　白山さんはびっくりしたように固まっている。腰を浮かしかけた体勢で、さぞかし疲れるだろうに、それをおくびにも出さずに衡のことを見つめていた。

　呼吸をして、頭の中を整理する。女子寮に戻る。確かにそれが最善の選択のように思える。なぜならここは女子禁制の男子寮だからだ。もしも白山さんがいると露ろ見けんしたら大騒ぎになるだろうし、下へ手たしたら不純異性交遊の疑いをかけられて停学処分のひとつやふたつ食らってしまうかもしれない。

　だから、戻ったほうがいい。衡はそう言うべきだった。

　しかし、

「……いくつか、考えがある」

　気づけば衡は、そんなことを口走っていた。

「ひとつは、今おれが遠咲先輩に電話をかけて、文句を言うことだ。昼間の話し合いでは遠咲先輩は『詮せん索さくしない』って言ったんだから、これは明らかにその約束を破っている。それを抗議すれば、ちょっかいを出さなくなる──かもしれない」

　白山さんは頷く。その瞳ひとみには、衡を一心に頼る無む垢くな光が宿っている。

「もっとも遠とお咲さき先輩のことだから、おれが言ったところでなんとも思わないかもしれない。あくまでも気休め程度にしかならないと考えたほうがいい。それを踏まえた上で、白しろ山やまさん、ひとりで遠咲先輩の追及をかわしきる自信はある？」

　無理です、という顔で白山さんは首を横に振った。と、隣にいる九衛クノエが不意に立ち上がり、

「──そうだ。なんでこんなことに気づかなかったんだ？　なにも逃げることなんてないじゃないか。シロさまの秘密を暴こうとするならあいつは敵だ！　今度あいつが近づいてきたら、九衛がやっつけてやれば──」

「それはやめて」「それはやめとけ」

「…………」

「やっつけるってどうするんだよ。遠咲先輩を切り刻むのか？　確かにそうすれば世の中はもう少し平和になるかもしれないけど、殺人だ。白山さんが許してくれると思うか？」

　白山さんはぶんぶんと首を横に振った。九衛の仏頂面に、さらに追い打ちをかける。

「それに阿ア頼ラ耶ヤ識シキを早く見つけ出さなくちゃいけないっていうのなら、遠咲先輩の協力は必要だ。遠咲先輩を味方につけたまま、あの人の追及をかわす方法を考えなくちゃいけない」

　ぶす、と唇をとがらせて、九衛はぺたんとその場に座り込んだ。

　衡こうは白山さんに向き直り、話を続ける。

「ちょっと思ったんだけどさ、鞄かばんの中で一晩を過ごせばいいんじゃないか？　そもそも九衛だって、女子寮に泊めなくても鞄の中にいればいいと思うんだけど」

　白山さんは困惑した顔で九衛のことを見た。

「……わたしもそのほうがいいって、言ったんだけど、」

「なにを悠ゆう長ちようなことを！」と、九衛は牙きばを剝むくようにして、「阿ア頼ラ耶ヤ識シキが外にいるというのに、九衛がシロさまをお守りしなくて誰だれがするというのですか！　そんなことは──もがっ」

　声が大きい、と白山さんが手を伸ばして九衛の口を塞ふさいだ。ため息をつくように、

「九衛がこう言うものだから。わたしも一緒に鞄の中に入ってもよかったんだけれど、もしも鞄があの阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちに見つかってしまったら困るし──それに、あまりあそこには行かないほうがいいの。今日きようの昼間は、どうしても衡くんに納得してもらわなくちゃならなかったから、ああしたけど」

「なにか悪いことでもあるの？」

　白山さんはうつむき、それから──そっと自分の髪かみに触れた。

　生まれつきああいう色なのだと、衡が勝手に思いこんでいた純白の髪に。

　すう、と胃袋が冷えるような感覚を味わう。いつも歩いている道で地雷を踏んでしまったような感覚。だが、そう思ったのは衡だけのようだった。白山さんは衡の表情に気づいて、ちょっと笑ってみせた。

「髪のことは、気にしないで。慣れているから」

　慰なぐさめるようなその口調に、衡こうは自分の人間としてのグレードが一段階下がったことを自覚した。情けない気分を払ふつ拭しよくしようと、衡は咳せき払ばらいをして、最後の提案を口にする。

「もうひとつの考えは、九衛クノエの発案どおり、今日きようはこの部屋に泊まるということ」

　ぴく、と白しろ山やまさんの眉まゆが動いた。

　その顔が、赤くなっていく。そうあからさまな反応をされると、こっちも動揺してしまいそうになる。衡はテーブルの下で自らの手を重ね合わせて、ぎゅっと抓つねった。平静を崩すな、と自分に語りかける。

「九衛の言ったとおり、ここにはおれひとりしかいないからね。きみを一晩匿かくまうくらいは、別段なんとも思わない。──いや、まあ、もちろん白山さんがこんな汚い部屋に泊まるのはイヤだっていうなら、それはそのとおりだから一向に構わないけど、」

「────ない」

「え？」

「イヤ、じゃ、ない、です」

　か細い声で、途切れ途切れにそう言って、白山さんは真まっ赤かに染まった顔をうつむかせた。

　さすがに衡も、自分の顔に血が上るのを感じた。頰ほおをぽりぽりと搔かきつつ、

「えっと、そっか、それじゃあ、────泊まる？」

　白山さんは答えなかった。当然だ。そんな直接的な質問に、答えられるはずがない。いやまあ、直接的もなにも白山さんを匿うだけであってやましいことはなにもないのだが──やはり男女が一晩同じ部屋で過ごすというのは、非常によくないことのような気がする。

　しばらくのあいだ、白山さんも衡もなにも言えずにテーブルの上を見つめていた。

　その重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、

「なにを迷ってるんですか、シロさま！　ですから九衛は、最初からそれしかないと言ったじゃないですか」

　そんな機き微びなど小指の先ほども理解していない、九衛の明るい一声だった。

　救われたかのように、白山さんは九衛のことを見た。小さく頷うなずき、それから衡を見て、泣きそうな声で、

「…………本当に、迷惑じゃ、ない？」

　衡はかすかに笑い、

「白山さんさえイヤじゃないのなら、おれが迷惑に思うことなんてなにひとつないよ」

　その一言が、白山さんにとっての最後の一押しとなったようだった。

　白山さんは居住まいを正す。膝ひざを揃そろえてその場に座り直し、ぴしりと背筋を伸ばして衡のことを直視する。普段の弱気な表情とは別人のようなその顔は、やはり羞はじるように上気していた。

　その体勢のまま、白山さんは床に三つ指をついて頭を下げ、

「それなら、あの、──不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いします」

　それは違うだろう、とは、突っ込めなかった。




　　　　◆




　というか、そもそもどうやってこの部屋に入ってきたのか。

　三人分の就寝の準備をしながら、衡こうはそんな疑問を二人にぶつけてみた。パジャマ姿の白しろ山やまさんは目をぱちくりさせながら九衛クノエを見、九衛は漆しつ黒こくの民族衣装の懐から、これまた黒い布を取り出して見せた。

　昼間、自分を包み込んだ、あの布だ。

「ばかかおまえは。『國クニ隠カクシ』を使ったに決まってるじゃないか」

「……なんなんだよその『國クニ隠カクシ』っていうのは。あと、あの黒い刀とか」

「ふふん」と、九衛は例の得意顔をして、「『領域ナワバリ』も知らないのか？　はああ（ため息）、まったく、これだから外のニンゲンは！　ま、おまえがどうしてもと頭を床にこすりつけて頼むのならば、九衛が教えてやらないことも──」

「九衛」白山さんが低い声でつぶやいた。「これ以上わたしに恥をかかせないで」

　傲ごう慢まんというものは古来より人に取り憑ついて離れない不治の病だと聞いたことがあるが、この白山さんの声を録音したボイスレコーダーを発売すれば、その病の特効薬として認可されるかもしれない。

　九衛は凍りついたように動かなくなり、それから顔を伏せて、ぼそぼそと喋しやべり出した。

「……『國クニ隠カクシ』は、九衛とシロさまの『領域ナワバリ』である『九絶門Val'DOR's Gate』、その伍ご番目の兵装だ。この黒い布は『狭はざ間まの世界』へと通じている。そこを通って、どこでも好きな場所まで移動することができる」

「……それは、『囊界ノーガ』とは違うのか？」これ以上常識を覆くつがえされたら発狂しそうだ。

「全然違うな。『囊界ノーガ』は現実的な、実際にある場所だが、『狭間の世界』は極めて概がい念ねん的で哲学的で、実際にあるのかどうかはわからない場所だ。この世のどこかにあるのかもしれないし、この世のどこにもないのかもしれない」

「さっぱりわからん」

「安心しろ」と、九衛はまた例の得意顔をして、「九衛にもよくわかってない」

　衡は無言を貫くことによって自分が呆あきれていることを表現したが、九衛はそれには気づかなかったか、気づいても無視した。つらつらと説明を続ける。

「要するにだ。たとえばおまえは今、『確かにそこにいる』という状態になっているが、『國クニ隠カクシ』はそれを『どこかにいるかもしれないしどこにもいないかもしれない』という状態にできるんだ。それを利用して、あとは『他ほかのどこか』をこちらで決めてやる。どこでもいい。地球の裏側でも宇宙の果てでも、好きなところを選んでから布を取ればいい。そうすればおまえは、『どこかにいるかもしれないしどこにもいないかもしれない』状態から、『確かにそこにいる』という状態になる。まあもっとも、実際には距離や時間によってある程度制限されるが」

「……なるほど」実は三割もわかっていない。

　と、白しろ山やまさんがぎしぎしとハシゴを軋きしませながら、二段ベッドの上から降りてきた。

「──『領域ナワバリ』というのは、みんな、そんなものだから」

　床に降り立った白山さんは、独り言のようにつぶやく。

「衡こうくんも『中』で見たと思うけど──『囊界ノーガ』は、『外』とはまるで違う法則で成り立っているの。『領域ナワバリ』は、それを具現化したようなもの。『囊界ノーガ』の住人である阿ア頼ラ耶ヤ識シキだけが使える力なの。昼間、見たでしょう？」

「ああ、あの──メアが使ってた、フォールなんとかってやつか」

　それに殺されかけたから覚えている。白山さんは小さく頷うなずき、

「あれはきっと、メアが固有に持っている『領域ナワバリ』なんだと思う。人間が『領域ナワバリ』に巻き込まれたら、まず助からないから──だから、もし阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちを見つけても、自分ひとりで捕まえようとは絶対にしないでね？　わたしたちに教えて」

　衡は大きく頷いた。言われなくても、あんな化け物じみた奴やつらを相手どってどうこうしようと思うような英雄願望は持ち合わせていない。

　と、そこまで考えて疑問が浮かぶ。『領域ナワバリ』は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキのみが使える力だと、白山さんは言ったはずだ。しかし、

「でも、どうして白山さんも、その『領域ナワバリ』を使えるの？」

「決まってる。鞄かばんの『持ち主』だからだ。『持ち主』は、代々『九絶門Val'DOR's Gate』という名の『領域ナワバリ』を使うことができる。そう決まっているのさ。二人で『領域宣言ミコトノリ』を奏そう上じようすることによって、シロさまは九衛クノエに『國クニ隠カクシ』や、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』といった絶大な力を持つ兵装を与えてくださるんだ」

「……ふうん」

　なんだかよくわからないが、それを言ったら『囊界ノーガ』や『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』だってよくわかっていない。ただ九衛たちがそう言うのならそうなのだろう、と衡は強引に納得しようとして、それからふと思いついた。

　自分は、英雄願望など持ち合わせていないと思っていたのに。

　それでも、なにかの役に立てるかもしれないと思ってしまった。

「その、『九絶門Val'DOR's Gate』だっけ？　それの武器って、おれには使えないのかな？」

　言ってから「言わなきゃよかった」と思った。

「おまえが？」と、九衛が言った。最初は確認をするように、次は心底から嘲あざけるように。「おまえが？」

　白しろ山やまさんは気まずそうに顔を背そむけている。

「あー、いや」と、衡こうは言い訳をするように、「無理ならいいけど」

　九衛クノエは一昔前のコメディドラマに出てくるアメリカ人のように肩をすくめた。人を馬ば鹿かにしきった仕草だった。それから九衛は「やれやれこれだからニンゲンは」とでかでかと書いてある表情を白山さんに向け、

「だそうですけれど、どう致しますか？　九衛のシロさま」

　白山さんはなにも言わず、じっと自分の足下を見つめている。

　自分の馬鹿げた提案に呆あきれているのだろうか、と考えると、羞しゆう恥ち心しんがこみ上げてきた。言葉にならないうめきを発しながら、前言撤てつ回かいする機会を窺うかがっていると──

　白山さんが、くすりと微ほほ笑えんだ。

「……わたし、ね」

　その微笑みは、衡のことを呆れたり、馬鹿にするものではなかった。それとは正反対に位置する表情だ。

　秘めて、それでも、隠かくしきれない喜び。

　暖かな焚たき火の傍そばに腰を落ち着けたときのような、ほのかな安あん堵ど。

　大きめのパジャマの中で、くすぐったそうにその身体からだを縮ちぢこまらせて、白山さんはつぶやく。

「『領域ナワバリ』のこととか、『九絶門Val'DOR's Gate』のことを誰だれかに話せたの、これが初めてなんだ」

　衡も九衛も、目を瞬またたかせて白山さんのことを見つめている。

　なにを言っているのかよくわからない。それでも白山さんが、なにか大事なことを言おうとしているのはわかった。それを理解して、衡はほんの少しだけ動揺して頰ほおを搔かき、そして九衛は次第に不機嫌な顔つきになっていった。

「誰かにわかってもらおうと思ったことはあったけれど、いつも、最後まで説明する前に、笑われちゃってたから。だから、説明できたことが嬉うれしいの。──信じてもらえたことが」

　白山さんは上目遣いに衡のことを見た。

「だからさ、九衛、試してみたらどうかな？　衡くんが『九絶門Val'DOR's Gate』を使えるかどうか。もしかしたらできるかもしれないでしょ？」

　そういうものなのか、と衡は驚いて九衛のことを見た。

　今の九衛からは──先ほど見せたような、小馬鹿にした表情は、どこにも見て取ることはできなかった。

「……いや、そんな、無意味なことはしなくても」

「試すくらいいいでしょう？　なにか危険があるわけじゃないし」

　宝物を取られまいとする子供のように、九衛は胸元に『國クニ隠カクシ』を抱いた。その視線がふらふらと移ろう。白山さんの微笑み、胸元の『國クニ隠カクシ』、そして目を瞬かせながら見つめる衡。

　やがて、九衛はゆっくりと胸元から『國クニ隠カクシ』を引き離した。おずおずと、それを衡のほうに差し出してくる。衡こうは当惑しながら、それを受け取ろうと手を伸ばして、

「────やっぱりだめだ！　そんなことあり得ない！　あり得ないことはする必要がない！」

　そう叫んで、九衛クノエは衡の手をばちんと弾はじき飛ばした。

「あっ、九衛！」

　そのまま身を翻ひるがえしてユニットバスに駆かけ込み、ばたんと音を立てて中に閉じこもってしまう。白しろ山やまさんは慌あわてたようにドアに縋すがりつき、叱しかるような声を出す。

「こ、こら！　いきなりなにをするの、衡くんに謝りなさい！」

「お言葉ですがシロさま、お断りします！　『九絶門Val'DOR's Gate』をそんなニンゲンに試させるなんて、そんなことは無理に決まってるんです！　だからやる必要がないんです！」

「だ、誰だれも『九絶門Val'DOR's Gate』を試させなかったことを謝れなんて言ってないでしょう!?　衡くんを叩たたいたことを謝りなさいって言ってるの！　九衛、ちょっと、ここを開けて──！」

　ひりひりと痛む手を押さえながら、衡は呆ぼう然ぜんとそのやりとりを見守っていた。




　そんなドタバタを繰り広げているうちに、夜はすっかり更けてしまった。

　解決しなければならない問題は、他ほかにもあるというのに。

　時刻はもう午後十時三十分、消灯時間にはまだ間があるが、それでももう寝ていても不思議ではない頃ころ合あいだ。誰かが衡の部屋を訪ねてきたとしても、狸たぬき寝入りをすれば問題はない。

　それよりも、解決しなければならないのは──宮みや代しろのほうだった。

「宮代さん？　どうして？」

「だってあいつはきみと同室なんだろ？　きみがいなくなれば、当然騒ぎ出すはずだ。遠とお咲さき先輩のほうは、まあ白山さんがいなくなったのは自分のせいだっていうことはわかってるだろうから、騒ぐようなことはしないだろうけど。宮代には説明しておいたほうがいい」

「どうすれば、いいの？」

　衡は白山さんの姿をまじまじと見つめた。白山さんは顔を赤くして、パジャマの前を搔かき合わせるような仕草を見せ、

「な、なに？」

「白山さん。携帯は持ってる？」

　白山さんは首を横に振った。着の身着のままで逃げ出してきたから今は持っていないということなのか、そもそも所有していないということなのか。後者っぽいなと予想をしながら、衡は学習机の引き出しを開けて、ごそごそと中を探りはじめた。

　やがて衡は、連絡網が記されたプリントを取り出して白山さんに手渡した。

「本当は宮代の携帯に直接電話するのが一番いいんだけどね。仕方ない。これで女子寮に電話して、宮代に取り次いでもらおう。それから、彼女に今夜一晩は戻らないってことを伝えるんだ。怪あやしまれないように」

「な、なんて言えば──」

「九衛クノエを言い訳にするといい。女子寮じゃなくて知り合いの家に彼女を泊めることにしたけど、九衛ひとりにするのは危なっかしいから、自分もそこに泊まることになった。監督生の許可は得ているから、心配しなくていい──っていうのはどう？」

　白しろ山やまさんは尊敬したように衡こうのことを見て、何度も何度も頷うなずいた。

「すごい。衡くん、どうしてそんなにいろんな噓うそを考えつくことができるの？」

　悪意はないのだろうが、どうも非難されているように聞こえる。衡は苦笑いしながら、自らの携帯電話を白山さんに手渡した。

「噓をつくのが得意ってわけじゃないけど、強しいて言うなら伊い織おりの影えい響きようかな。あいつに付き合ってると口がうまくなってくるんだよ。──はい。これで連絡してくれ。本当は公衆電話とかのほうがよかったけど、今日きようはもうこの部屋から出ないほうがいいからね」

　その言葉に、白山さんは頷きかけて、ぴたりと停止した。

　連絡網と携帯電話を前にして、何事かを考えはじめる。どうも、なにか重大な考え事のようだ。その眉み間けんに似合わない皺しわが寄り、白山さんは正座をしたまま、それが自らの生死を決するとでもいうかのように二つのアイテムを見つめていた。

　やがて、白山さんはぽつりと、

「……女子寮の電話に、携帯の着信履歴が残ってしまうのは、衡くんが困るんじゃない、かな」

　衡は目をぱちくりとさせ、

「ああ、まあ──調べられたらまずいかな？　まあ、でも大丈夫だよ。学校側におれの携帯番号は登録してあるけど、照合するような人はいないだろうし」

　約一名を除いて、とは衡は言わなかった。あの眼鏡めがねの輝かがやきを思い出しただけで、白山さんが怯おびえてしまうと思ったからだ。

　白山さんは衡の言葉を聞いて、しばらくじっとうつむいていた。それから視線を巡めぐらせて、九衛のことを見た。

「…………九衛。鞄かばんを出して」

　うつぶせに寝っ転がって、衡のコミック雑誌にぼろぼろとスナック菓子の食べかすをこぼしていた九衛は、その言葉にはっと振り向いた。口の周まわりをチップスのかけらで汚しながら、もぐもぐごくんと口の中を綺き麗れいにして、言う。

「鞄、ですか？　どうしてそんなものを」

「……電話を、出そうと思うの」

　瞬間、九衛の表情が険しくなった。衡はそれを、きょとんとした顔で眺めている。

「──なにを、仰おつしやってるのか、わかりかねます。シロさま、鞄は──」

「いいから、九衛。鞄をここに出して。お願い」

　いつにない強い口調に、衡は白山さんがなにか重大なことをしようとしているのだと気づいた。息を止めて、衡こうは見つめ合う白しろ山やまさんと九衛クノエを観察している。九衛は唇を引き結んだまま反抗するように白山さんをにらみつけ、白山さんはいつもと同じ弱気な表情を浮かべたまま、それでもその視線をそらそうとはしない。

「九衛。鞄かばんを、出しなさい」

　決して強くはない、それでも凛りんとした声が、静まり返った部屋の中に響ひびいた。

　九衛は唇をとがらせながら、それでも白山さんの命令に従った。身に纏まとう民族衣装の裾すそを摑つかんで、思い切り引き延ばす。気持ち悪いくらいにびろんと広がった。思わず眉まゆを寄せた衡の目の前で、九衛はばさばさと乱暴に民族衣装を振って──

　中から鞄が、ごろんと転がり出てきた。

　いつ見てもごつい鞄だ。こんなデカくて重そうな鞄を白山さんが両手で持っているのを見ると、なにかの罰ゲームのように思えてしまう。グリップのすぐ下にガムテープが貼はってあるのは、十と叶がのうに空あけられた穴への応急処置だろうか。衡は微び妙みような気持ちでそれを見守っていた。

　白山さんが鞄の口を開く。その中に、手を入れた。九衛が緊張した声で、

「シ、シロさま、それは──」

　白山さんは九衛のことをきっと見返す。弱気に揺れる瞳ひとみはそのままに、それでも彼女ははっきりとした声を紡つむぐ。

「九衛。わたしたちは、衡くんに、大変な迷惑をかけているのよ。わたしたちの秘密を守るために。それならば、せめて、隠かくし事はしないようにしなくちゃ」

「ですが──！」

　なおも言い縋すがろうとする九衛を無視して、白山さんは鞄の中から手を出した。

　その手には、携帯電話が握られている。

　衡は瞬まばたきしながらそれを見つめ、ぽつりと、

「携帯、持ってないんじゃなかったの？」

「わたしは持ってないよ。契約もしていない。──でも、鞄の中にはあるの」

　そう言って、白山さんはうつむき、なにかに耐えるかのように唇を嚙かんだ。

　記憶の奥底から、不意に浮かび上がるものがあった。

　鞄から黒い布を、黒い刀を、黒い少女までをも引きずり出した一連の行動と──

　そして、白山さんのストーキング行為だ。

　あとをつけ回していた白山さんから、衡はたくさんの物をもらった。『呪のろい』の痛みに苦しむ衡を救うための物資を。疑問に思ってはいたのだ。あまりにも用意がよすぎると。痛みにのたうち回る衡が、ちょうどそのときに欲しているものを、どうしてあんなにも簡単に用意できるのだろうと、不思議に思っていたのだ。

　普通ならば、そんな馬ば鹿かげたことあるはずがないと断じられただろう。しかしあれは普通の鞄ではない。中に『囊界ノーガ』という奇妙な世界を内包している、不思議な鞄なのだ。

　そこに手を入れて物を取り出すということは、つまり、

「白しろ山やまさん。もしかして、その鞄かばんって──」

「そうだ。シロさまは、鞄の中からあらゆるものを取り出すことができる」

　そう答えたのは、腕を組んで二人を見ていた九衛クノエだった。

　敵意をありありと映して、自分をじっと見つめる九衛に、衡こうは思わず唾つばを飲み込む。

「あらゆるものって、つまり──」

「なんでもだ。シロさまの望むものはなんでも、シロさまが鞄の中に手を入れるだけで出てくる。食べ物でも飲み物でも、犬でも猫ねこでも羊でも、お金でも宝石でも有価証券でも自動車でもクルーザーでも。鞄の中には『囊界ノーガ』があるんだから、所有者がそれくらい取り出せてもなんの不思議もないだろう？　──しかし、いいか、」

　答えながら、九衛はゆっくりと衡に近づいてきた。

　その迫力に、衡は思わず一歩引いてしまう。

　そこにいるのは、今まで衡が接してきた九衛ではなかった。ワガママで見栄っ張りで物知らずな、あの快活な少女ではなかった。

　今、衡の目の前にいるのは──白山さんを守るためだけに存在し、白山さんを害するものを微み塵じんの容よう赦しやもなく排除することのできる、非情な『守ツ憑キ霊ダマ』だった。

「鞄から物を出せるのは、シロさまだけだ。鞄の正当なる所有者であり、後継者であるこのお方だけ。おまえみたいなニンゲンが、鞄に手を入れたって望むものは得られない。それどころか、鞄は防衛機能を発動しておまえを『囊界ノーガ』の中に吸い込んでしまうだろう。だから、余計なことは考えるんじゃないぞ」

　衡は喘あえぐように息をして、それでも自分をにらみつける九衛に反論した。

「な、なんだよ、余計なことって。おれが白山さんの鞄をどうにかすると思うのか？」

　九衛はきっぱりと、

「思う」

　白山さんが顔を上げた。血の気の引いた顔を強こわ張ばらせながら、彼女は叫ぶように、

「九衛！　──言い過ぎだよ。衡くんは、そんな人じゃない」

　九衛の黒い髪かみが揺れた。首をねじ曲げて白山さんのことを見、それきり彼女は、なにも言わない。反論さえしない。その横顔には、白山さんを憐あわれむような表情だけが浮かんでいる。

　本当に、そんなことを信じているんですか──とでも言いたげな顔だ。

　それに対する白山さんの表情は、あまりにも、あまりにも弱々しかった。もしも本当に九衛が「そんなことを信じているんですか」と口にしても、彼女は頷うなずくことができなかっただろう。そのことが、衡には直感としてわかってしまった。

　胸に、鈍い痛みが走った。

　衡は顔をしかめた。身体からだの痛みならば慣れている。刺し傷でも切り傷でも擦すり傷でも、たいていの傷がもたらす痛みならば眉まゆひとつ動かさずに対処できるという自信が衡こうにはある。

　それでも──白山さんに信じられていないという事実は、それとはまったく別色の傷を衡に与えてしまった。

　白山さんが衡のほうを見る。弁解するように。その表情を、見ていたくなかった。衡にとて耐えられない痛みというものがある。顔を伏せるように背そむけて、衡は立ち上がった。せいぜい声に動揺が混じらないようにしながら、ぽつりと、

「──とにかく、通話記録の残らない電話ができるなら、それに越したことはないよ。白山さん、それで女子寮に電話しておいてくれるかな」

「う、うん、わかった。──あの、衡くん、どこ行くの？」

　そう言われて、初めて自分が踵きびすを返したことに気づいた。ぴたりと立ち止まる。振り返らずに、部屋の扉を見つめたまま、衡はろくに考えもせずに口を開く。

「飲み物。外の自販機に、買いに行くよ」

　そう言って、衡は答えも待たずに部屋から出て、扉を閉めた。

　人ひと気けの少ない廊下に響ひびいた、かちゃり、という扉の音に、衡は今のやりとりを白山さんがどう捉とらえたのだろうと想像して、それから深い自己嫌悪に囚とらわれた。




　　　　◆




　午後十一時。

　ぎくしゃくとした空気を修復できないまま、消灯の時間がやってきた。

「それじゃあ、電気を消そうと思います」

　その声がやけに大きく響いたような気がしたのは、部屋の中に会話らしい会話がなくなってしまったからかもしれないし、あるいは九衛クノエに言って聞かせようという意識が強く働いてしまったからかもしれない。

「ほら九衛。そんなものいつまでも読んでるんじゃない。消灯だ消灯」

　うつぶせになって漫画を読んでいた九衛が、首をねじ曲げて衡のことを振り返った。その顔を見て、衡は少し心配になった。どこがどうというわけではないが、なんとなく、

「……おまえ、顔色が悪くないか？」

　む、と九衛は不機嫌そうな顔をした。広げていた漫画をぱたりと閉じて、勢いよくその場に立ち上がる。そのまま彼女は衡のことを指差そうとして──ぐらりとふらついた。

「うわ、っと！　なんだ、やっぱり調子が悪いのか？　大丈夫？」

　思わず支えた衡の腕を、九衛は強引に振り払った。

「うるさい。触るな。おまえなんかに、心配されたく、な、い」

　低く吐き出したその言葉は、普段の強気な九衛クノエのものからはかけ離れていた。深く息を吐いて、歩き出そうとして、やはりバランスを崩して倒れ込みそうになる。その身体からだを、今度は白しろ山やまさんが受け止めた。

「……九衛、やっぱり、」

「だっ、大丈夫ですシロさま！　ちょっと長くいすぎたから、眠くなっただけです。ほら、早く寝ましょう。寝て力をつけて、さっさと阿ア頼ラ耶ヤ識シキどもを鞄かばんにぶち込まなければ！」

　聞いただけで虚きよ勢せいとわかる大声をあげて、九衛は身を翻ひるがえして二段ベッドのハシゴをよじ登る。その挙動も力なく感じたのは、衡こうの気のせいではないだろう。白山さんもまた、唇を嚙かみながら九衛の背中を見つめていたのだから。

　軽く咳せき払ばらいをして、衡は白山さんにも声をかけた。

「それじゃ、白山さんもいいかな？」

「う、うん。──あの、あのね、衡くん。ありがとう。いろいろ、協力してもらって」

　衡はかすかな笑みを浮かべて、頷うなずいた。

　白山さんの表情が安心したかのように緩ゆるみ、九衛のあとを追って二段ベッドを上っていく。その後ろ姿を見る衡の口元からは、しかし、すでに微ほほ笑えみが消えていた。

　先ほどのやりとりが、喉のどに刺さった小骨のように引っかかっている。

　どれだけ感謝されても、頼られても──白山さんは、おれのことを信じてくれていない。

　そんなことを考えてしまう自分がなによりも疎うとましく思えて、衡は軽く首を振った。

　電灯のスイッチを消す。一瞬にして室内に闇やみが満ち、衡はその中を手探りもせずに進んでいく。静まり返った室内に、自分以外の吐息が響ひびいているのが耳についた。

　布団の中に入っても、眠気はまるで蘇よみがえってこない。二メートルと離れていない真上に、白山さんの肢し体たいがあるからだろうか。それとも──ぐるぐると身体中を駆かけめぐる先ほどの会話が、眠気が染み渡るのを阻そ害がいしているためだろうか。

　白山さんは鞄から、ありとあらゆるモノを出すことができる。九衛は、そう言った。

　そうして九衛は、衡に釘くぎを刺した。余計なことを考えるな、鞄を自由にできるなんて思うんじゃない、と。

　九衛がなぜそんなことを言ったのか、わからないほど衡は愚おろかではなかった。

　あらゆるものを取り出すことのできる鞄。まるでおとぎ話にでも出てくる魔ま法ほうのような道具が、現実にあると知れば──それを手に入れたいと思う人間は、いったいどれくらい存在するだろう。それさえあれば、今後の自分の一生が保証されるということを知って、ちっぽけなモラルにしがみついていられる人間がいったい何人いるというのだろうか。

　宮みや代しろのことを思い出した。いつもひとりぼっちでいる白山さんのことを心配して、ことあるごとに昼食に誘い、寮では親身になって相談に乗ってくれるというあの少女のことを。

　十と叶がのうのことを思い出した。いつもひとりぼっちでいる白しろ山やまさんのことを見下して、白山さんが大金を持っていると聞きつけるや脅きよう迫はくしてそれを奪い取ろうとしたあの少女のことを。

　白山さんは、宮みや代しろが十叶になるところを、何度も目にしてきたのかもしれない。

　今まで親切だった人が、鞄かばんの秘密を知った瞬間に豹ひよう変へんするところを。

　だから、白山さんは、なにがなんでも鞄の秘密を守ろうとしているのだ。

　今まで、衡こうなどには想像もつかないような残ざん酷こくな経験を、何度も繰り返してきたから。

　そう考えた瞬間、衡は口を開いていた。

「白山さん」

　闇やみの中に声が響ひびく。それが自分のもののように聞こえないのはなぜだろう。自室で、消灯後に、声を出すことなど今まで一度もなかったからだろうか。

　返事はなかった。これで答えがなかったらもう呼びかけるのはやめようと考えながら、衡はもう一度声を響かせる。

「白山さん？　もう、寝た？」

　息が詰まるほど長い時間を置いてから、小さな声で返事があった。

「…………な、なあに？　衡くん」

　上気した白山さんの顔が、想像できるような抑よく揚よう。闇の中で少しだけ笑い、それから衡はふと思い当たった。口を開いたはいいが、なにを言うのか忘れてしまった。

「あのさ、白山さんはさ、」

　そこまで言って思い出す。自分がなにを言おうとしていたのか。

　しかし、それは、あまりにも直接的すぎる言葉だった。

　それを包むオブラートを探しているあいだに、沈ちん黙もくが色濃いものになっていく。焦る。なにかに追い立てられるかのように、衡は頭に浮かんだ言葉をそのまま口にしてしまった。




「──白山さんは、誰だれかに裏切られたことが、あるの？」




　かすれた息の音が聞こえた、ような気がした。

　また積もるのは、沈黙の澱おり。

　物理的ではない要因で、息苦しいと思ったのはこれが初めてだった。寝返りを打つ。二段ベッドが軋きしみ、すぐ頭上で横たわる白山さんにその身じろぎを伝える。衡は闇の中で唇を曲げ、そして、それを聞いた。

　笑い声だ。

「ハッ」

　誰かを嘲あざけるようなその笑声が、自分に向けられたものなのかどうか、衡は判断することができなかった。ややあって、それが九衛クノエが発した声であるということに気づく。

「誰だれかに裏切られたこと？　そんなありふれた話が聞きたいのか、おまえは？」

「……くのえ、」

　泣きそうな白しろ山やまさんの声が響ひびく。それを聞いて衡こうの中になにかが湧わき上がってくる。それがなんなのかは衡自身にもわからない。ただ居ても立ってもいられないような気持ちが、潮のように胸に満ちてくる。

　低く抑えた九衛クノエの声は、今まで一度も聞いたことのない響きを含んでいた。いつものような幼さゆえの傲ごう慢まんはどこにも見当たらず、ただひとつ、そこには拒絶の色だけが滲にじんでいる。

「いろんな奴やつがいたさ。たいていは、鞄かばん目当てのクズばかりだった。鞄がこの世にあるすべてのものを──お金でも宝石でも、自分の欲望を満たすことのできる『なにか』を生み出すと知った途と端たん、目の色を変えてシロさまのことを見るんだ。そういう顔を、シロさまと九衛は数え切れないほど見てきた。あんなに醜みにくい顔は、この世には二つとないだろうな」

「ねえ、くのえ、それは──」

「最初から利用しようとして近づいてくる奴だったらまだマシだ。そいつは鞄がもたらす利益が欲しいだけであって、こっちがそれに応じれば、シロさまを『裏切る』ことなんてしないからな。最初から仲間じゃないのなら、裏切ることなんてできるはずもない」

「くのえ、やめて、」

「一番タチが悪いのがどういう奴か知ってるか、コウ？　──おまえみたいな奴だ。おまえみたいに最初は理解者ヅラをしながら近づいてきて、いざというときにハシゴを外すような奴が、九衛は一番許せない。そいつはシロさまを利用するだけでは飽きたらず、深い深い傷をつけていくんだから」

　衡はなにも言えない。糸で縫ぬいつけられでもしたかのように、唇を開くことができない。今この場所で、自分には言葉を発する資格などなにひとつないような気がする。

「だから、コウ、覚えておけ。シロさまがおまえのことをいくら信じていても──いや、だからこそ、九衛はおまえのことを絶対に信用しない。九衛は『守ツ憑キ霊ダマ』だ。シロさまを護まもる者だ。シロさまを傷つける奴は許さない。おまえはそれだけを覚えていればいい」

　衡は闇やみの中でシーツを握りしめている自分に気がついた。なにかを言い返したいのに、言い返さなければならないのに、九衛の言葉になにひとつ返すことのできない自分が、歯がゆくて仕方ない。

　そのとき、小さな音が聞こえてきた。

　鼻を啜すする音。

　白山さんが、すすり泣いている。

　それを聞いて、胸に湧わいた感情がどくんと音を立てて変わった。

「白山さん、おれは、」

　白山さんの気持ちを考えたわけではなかった。

　ただ伝えたかったのだ。

　自分の意志をまっすぐに、すぐ真上ですすり泣いているひとりの女の子に。

「おれは裏切らないよ。きみのことを裏切ったり、しない」

　すぐに九衛クノエが反応した。嘲あざけりの笑みが混じった声を、彼女は衡こうに吐き落とす。

「みんな最初はそう言うのさ。自分だけは裏切らない、だから信じてくれ、ってな」

「おれは最後まで言いつづける。絶対になんて言わない。信じろとも言わない。ただ──」

　一度だけ、衡は呼吸をした。それから彼は頭上をまっすぐに見る。すぐそこにある木の板に横たわり、声を押し殺しながら肩を震ふるわせている白しろ山やまさんに向かって、はっきりと、

「ただ見ていてくれればいい。その上で判断してくれ。おれが裏切るのか、そうでないのか」

　我ながら曖あい昧まいな物言いだ。苦笑が口元に浮かび、その瞬間、上から声が聞こえてきた。

　白山さんの声。なんと言ったのかは、わからない。しんと静まり返った部屋の中で、その静寂に飲み込まれてしまいそうなほどに、その声は小さかったからだ。

　ただ、衡の耳が拾った声のかけらから判断する限りでは──

　うん。

　そう、小さくつぶやいたように聞こえた。

　それだけで衡は満足した。先ほどの胸の痛みが、白山さんに信用されていないと知ったときのわだかまりが、消えていくような気がした。今は信じてくれなくてもいい。これから先のいつの日か、本当の、心からの笑顔を見せてくれるようになれば、それで十分だった。

　満足したら、途と端たんに眠気が襲おそってきた。

　くあ、とあくびをして、寝返りを打つ。二段ベッドが軋きしんでも、衡はもう気にしなかった。今はもう、ただひたすらに眠い。頭から布団を被かぶり、そうしてもう一言口にしようとして、やめた。これ以上は蛇だ足そくになる。だから衡はその言葉を、頭の中だけでつぶやいた。

　おやすみ、白山さん。




　　　　◆




　ちなみに。

　白山さんの『心からの笑顔』は、存外早く見ることができた。

　部屋に自分以外の人間がいるという状況に、身体からだが慣れていなかったのだろう。あれほど眠かったはずなのに、やけに寝付きが悪く、衡は些さ細さいな振動で目が覚めてしまった。

　闇やみに慣れた視界の中で、なにかが動いている。どうやら上の段から誰だれかが降りてきているようだ。パジャマ姿のシルエットを見て、衡はそれが白山さんであることを知った。寝ぼけた足取りで、ふらふらと部屋の出口へと向かっていく。

　トイレだ。

　見ちゃいけないなあ、と思いつつも、半分眠っている衡こうの脳みそはまぶたを閉じる指令を出すのを忘れてしまった。電灯が点つき、ユニットバスの扉が開く音。広がりきった瞳どう孔こうに痛いほどの光が漏もれ、すぐに閉められて消えた。

　しばらくして、水を流す音が聞こえてきた。

　再び、うとうとしはじめる。

　まぶたを閉じる。その向こうが一瞬明るくなり、ぱちん、と電灯のスイッチを切る音と同時に、その明かりも消失する。白しろ山やまさんが近づいてくる気配を、薄ぼんやりと感じながら、衡はもう一度眠りに落ちようとして、

「…………………………っ!?」

　一気に目が覚めた。

　なぜかといえば不意に頭を触られてめちゃくちゃびっくりしたからであり、反射的に目を開けると息の音が聞こえそうなほど近くに白山さんの顔があったからだ。どんな表情をしているのかは闇やみに紛まぎれてまったく見えず、ただ彼女はぐいぐいと、遠えん慮りよのない手つきで衡の身体からだを押しのけて布団に入ろうとしている。

「──────っ、!?、なっ、」

「むう……くのえ、じゃま……もうちょっと向こう行ってよ……」

　とろけたその声に衡は白山さんの意識が眠りの縁ふちにあるのだということを理解する。混乱の極地にあった衡の脳のう髄ずいはとりあえずその要求を受け入れることを採択し、わずかに身体をずらしてスペースを空あけると白山さんがそこに入り込んできた。もはや「息の音が聞こえそうなほど」などという生半可なレベルではない。白山さんの吐息が、直接衡の鼻先をくすぐっている。

　なんだこれ。

　どぎんどぎんと危険な響ひびきを打ち鳴らしている心臓の音に紛れて、そんな声が衡の脳裏にこだました。マジで、なにこれ、どうすればいいんだ。

「んむぅ……ふふ、もう、くのえってば……くすぐったいよぅ……」

　もっとも心を許した相手にしか見せない無邪気な笑みと共に、白山さんは衡の耳元でそんなことを囁ささやいて彼の脳を沸ふつ騰とうさせようと試みた。その手に乗るわけにはいかない。ここで理性が吹き飛んだら、衡は恐らくいろいろなものを失うだろう。たとえば命とか。

　理性を保つために、衡は必死に思考を巡めぐらせて今の状況を理解しようとした。といっても難しいことなどなにもない。要するに、


　１．白山さんは寝ぼけていて。

　２．自分の寝る場所を間違えてしまって。

　３．そして自分を、一緒に寝ている九衛クノエだと勘違いしている。



　ただそれだけのことだ。簡単すぎる。

　が、そう思うあいだにも白山さんは存分に衡のことを弄もてあそんでいた。九衛にも同じことをしているのだろう、衡こうの頰ほおをぐにっとつまんでいつまでもぷにぷにとその感触を楽しんでいる。身体からだを離して逃れようにも白しろ山やまさんの両足が衡の膝ひざをがっちりと挟んでいて身動きできない。他人の太ももは温かくてやわらかいのだということを衡は学習し、こみ上げてくるなにかを必死になって飲み下していた。

「……だめだよ、逃げちゃ……くのえは、わたしの、────、なんでしょ……んにゅう……」
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　九衛クノエは意外とぞんざいな扱いを受けているらしい、もしかしたら白山さんは内うち弁べん慶けいなのかもしれない──というあまり関係のない推測を振り払い、衡は自分がなにをすればいいのかを、ようやく考えはじめた。

　白山さんを起こすことだけは、絶対にしてはいけないだろう。

　もしも白山さんを起こした瞬間に、彼女の手元に地球を破壊するスイッチが出現したら困るからだ。そうなれば白山さんは確実にそれを押す。自分がクラスメイトの男子の布団に潜もぐり込んで、彼の身体をあれこれ弄もてあそんだなどという事実に耐えるくらいなら、白山さんはすべてを無に帰すほうを選ぶだろう。彼女はそういう子だ。

　仮にスイッチが手元に出現しなかったとしても、白山さんは間違いなく悲鳴をあげるだろう。そして九衛が目を覚ます→主人に仕える侍のような素早さで降りてくる→白山さんと同どう衾きんしている衡を発見する→衡が八つ裂きにされる。以上。

　ごくり、と唾つばを飲み込んでから、衡は行動を開始した。

　慎重に、慎重に。

　決して目が覚めないように祈りながら、白しろ山やまさんの膝ひざから自分の足を抜いた。成功。

　白山さんはもう寝息を立てはじめている。衡こうのほっぺたを弄もてあそんでいた手も止まっていた。衡は息を殺しながら布団の中で身を起こし、超人的な精神力で、自分のすぐ傍そばで安らかに眠っている白山さんの身体からだに指一本触れずベッドをあとにするという偉い業ぎようを成し遂とげた。

　床の上に立ち上がり、深々と、息を吐く。フルマラソンを走り終えたあとでもこんな疲労は感じまい。衡は首を振りながら歩き出そうとして、

「………………」

　ズボンを。

　摑つかまれた。

「くのえ、どこ、いくの？」

　幼児のようなその声に、振り返ると目が合った。闇やみの中で白山さんがこちらを見ている。その目はとろんと寝ぼけていて、顔は上げずに枕まくらに押しつけたまま、ただその視線だけがひたりと衡に据えられている。

　衡は、

「────とっ、」

　モノマネは得意でないが、

「トイレ、です、シロさま」

　生命の危機であるなら話は別だ。

「……そう、はやく、もどってきてね……」

　そうつぶやいて、白山さんはふっと微ほほ笑えんだ。どきどきと鳴っていた心臓が、一瞬静まり返るほどに──その微笑みは、やわらかく、愛らしく、心からの信頼に満ちあふれていた。

　白山さんの手から力が失われ、それきり彼女は静かな寝息を立てているだけだった。衡は呼吸をするのも忘れてしばらくその笑顔に見入っていたが、やがて踵きびすを返した。言げんを違たがわずにユニットバスに入り、トイレの上に腰を下ろして、そしてそこで夜を明かした。

　あの笑顔をもっと明るいところで見たかった──ということを、一晩中考えていた。
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　授業の終わりを告げるチャイムが鳴るのと同時に、衡こうは机の上に突っ伏した。

「朝会ったときから思ってたんだが」

　担任教師が教きよう壇だんから離れ、教室にざわめきが戻ってくる。多くの生徒が待ちかねていたように鞄かばんを持ち、今日きようの予定を話し合っている。その音を聞いても衡はぴくりとも動かず、そんな彼を見下ろしながら伊い織おりは興味深そうに言う。

「今日はやけに眠そうだな。徹てつ夜やでもしたのか？」

　無論、衡はそれに答えたりはしなかった。下へ手たに口を開けば、伊織の動物じみた嗅きゆう覚かくによって昨晩の出来事を嗅かぎつけられてしまうかもしれない。それだけは、絶対に避けなければならない。

　あくびを繰り返す衡に、伊織は軽く肩をすくめた。

「さっきの休み時間にも言ったけど、念のため、もう一度言っておくぞ。『図書館部』部員は今日の放課後に図書館に全員集合、だそうだ。もちろん白しろ山やまさんも含めて」

「──ああ、もう、わかったよ。すぐ行くから」

　物もの憂うげに立ち上がり、衡は教室の出口に向かった。

　教室を出る際に、白山さんの姿が視界に映った。

　衡に背を向けて、廊下の向こうへと走り去っていく姿。

　声をかけて、一緒に図書館に行こうと誘おうかと迷ったが、そのあいだに彼女は廊下の角を曲がり、見えなくなってしまった。

　思えば隣席だというのに、今日はまだ一回も会話を交わしていなかった。今日の朝も、眠りともいえないような眠りから衡が覚めたときにはすでに白山さんと九衛クノエの姿は見当たらず、ただ「泊めてくれてありがとう、挨あい拶さつできないのは残念だけど、怪あやしまれないうちに女子寮に戻ります」というような内容のメモだけが、テーブルの上に残されていた。

　衡のベッドで目覚めた白山さんは、果たしてなにを思っただろうか。

　それを想像すると、一声かけなくてはいけないという義務感に駆かられる。が、声をかけるわけにはいかないという自制心も同時に湧わき起こってくる。わざわざあの一件に触れて、白山さんの羞しゆう恥ち心しんを刺激することもない。次に顔を合わせたときに何事もなかったかのように振る舞えば、それでいいのだ。

　昇降口を出て、図書館のある雑木林へと向かう。眠い目をこすりながら、特別教室棟前の遊歩道を通りかかった衡は、危うくそれを見逃しそうになった。

　子供だ。

　小学生くらいの年齢の男の子が、特別教室棟の玄関に立ち尽くしていた。

　歩きながら自分を見る衡のことを、子供はぼんやりとした眼まな差ざしで見返している。

　奇妙な沈ちん黙もくを保ったまま、その子供はやがて特別教室棟の陰に隠かくれて、見えなくなった。

「…………」

　なんだろう。

　なにかが頭に引っかかる。

　歩きながら、衡こうは首を捻ひねってその違和感の正体を確かめようとする。確かに高校に小学生がいるのは不自然だが、絶対にいてはならないというわけでもない。誰だれかの保護者が子供連れで学校を訪ねてきただけなのかもしれない。

　引っかかっているのはそういうことではない。子供があの場所にいるのが不思議だったわけではなくて、もっとこう、あの子供をどこかで見たことがあるような──

　ああそうだ、と、やっと得心が行った。

　ぼんやりと自分を見つめる、あの子の表情。

　あれに、見覚えがあったのだ。

　しかし、ではそれをいつ見たのかを思い出すことはできなかった。そんな些さ細さいなことをいちいち思い出していられるか、というもっともな考えが頭に生まれたからでもあるし──

　図書館を目の前にして、この中にいる『魔ま女じよ』から、どうやって白しろ山やまさんの秘密を守りきればいいのか、そちらのほうに考えを巡めぐらせなければならないからだった。




「白山さんから与えられたのは、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』という名称と特徴的なこの格好だけ。はっきり言って見つけ出せるかどうか、自信はあまりなかったのだけれど──」

　と、遠とお咲さき先輩は組んだ膝ひざの上に阿ア頼ラ耶ヤ識シキの写真を載のせ、それをぱしりと叩たたきながら、

「まさか、一日でこれほどまでのアクションを起こしてくれるとはね。おかげですぐに網に引っかかったわ。十と叶がのうさんのツテも、意外と役に立ったわね」

　そう言って、目の前のテーブルに資料を置いた。

　出るわ出るわ、二人の阿ア頼ラ耶ヤ識シキを様々な角度から捉とらえたいくつもの写真や、目撃証言をまとめたらしき詳しよう細さいなレポートが十数枚にわたり、ばさりと音を立てて広がった。

　白山さんは、それを複雑な表情で見下ろしている。

　そんな白山さんを真っ先に心配するはずの九衛クノエは、なぜか部室のどこにも姿を見出すことはできなかった。遠咲先輩の手前、九衛の行方ゆくえを白山さんに尋たずねることもできず、衡は手持ちぶさたに資料を手に取る。

「……オモチャ屋、ですか？　これ」

　写真の一枚は、防犯カメラの画像をプリントアウトしたもののようだった。目の粗い画像の中で、金きん髪ぱつ黒衣の阿ア頼ラ耶ヤ識シキが、オモチャやぬいぐるみに囲まれて楽しそうに笑っている。なぜかその頭に、鍔つば広ひろ帽子を被かぶっていた。

「ええ。正確には、大手デパートチェーン『[image: たか]倉屋』の六階、『アミュージア』の映像ね。これは『アミュージア』の防犯カメラから得た映像よ。彼女たちは午後四時半頃ごろにこの階に上がってきたと、数人の目撃者が証言しているわ」

「ま、確かにこんなカッコしてりゃ目立つでしょうね」

　写真の一枚を覗のぞき込みながら、伊い織おりはそんなことを言う。遠とお咲さき先輩は頷うなずいて、話を続けた。

「午後四時五十分。彼女たちは『アミュージア』に向かい、数分でそこから出てくる。残念なことに、店内でなにが起きたか定かではないわ。なにしろ静止画像しか入手できなかったから。ただ、まあ──彼らをここで調達したのではないか、という推測くらいは、立てられるわね」

　彼ら、というのは、ヴィヴィとメアのあとに続いている、オモチャのことだろう。

　熊くまのぬいぐるみにプラモデルのロボット、西洋人形にディスプレイ用の木馬まで。およそ人や動物の形をしたものが、彼女たちに召し仕えるようにして行列を成している。

　これが、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの力なのだろうか。

　ちらりと横目に窺うかがうと、白しろ山やまさんの顔色が、また一段階血の気を失っているところだった。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキの存在が、衆しゆう目もくに晒さらされたことを危き惧ぐしているのだろうか、それとも──

「さて、その後の追跡は、あまり正確なものでなくなることを断っておくわ。午後五時には、彼女たちの姿は『[image: たか]倉屋』から消えてしまったから。午後六時。相当数の人間が、駅前で『派手な服装をした二人の子供と、彼女たちに追従するオモチャの列、その後ろに従う数人の子供』を目撃している。あまりにも派手だったから目についたらしいけど、不思議と騒ぎにはならなかったようね。なにかの宣伝だと思われたらしいわ」

　この列に、人間の子供までもが含まれているからだろうか。

　白山さんの手が伸びて、写真を摑つかんだ。その指先が、細かに震ふるえていた。

「午後八時。最寄りの警察署に捜そう索さく願が三件提出される。対象者はいずれも『アミュージア』内で遊んでいた子供たちで、その行列の写真を見せたところ、その子たちが行方ゆくえのわからなくなった子供たちであることが判明したそうよ。要するに──そのヴィヴィとメアとかいう女の子たちに、連れ去られたということね。どうやったか知らないけど」

　罪悪感に彩られた白山さんの表情を、楽しそうに観察して、遠咲先輩は付け加えた。

「これ以上彼女たちを野放しにしておいたら、もっと被害が増えるかもね？　白山さん」

　白山さんが、唇を嚙かむ。そうして彼女は目を上げて、遠咲先輩をまっすぐに見据えた。

「……今、この子たちは、どこにいるんですか？」

「さあ。防犯カメラのある場所ならともかく、外に出られてはわたしの網も役に立たないから。断片的な目撃証言を集めて、『どっちの方向に行ったか』くらいの見当はつけられるけど、それ以上はわたしにもわからないわ。もっとも──」

　と、薄く笑いながら、遠咲先輩は言った。

「あなたがもう少し、わたしに詳しく情報を与えてくれるなら、話は別でしょうけどね」

　白山さんはうつむいた。それを見る遠咲先輩の目は、本当に楽しそうだ。今まで一度も、衡たちに相対するときは感情の端さえ覗かせたことはないくせに。どうもこの人は──白山さんのような女の子をいじめるのに、至上の喜びを覚えてしまうタチらしい。

　さすがに怒りを覚えて、衡こうは遠とお咲さき先輩に食ってかかった。

「ちょっと待ってくださいよ。実際に子供がいなくなってるんですよ？　そんな取引を持ちかけてる場合ですか？」

　さすがに今回は、伊い織おりもそれに同調した。

「そうですよ先輩、そんな駆かけ引きしてるあいだにこの子たちになにかあったら大変じゃないですか。それこそおもしろくなくなっちまう」

「あら、そんなふうに言われるのは心外ね。わたしだっていなくなった子たちを見つけ出したいとは思っているわ。でも情報が少なすぎてどうにもならないのよ」

　そう言われてしまえば、情報網を持たない衡たちにはなにも言い返せない。しばらく黙だまり込んでから、衡はうめくようにして尋たずねる。

「どこにいるかくらいの見当は、ついてるんじゃないですか？」

　遠咲先輩は微ほほ笑えんで、平然と、

「いいえ、ちっとも」

「…………そうですか」

　衡には、それしか言えない。苦にがい敗北感が、口の中に広がっていく。

　遠咲先輩がどれだけ確実な情報を得たとしても、それを彼女が握り潰つぶしてしまってはなす術すべがない。遠咲先輩にとっては、昨日きのう衡たちが提示した条件など、なんの意味も持っていなかったのだろう。自分が詮せん索さくできないのなら、向こうが話さざるを得ないような状況に持ち込めばいい──遠咲先輩は、そう考えたのだ。

　きゅっ、となにかに引っ張られる感触がした。見ればそれは白しろ山やまさんが衡のブレザーの裾すそを摑つかんでいる感触で、迷子の子供のように縋すがりつきながら、白山さんが弱々しく声をあげた。

「……わ、わかりました。わたしに答えられることなら、なんでも──」

　そこまで言いかけて。

　白山さんは、ぴたりと口を噤つぐんだ。

　なぜなら衡が手を伸ばしたからだ。より正確には、彼が手を伸ばして白山さんの持っている写真を奪い取ったから。素早いその挙動に、白山さんは敗北宣言も忘れてこちらを見上げてくる。衡はそれを見返しもせずに、ただじっと、写真の中に映り込む一点を見つめている。

「白山さん。言うことはないよ」

「……え？」

「わかった。ヴィヴィとメア、それにさらわれた子供たちがどこにいるのか」

　遠咲先輩がわずかに目を見開いて、衡のことを見た。伊織も同じように、息を詰めて成り行きを見守っている。

　写真の中で、ヴィヴィとメアの行列に連なるひとりの男の子。

　ぼんやりとしたその顔は──つい先ほど、衡が目にしたものだった。

「この学校の、特別教室棟だ。──そこで、この子を見た」

　伊い織おりと白しろ山やまさんが、揃そろって驚きの声をあげた。その中で、遠とお咲さき先輩は無言のまま、ただじっと衡こうの表情を眺めている。その顔には感情らしい感情も浮かんでおらず、そこから彼女の思考を読み取ることはできなかった。

　と、遠咲先輩が肩をすくめた。割れかけたタネをいつまでも秘密にしておこうとするほど、機が読めないわけではないのだろう。

「ま、知られたのなら仕方がないわね。そうよ。平ひら沢さわくんの言うとおり、確かにこの学校周辺でヴィヴィたちの目撃情報があるわ。発見したのはあなたたちのクラスメイト、前まえ田だ秋あき穂ほさん。登校途中に見かけて、回れ右をして逃げ出したんですって」

「じゃ、今もあそこにいるってことですか？　特別教室棟に？」

　にわかには信じられない、という口調で伊織が言った。遠咲先輩は「さあ」と答え、

「それは、直接確かめたわけではないからわからないわ。なにしろ──特別教室棟の防犯カメラはすべて破壊されているようだから」

　こつん、と、遠咲先輩の指がラップトップパソコンを叩たたく音が響ひびいて、それきり部室はしんと静まり返る。それは確証ではないが、かなり決定的な証拠だ。ヴィヴィやメアが、自分たちの動向を探られるのを恐れて壊したに違いなかった。

「あ、あの、すいませんっ！」

　不意に白山さんがそんな声をあげた。視線が集中し、白山さんは上ずった声と表情で、

「とっ、トイレに行きたくなっちゃったんですけど──失礼して、いいですか？」

　沈ちん黙もく。

「……どうぞ。場所はわかるかしら？」

　やがて、遠咲先輩がなんでもないような口振りでそう言った。白山さんは大おお慌あわてで頷うなずき、鞄かばんを持って駆かけ出していく。そんなに我が慢まんしていたのか、遠えん慮りよせずに早く言えばよかったのに、と衡は頰ほおを搔かきながら思い、

　遠咲先輩が、じっとこちらを見ているのに気づいた。

「………………」

　目を瞬またたかせて、少し考えて。

　それから、衡はその意味に思い当たった。

「──あ、すいません先輩。おれもいいですか？」

　遠咲先輩が頷いたのを見届けてから、衡は部室をあとにして、まっすぐに図書館の出口へと向かった。

　案の定──そこには、ぐずぐずと話し合っている二人の少女がいた。

「──やはり、九衛クノエは反対です。阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるかもしれない場所に、シロさまをお連れするわけには参りません！」

「そ、そんなこと言ったって仕方ないじゃないの。だってあなた、方向音おん痴ちでしょ？　わたしの案内なしに、特別教室棟に辿たどり着けるわけないじゃない」

「ですから何度も申し上げておりますように、あのニンゲンを使えばそれで済むことで──」

「だっ、だめ！　そんなの、絶対、これ以上衡こうくんを危険な目に遭あわせるわけには、」

　そこで衡は、ぽん、と白しろ山やまさんの肩を叩たたいた。

「きゃうっ!?」

　変な声と同時に白山さんの純白の髪かみが逆立った。驚きに身体からだを強こわ張ばらせてこちらを振り返ることもできない白山さんに、衡はことさらに悲しげな声を響ひびかせる。

「水くさいな。そういう事情があるのなら、おれに言ってくれればいいのに」

「………………こ、衡、くん、違うの、これは、」

　口をぱくぱくさせて言い訳をしようとした白山さんの努力を、九衛クノエが満面の笑みで粉ふん砕さいしてくれた。

「いいタイミングで来たな、ニンゲン。聞いてのとおりだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるとかいう、そのトクベツキョーシツトーってところに、おまえが案内しろ」

　彼女の傲ごう岸がんな口振りにはすっかり慣れてしまった。衡は苦笑し、それからふと、九衛の姿を見るのは今日きよう初めてであることに気づいた。

「そういえば、九衛。今までどこにいたんだ？」

「……うるさいな。鞄かばんの中だよ」

　ふてくされたようにそう答える。衡は昨日きのうの会話を思い出した。昨日はあれだけべったりと白山さんに張りついていたのに、どうして今日に限って鞄の中に潜ひそんでいたのだろう。

　と、白山さんが咳せき払ばらいをした。説明をすることによって、今の気まずい状況をごまかそうとしたのかもしれない。

「──九衛は、『守ツ憑キ霊ダマ』だから。外の世界にいると、それだけで消耗してしまうの。昨日一晩わたしの近くにいたものだから、今日は鞄に入って、いざというときのための力を蓄たくわえておかなくちゃならなかったの」

　衡は九衛のことを見た。確かに──心なしか、やつれた顔をしている。

　そして今が、その『いざというとき』ということか。そう思った途と端たん、重圧が心にのしかかってくるのを感じた。九衛の貴重な時間と体力を使って、もし無む駄だ骨ぼねだったら、取り返しのつかないことになるのではないだろうか。

　それでも、かなり確度の高い情報であることに間違いはないはずだ。特別教室棟の防犯カメラがすべて壊されていたなど、イタズラにしては規模が大きすぎる。

「それなら、少しでも早く向かったほうがいいな。よし、急ごう」

　歩き出そうとする二人を──白山さんは、両腕を広げて押しとどめようとして、

「だっ、だから、それはだめだってば！　昨日言ったとおり、阿ア頼ラ耶ヤ識シキっていうのは本当に、ほんっとーに危険な相手なの！　だいたい、衡こうくんはメアに狙ねらわれてるんでしょ!?　それなのにわざわざ阿ア頼ラ耶ヤ識シキのねぐらに行くなんて、そんなこと絶対だめ！」

　そして九衛クノエに、あっさりと押しのけられた。

「それはいけません、シロさま。九衛は『守ツ憑キ霊ダマ』として、シロさまを危険に晒さらすことなどできません。まあ、こちらのニンゲンなら別ですが」

「な、なんてことを──！」

「いや、いいんだよ白しろ山やまさん。九衛の言うとおりだ。鞄かばんの『持ち主』のきみが、もし阿ア頼ラ耶ヤ識シキに遭あってしまったら、向こうはちょっかいを出してくるだろう。──ま、その条件は、おれも同じかもしれないけど──」

　それでも白山さんよりは、自分のほうが逃げられる可能性が高いはずだ。

「ふん、たまにはいいことを言うじゃないか、ニンゲン。──ほら、さっさと行くぞ。九衛の道案内役をさせてやる」

「……消耗してても偉えらそうなのは変わらないんだな。まあいいや」

　白山さんは「あのその」とか「ちょっと待って」と会話に入ってこようとしたが、衡と九衛は見事な連携でそれを無視して、連れ立って歩きはじめた。

　それでも白山さんはついてこようとした。小走りになって、衡のことをなんとか引き留とめようとするが、衡が思い出したように振り返り、

「白山さんは部室で待ってて。大丈夫、すぐに戻るよ」

　笑顔でそう言うと、なにかを打ち砕くだかれたような表情を浮かべて、うなだれてしまった。
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　こち、こち──と、秒針が時を切り刻む音だけが、室内に響ひびいている。

　白山さんはソファに座って、その時計をじっと見つめていた。

　部屋には二人しかいない。すなわち白山さんと遠とお咲さき朱しゆ遊ゆの二人だけで、朱遊のほうは自分の役目など完全に忘れてしまったかのような表情で本を読んでいるのだが、白山さんは落ち着かない様子でもじもじと尻しりを動かしている。首を伸ばして恐る恐る朱遊を窺うかがい、なにかを尋たずねようと口を開きかけて、やっぱり挫ざ折せつしてうつむいてしまう。

　朱遊が本を閉じた。

「なに？」

　不意に響いた一声に、白山さんの肩がぴくっと震ふるえた。朱遊の表情を覗のぞき込みながら、ぎこちない笑みが唇の端に上る。

「……あ、あの……なにを、読んでるんですか？」

　この期ごに及んで聞くことがそれか、とこの場に平ひら沢さわ衡がいたら苦笑したことだろう。しかし遠とお咲さき朱しゆ遊ゆは平ひら沢さわ衡こうではない。彼女はきわめて事務的に、自分が読んでいた本の表紙を白しろ山やまさんに向けて、そこにある文字を音読した。

「『アリア・アーリントンと霧きりの部屋の殺人鬼』。リチャード・Ｇ・サルヴァトーレ著。１９９８年刊行の推理小説。興味がおありかしら？」

「えっ、──それは、その」

「あら、白山さんも本は読まないの？　悲しいわ。ここは本来『文芸同好会』だというのに、平沢くんも桐きりヶが谷やくんもあまり読書に興味がないみたいなの。あなたなら、本の話ができると思ったのに」

「あ、よ、読みます！　その、アリア、さんのお話は読んだことがないですけど、日本の小説なら、いくつか。石田秀三さんの『遠き灯』とか、永江芽依さんの『まどろみの指先』とか、好き、です」

「純愛小説ね。女の子らしくていいんじゃないかしら」

　そう言って、朱遊は静かに微ほほ笑えむ。白山さんは恥ずかしそうに顔を赤らめながらはにかんでいる。それをまじまじと観察しつつ、朱遊はゆっくりと唇を開き、

「ところで白山さん」

「はい？」

「あなたの鞄かばん、穴が空あいてるのね？　修しゆう繕ぜんしなくていいのかしら？」

　白山さんの笑みが、一瞬にして吹っ飛んだ。

　しどろもどろになりながら鞄の穴を隠かくそうとし、朱遊はその反応をじっと観察しながら立ち上がった。それだけの挙動で白山さんは哀あわれなほどに慌あわてる。朱遊は部室の戸棚を引き開けて、そこからひとつの箱を取り出した。白山さんに近づく。白山さんは捕ほ食しよく者しやに向ける視線をじっと朱遊の無表情に注いでいる。

　すとん、と、朱遊は白山さんの向かいのソファに座った。

　机の上に置かれたのは、裁さい縫ほう箱ばこだ。

「縫ぬってあげるわ。貸してごらんなさい」

　白山さんは息を詰め、目を見開いて朱遊のことを凝ぎよう視ししている。

　朱遊は白山さんを見返しながら、どうしたの、とでもいうように、首をかしげた。

　しばらく迷ってから、白山さんは守るように抱えていた鞄を、おずおずと朱遊に差し出した。

「あの──」

「？」

「お、お手数なんですけど、鞄、裏側から、縫っていただけませんか──？」

　恐きよう縮しゆくしきった声でそう要望した白山さんに、朱遊は「わかったわ」と頷うなずいた。

　朱遊は裁縫箱を開けて、長めの縫い針と太めの黒い糸を取り出した。針の穴に糸を通して、それから朱遊は鞄に空いた穴を静かに見下ろした。ガムテープで応急処置が施されたその穴は焼け焦げている。朱しゆ遊ゆはぽつりと、

「白しろ山やまさんは、タバコを吸うの？」

「────っ!?　すっ、吸いません!!」

「別に謝らなくてもいいのに。わたしはそういうことは気にしないわ。『どんな犯罪もバレなければ起きていないのと同じ』というのは至言よね。図書館内で吸われると困るけど」

　白山さんはぱくぱくと口を開閉させている。言葉は出てこない。朱遊は顔色ひとつ変えずに鞄かばんの中身を観察し、ちくちくと縫ぬいながら続けた。

「冗談よ。あなたがそんなことするなんて思ってないわ」

「────、────！」

「けど、それならこれは誰だれが空あけた穴なのかしらね？　見た感じ、偶然こうなったというよりは、わざとタバコを押しつけられた、という痕こん跡せきだけど」

　白山さんはうつむいた。その頰ほおを眺めながら、朱遊はほとんど断定するような口調で、

「十と叶がのうさんね」

　白山さんの動きが、ぎくりと止まった。それを見て、朱遊は目を細める。

「あとで土下座させるわ」

「そっ、──そんなことしなくても大丈夫です！　ほんとに平気ですから、だから──」

「でもこの鞄、大事なものなのでしょう？」

　白山さんの表情に、変化が起こった。

　焦りと困惑に彩られていた白山さんの顔が、不意に感情の色を失った。泣きそうに歪ゆがんでいた口元がすっと引き締まり、その目はどこか遠くを見るように焦点が定まらなくなる。なにかを懐かしんでいるような、あるいは、はるか昔に味わった欠損の痛みを思い出しているような、そんな表情。

　そっと目を伏せて、いっそ優やさしげにも響ひびく声で、白山さんはつぶやいた。

「お母さんの形見です。ただひとつ、お母さんが残してくれたものが、その鞄なんです」

　でも、と白山さんは、儚はかなく笑う。どこか困ったようにも、見える微ほほ笑えみ。

「大事なものかと聞かれたら、答えることはできません。自分でも、よくわからないんです。これはたったひとつの、お母さんとの繫つながりだけど。──ときどき、捨ててしまいたくなることがあるから」

　そう言って、白山さんは口を噤つぐんだ。その表情に後悔が浮かぶ。朱遊はそれを横目で見ながら、縫い終えた傷口をそっとなぞって、ぽつりと、

「余計なことをしたかしらね」

「あっ──いえ、とんでもありません！」

　白山さんは慌あわてて首を振って、朱遊から鞄を受け取った。自分も同じように縫い目をなぞり、それから白山さんは笑う。嬉うれしそうに、どこかくすぐったそうに。

「ありがとうございます。遠とお咲さき先輩。──本当は、自分でやらなくちゃいけなかったんですけど、こういうのすごく苦手で。だから、とても助かりました。わたし、遠咲先輩のこと誤解してました。本当に、ありがとうございました」

　深々と頭を下げる白しろ山やまさんを、朱しゆ遊ゆは考えの読めない表情でじっと観察し──

　唐突に、その鼻から一筋の血が垂れてきた。

「っ!?」

「あら、ごめんなさい。体質なの」

　朱遊は平然と鼻を押さえて、そう言った。テーブルの上に置いてあったティッシュに手を伸ばし、数枚を摑つかんで鼻に当てる。鮮血の紅色が真っ白なティッシュに滲にじみ、それを見つめながら白山さんは恐る恐る、

「……た、体質って？」

「興奮するとね、鼻血が出てしまうの。あなたがいけないのよ白山さん。そんな無防備な顔を他人に見せるものではないわ。襲おそいたくなってしまうから」

「……………………」

　絶句する白山さんを尻しり目めに、朱遊は端たん麗れいな表情を崩さないまま、自分の鼻にティッシュを詰めている。

　詰め終えた朱遊は、再びかすかな笑みを口元に浮かべた。なぜかといえば白山さんが硬直し、その表情が恐怖に引きつっているからだ。今すぐ逃げ出したい、と全身で表現している白山さんを見て、朱遊の鼻に詰められたティッシュがいっそう紅あかく染まる。それから彼女はゆっくりと口を開こうとして、

「あー、先輩。ちょっといいっスかね？」

　邪じや魔ま者ものが来た。

　朱遊の口元から、笑みが消えた。まさしく邪魔者を見る目を伊い織おりに向ける。それだけのことで、伊織はその長身をびくりと震ふるわせた。おれなにかしたか？　という表情を浮かべ、すぐに咳せき払ばらいをして用件を告げる。

「……いや、あの、図書館の周まわりを見張ってろって命令だったもんですから、見回りしてたんですけど、ちょっと気になることがあって、報告に」

「なに」

「あのー、えー、非常に言いにくいんですけど、なんと言いますか、端的に述べますとー」

　朱遊が眉まゆを寄せた。伊織はそんな表情をした朱遊のことを生まれて初めて見て、そして生まれて初めてともいえる激しい恐怖を覚えた。朱遊の内面に渦巻いたであろう苛いら立だちを敏感に感じ取って、伊織は熟練の兵士のように迅じん速そくに簡かん潔けつに、自分が覗のぞき見たものを二人に告げた。

「図書館の中に、ぬいぐるみのパレードが入ってきました」
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　特別教室棟に辿たどり着き、昨日きのうヴィヴィとメアが出てきた部屋を見回ってみても、彼女たちの痕こん跡せきを見つけ出すことはできなかった。

　焦りが生まれる。九衛クノエの時間は、限られているのだという。それを自分の推測で無む駄だ遣いしてしまったとしたら、両肩に食い込む責任はさらに重いものになるだろう。

　そんな焦りを知ってか知らずか、九衛がおもしろがるような意地悪な口調で、

「で？　どこになにがいるって？」

　地下の薄暗い通路を歩きながら、衡こうは唇を曲げて九衛を見た。

「まだ探しはじめたばかりだろ。それに、いるかもしれないと言っただけで確実にいるとは言っていない」

「おやおや。今から見つからなかったときの言い訳の練習か？　そんな心構えでよくシロさまの信頼を勝ち取ろうと思えたものだな？」

「勝ち取るとか取らないとか、そういう問題じゃないだろ」

　ふん、と鼻を鳴らして、九衛はぎっと衡のことをにらみつけた。今この場には白しろ山やまさんがいないから、はっきり話をつけるいい機会だと思ったのかもしれない。

「言っておくが、シロさまがおまえごときに心を開くなんて、千年経たってもあり得ないことだからな。あの方はニンゲンというものに対して、深く深く絶望していらっしゃるのだ」

　ラスボスの側近みたいなことを言い出した。

「だから、おまえなんかには、『九絶門Val'DOR's Gate』は絶対に扱えないんだからな。おまえはそのことだけ覚えておけばいい。あれは、シロさまと九衛にしか使えないものなんだ」

　衡は片かた眉まゆを上げて九衛のことを見、

「ずいぶんこだわるんだな、『九絶門Val'DOR's Gate』に。──そういえば、昨日はどうしておれに貸してくれなかったんだ？」

　九衛の顔が赤くなった。白山さんの顔が赤くなると可愛かわいらしいが、九衛の顔が赤くなると生命の危機を覚える。彼女は牙きばを剝むくようにして吐き捨てた。

「貸す必要がなかったからだ。あれは九衛にしか使えないものだ」

「やってみなきゃわからないだろう。試すくらいはいいじゃないか」

　九衛の表情がさらに険悪になっていく。『夜よる房ふさ』を握りしめている手がぎりりと音を発して、衡は自分で油を注いでおきながら火元からわずかに距離を取った。

「────いいか。ニンゲン。『領域ナワバリ』というものは本来その所有者にしか扱えないものなんだ。なぜなら、『領域ナワバリ』はその者の心の一部だからだ。当人の心象世界の具現だからだ。誰だれかの心を他ほかの誰かが扱うことなんてできやしない」

「……でも、おまえは扱えてるじゃないか？」

「九衛クノエが使えるのは、九衛が『守ツ憑キ霊ダマ』だからだ！　そのために存在しているから、九衛はシロさまのお心に触れることができるんだ！　──それを、おまえみたいな、ぽっと出の、たまたまシロさまを助けただけの、なにも知らない、愚ぐ図ずで、無知で、間抜けで、ノロマで、無知で、愚おろかで、無知な奴やつが、──────」

　延々と続く罵ば倒とう文句に、衡こうは口を差し挟むことを諦あきらめた。前々から九衛のことは難しい女の子だと思っていたが、自分はその難しい女の子によほど嫌われているらしい。

　と、二人は同時にぴたりと立ち止まった。

　地下通路の、少し離れた先にある、ひとつの倉庫。

　その入り口から──熊くまのぬいぐるみがこちらを覗のぞいている。

　いつぞやの白しろ山やまさんのように、半身だけを隠かくして、こちらのことを監視するように。一瞬立てかけられているだけかとも思ったが、二人が気づくや、さっと引っ込んでしまった。すぐには理解できずに衡は立ち尽くし、それよりも先に九衛は『夜よる房ふさ』を担かついで駆かけ出した。

「不本意だが、褒ほめてやるぞコウ！　確かに、ここがあいつらのねぐらのようだな！」

「あっ、九衛──！」

　制止の声が届くより先に、九衛は熊のぬいぐるみを追って倉庫の中に駆け込んでいき、

　その直後、ばしん！　と音を立てて倉庫の扉が閉まった。

「うわっ!?　なんだおい、やめろコウ、こんなイタズラをしている場合か!?」

「おれじゃねえよ！　つーか、そんな見え見えの罠わなに引っかかってるんじゃない！」

　そう叫んで、衡も走り出そうとした。九衛と分断されるのは非常にまずい。なにしろ衡はただの人間に過ぎないのだ。こんなところをヴィヴィやメアに襲おそわれたら、それだけで、

「あら」

　ぴたり、と。

　思考と共に、衡の身体からだまで凍りついた。

「昨日きのうのニンゲンじゃないの。『守ツ憑キ霊ダマ』と一緒にいるということは──わたしたちのことを、少しは知っているのかしら？」

　通路の奥の闇やみ。ちりちりと明めい滅めつする、蛍光灯の光の下に。

　ヴィヴィとメアが、手を繫つないでゆるりと進み出てきた。

「メアの『天塔瓦解Fallout』に襲われたのに、わたしたちに関わろうとするなんて。そんなにメアと『鬼ごっこ』がしたいのかしら？」

　メアはそれを聞いてくすくすと笑い声を漏もらした。その瞳ひとみに見据えられて、ぞわりと寒気が衡の背筋を走る。なによりも自分の命を救うために、衡は大声で九衛に警告を発した。

「九衛！　阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出たぞ！」

「なに、どこだ？　──ええい、邪じや魔まだこの熊！　どけ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが──わぷっ」

　不吉な感じのする沈ちん黙もくが一瞬よぎり、そして九衛クノエは、

「…………このっ、九衛を、馬ば鹿かにするんじゃないっ!!」

　一声聞いただけでキレたとわかる怒声と共に、九衛が倉庫の中で大暴れする音が響ひびき渡った。

　衡こうは頭を抱える。そんな彼を見て、ヴィヴィは忍び笑いを漏もらした。

「やっぱり『守ツ憑キ霊ダマ』は、あまり賢かしこくないみたいね。これならなんとかなりそう」

「うん、まったくだよね、ヴィヴィ」

　頷うなずき合う二人にもう少しで同意しそうになった。そうしなかったのは、九衛に対する思いやりというよりもヴィヴィの言葉が気になったからだ。なんとかなる。つまり彼女は、なにかをするつもりでここにいるのだ。

「……おまえら、なにが目的だ？　どうしてわざわざこの学園に戻ってきた？」

　ヴィヴィは衡のことを見る。無邪気に笑む唇に、一本立てた指をつけて、

「ふふ、ひみつ。それを言ったらあなたは邪じや魔まするでしょう？　ニンゲン風情に邪魔されたところでどうということはないけれど──『守ツ憑キ霊ダマ』に告げ口されたら、面倒ですもの。さ、みんな、出てきなさい、かくれんぼの、はじまりはじまり！」

　両腕を広げて、ヴィヴィがそう呼ばわると──それを合図としたかのように、通路の左右にある部屋の扉が一斉に音を立てて開いた。

「『領域ナワバリ』は外の世界では弱まるみたいだけれど、それなら最大限に活用しなくてはね。だってここには、ニンゲンが腐るほどたくさんいるんだもの。使わないほうが損でしょう？」

　危ういところで、悲鳴をあげるのをこらえた。

　左右の教室から生徒や教師がぞろぞろと溢あふれてくる。これだけの数の人間が、息を潜ひそめて教室に隠かくれていたのだと思うだけで気持ちが悪い。衡は顔を引きつらせながら、なすすべもなく壁際に追い詰められていく。じわじわと狭まってくる包囲を見つめながら、衡は最近見たゾンビ映画のタイトルはなんだったろうかという考えを弄もてあそんでいた。

「まあ、殺しはしないから。安心して『遊ノ王Idle Master』のいのちを受け入れなさいな」

「そうそう。ヴィヴィの言うとおり」

　雑多な人の群れの向こうに隠れて、見えなくなってしまったヴィヴィとメアがそんなことを言っている。それを聞いて、衡は違和感に囚とらわれた。彼女たちのことを詳しく知っているわけではないが、それにしても──昨日きのう出会ったときとは、なにかが違うような気がする。

　だが、その違和感を詳しく検分するより先に──

　人垣の背後の扉が、けたたましい音を立てて吹き飛んでいた。

「～～～～～っ、だああっ！　じゃ・ま・だ・このニンゲンどもがっ!!」

　扉を蹴けり破って通路に躍おどり出てきた九衛は、『夜よる房ふさ』を振るって通路に満ち満ちた人々をなぎ倒す。ゾンビのあいだに動揺が走り、その隙すきを縫ぬうように衡は姿勢を低くして九衛のところまで駆かけ戻った。

「ふん。これがヴィヴィの『領域ナワバリ』か。ニンゲンを操る──そんなもので、九衛クノエをどうにかしようなんて、お笑いぐさだな！」

　叫んで九衛は、『夜よる房ふさ』を大回転させる。身体からだごと回転させながら『夜よる房ふさ』の鎬しのぎで無慈悲な車輪のように人々の壁を殴り飛ばしていく。それに当たらないように腰をかがめて避難しながら、衡こうはぽつりと、

「……怪け我がさせるなよ」

「当たり前だ！　シロさまが悲しむようなことを、九衛がするはずがないだろう！」

　と、人垣の向こうから、嘲あざけるようなヴィヴィの声が聞こえてきた。

「遊んであげてもいいけどね、『守ツ憑キ霊ダマ』。残念なことにわたしの目的はそうじゃないの。あなたの相手なんかしていられないわ」

「……なんだと？」

「悔しい？　悔しかったら捕まえてごらんなさい。ま、あなたじゃわたしの顔を見ることさえ、無理に決まっているけどね」

　九衛の幼い顔立ちに、それとわかるほどの激怒の色が差した。『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』と呼ばれる黒い長刀を、ゆっくりと肩に担かつぐ。ぬらりとした軌き跡せきを空中に残しながら、目の前の人の壁を物理的な意味で切り開こうとして、

「ばっ、馬ば鹿かおまえやめろ殺す気か!?」

「うるさい離せ九衛に触れるな!!　ただのクソノラ阿ア頼ラ耶ヤ識シキのくせに、『守ツ憑キ霊ダマ』である九衛を馬鹿にするとはいい度胸だ！　首根っこ引っつかんで無理矢理土下座させてやるっ！」

「落ち着けって！　あいつらはああやって挑発してるだけだ、怒ったら相手の思うつぼだぞ！」

　人の壁の向こうから、あざ笑うメアの声、

「あれれ、ニンゲンに手た綱づなを握られてるの？　『守ツ憑キ霊ダマ』のプライドはないのかなー、みっともないね、ヴィヴィ！」

　炎は温度が高くなるにつれ、色が赤から青へと変じていくのだという。九衛の表情にも同じことが起きていた。あまりに腹が立ちすぎて、逆にその顔は笑っているようにさえ見える。それを嘲るように、くすくす笑うヴィヴィの声は遠ざかっていく。どうやら階段を経由して、一階へと向かっているようだ。

「くそっ！　どけ、おまえら！」

　怒りも露あらわに、九衛は人壁をかき分けようとしている。無む謀ぼうだった。あまりにも、あまりにも人が多すぎる。怪我をさせないように手加減をしながらでは、遅々として進むことはできまい。九衛は悔しそうに地じ団だん駄だを踏み、そんな彼女を見て衡はため息をつく。

「九衛。──おい、九衛って」

「なんだ!?　言われなくたってニンゲンは傷つけないさ！　シロさまが悲しむからな！」

「そうか、それはいい心がけだ。けど、今のままじゃいつまで経たってもあいつらには追いつけない。だから」

　そこまで言って、衡こうは天井を指差した。

　九衛クノエが理解するまでに、三秒ほどの時を要した。それから九衛は、表情をぱっと輝かがやかせて、衡の指差した天井を見上げる。

　九衛は『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』の切っ先を、床に向けた。

　それから、全身を伸ばすようにして飛び上がった。空中にぬらりと『夜よる房ふさ』の漆しつ黒こくが刻まれて、その刀身は音もなく天井に吸い込まれていく。

　宙に静止したほんの一瞬の時間を使って、九衛は空中でくるりと回転してみせた。当然のことながら九衛の手に握られている『夜よる房ふさ』の黒も、その回転円周に沿うようにして疾はしっていく。それから九衛は着地して、ついっと後退したその足下に──

　円柱状に切り取られたコンクリートが落ちてきた。

　丸い穴の向こうに上階の天井が覗のぞき、九衛は一足飛びにその穴へと飛び上がる。その身体能力に感心する時間は、衡には与えられなかった。なぜならば九衛に首根っこを摑つかまれて、彼もまた一階に無理矢理連れ出されたからだった。

　一階に立った九衛は、にやりと笑って前方を見る。

　ヴィヴィとメアの二人が、つんのめるようにして立ち止まっていた。

「九衛のことを散々に言ってくれたな、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。言っておくが、もう泣いて謝るくらいじゃ済まないぞ」

『夜よる房ふさ』の切っ先を二人のほうに差し向けて、九衛は冷たくそう言った。自分を見据える黒い刃に、ヴィヴィの口元からは笑みが消え去っていた。じり、と後ずさりをして、ヴィヴィは低い声でつぶやいた。

「かくれんぼをするつもりだったのに、鬼ごっこになるなんてね。計算外だわ、まったく」




　　　　◆




　侵入口はどうやら図書館東側の二階窓のようだった。

　なぜかといえば図書館入り口のシャッターは閉まっているからだ。衡と九衛を送り出してすぐに、遠とお咲さき先輩は図書館の入り口を封ふう鎖さしてしまった。こういう事態を想定していたのかもしれないし、懐に入った白しろ山やまさんを逃したくなかっただけなのかもしれない。

　ともかくも、と伊い織おりは窓から首を引っ込めて、背中を壁に預けた。どうにかしてこの場を切り抜けなくてはならない。

　三人は現在、『図書館部』部室にて息を潜ひそめていた。伊織はぬいぐるみたちに気づかれないようにそっと外の様子を窺うかがい、白山さんは恐怖のあまり青ざめた顔で鞄かばんをぎゅっと抱きしめ、遠咲先輩は身を低くした体勢でやはりラップトップパソコンを弄いじっていた。

「……用意周到なことね。ハンドベルを用意しているわ。わたしたちを見つけたら、あれで仲間に知らせる、という手はずなのでしょうね。それとも彼らが狙ねらっているのは、白しろ山やまさんだけかしら？」

　白山さんの肩がびくりと震ふるえた。ぱくぱくぱく、と口を動かして金魚の真ま似ね。それを見て遠とお咲さき先輩の瞳ひとみが笑み、伊い織おりは遠咲先輩の悪趣味さに呆あきれる。

「んなことより、どうやって逃げるんですか？　館内はあいつらでびっちり埋まってますし、いつまでもここにはいられませんよ？」

　伊織の言葉に遠咲先輩は少し考えてから、白山さんに向き直り、

「これは、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの仕業なの？」

　そう尋たずねた。

　白山さんは口を噤つぐんでしまう。その顔は、窒ちつ息そくしているかのように切迫していく。実際のところ、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』というものがどんなものなのか、伊織はまったく知らない。知らないが──しかしまあ、今までの自分の常識を覆くつがえすようなものに違いないということは、この『パレード』を見ていれば理解できた。

　白山さんの返答がないことを確かめてから、遠咲先輩は小さく息を吐く。

「──答えたくないなら構わないけどね。それじゃもうひとつだけ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキというものの包囲を、わたしたちが押し通ることはできる？」

　今度は白山さんもきちんと応こたえた。ふるふると首を振って、遠咲先輩の考えが無茶なものであることを示したのだ。遠咲先輩は、いっそ楽しそうに伊織を指差し、

「桐きりヶが谷やくんでも？」

「無理です。誰だれであっても。──阿ア頼ラ耶ヤ識シキをやっつけるなんて、人間にはできません」

　ふむ、と顎あごに手を当てて、遠咲先輩は少し考え、

「なら、隠かくれるしかないわね」

「いやだから、先輩、隠れようったってここにいたんじゃどこにも──」

　言いかけて遠咲先輩の視線に遮さえぎられた。彼女の瞳に晒さらされると、たいていの人間は自分が服のボタンさえ満足にかけることのできない間抜け野郎なのではないかという疑問に囚とらわれて口を噤んでしまうのだ。このときの伊織もそうだった。

　ぐっと息を詰まらせて黙だまり込んだ伊織の腕を引いて、遠咲先輩は彼を部屋の隅へと連れて行く。本がみっしりと詰まった本棚を、こんこん、と叩たたき、

「これ。動かして」

「え──、あ、はい、ただいま」

　両腕で書架を抱えてから、これを動かしてなんになるんだろう、という虚きよ無む的な疑問が湧わき上がってきた。が、それを口に出す勇気はさらさらないので、伊織は言われたとおり両腕に渾こん身しんの力を込めて、

「よっ、────とおっ！」

　本がいっぱいに詰まった木製の棚が、空中に浮かび上がった。どかどかと、音を立てて何冊かの本が伊い織おりの頭上に降り注いだ。

　右側にどけてから、振り返る。これでいいですか、と遠とお咲さき先輩に聞こうとして、白しろ山やまさんが目をまん丸にして自分を見つめていることに気がついた。

「相変わらずの馬ば鹿か力。ま、こういうときには助かるけれどね」

　感謝の心など母親の腹の中に置き忘れてきましたとでもいうような口調でつぶやいて、遠咲先輩は書架をどけた場所にしゃがみ込んだ。そこにあるのは、

「……ドア？」

　思わず訝いぶかしげな声が漏もれた。

　両開きの扉は、子供専用なのかと思えるほどに小さい。ぱかりと開けると、冷たい空気がそこから流れ込んでくるのがわかった。中はダクトのようになっていて、どこかへ繫つながっているようだ。恐る恐る、伊織は尋たずねる。

「なんですかこれ」

「非常口」

「……最初からここにあったんですか？」

「まさか」なにを言ってるのこの人、という目で伊織を見上げ、「戦国武将の館じゃあるまいし。わたしが作ったに決まってるでしょ」

　あっさり言うが、この図書館はあくまでも教きよう王おう護ご国こく学園の所有建造物であって遠咲朱しゆ遊ゆの私物ではない。さすがの伊織も驚いたが、しかしすぐに順応した。学園内の防犯カメラの映像を違法コピーし、それを元にした脅きよう迫はくファイルをこつこつ作成しているような女子生徒が、自らの居城に抜け道のひとつやふたつ作っていてもおかしくはない。そういうことにしておいたほうが身のためだ。

「──こ、ここから、逃げることができるんですか？」

　期待に満ちた表情と声でそう尋ねた白山さんに、遠咲先輩は残念そうに首を振り、

「地下の資料室に通じているだけ。さすがに外にまでは繫げられなかったのよ。内装ならともかく、外まで改造するとバレる危険が高くなってしまうから」

　まあそれでも、と遠咲先輩は付け加える。

「いったん身を隠かくすくらいはできるでしょう。それじゃあ桐きりヶが谷やくん、あとはよろしく」

　はい、と頷うなずくふりをし、少し考えるふりをして、伊織はこう尋ねた。

「……なにがですか？」

　遠咲先輩は二回瞬まばたきをした。それから非常口の扉を、くい、と顎あごで示し、

「この扉の大きさを見てどう思うかしら」

「小さいですね」

「あなたが通れると思う？」

　うすうすわかっていたことを指摘されて、伊い織おりは無表情で首を振った。

「思いません」

「そういうこと。じゃあよろしく」

　ひらひらと手を振って、遠とお咲さき先輩はダクトに身体からだを滑り込ませようとした。と、そこでふと気づき、後ろを振り返る。

　白しろ山やまさんが珍しい表情を浮かべている。

　決然とでも言うべきだろうか。いつもおどおどしていて、自分の意見をはっきり口にするよりも相手に察してもらったほうが楽だと思っているような女の子には、とても似合わない表情だった。衡こうがこの場にいたらどう思っただろう、と伊織は想像した。白山さんのことを見直しただろうか。それとも「無む謀ぼうなことはやめろ」と止めただろうか。多分後者だ。なぜなら伊織もそう思ったから。

　しかし白山さんは、無謀にも、遠咲先輩のことを決然と非難した。

「──い、伊織くんを、この場所に見捨てていくんですか？　ここにいたら、いつか絶対に、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに見つかってしまうんですよ!?」

　にこにこと、怖おぞ気けが走るような笑みを浮かべながら遠咲先輩は口を開き、

「それなら三人仲良くここで捕まったほうがいいというの？」

「えっ、や、そ、そうじゃなくて、」

「そうじゃないならどうだというのかしら。彼らの網をかいくぐって無事に外に逃げられるような方法が他ほかにあるというのだったらぜひ教えてもらえない？」

「──あのっ、でも、それじゃ、伊織くんが、」

「どのみち彼はここを通れないのだから捕まるのは時間の問題よ。それならせめてわたしたちだけでも逃れようと思うのは間違い？」

「…………う、あう……」

「それに、そもそも」遠咲先輩は笑みを深くした。自らの爪つめが獲え物ものに届いたときのライオンのように。「いったい誰だれのせいでこんな事態になってしまったのかしらね？」

　白山さんは撃げき沈ちんした。

　ぷすぷすと頭から煙を出して、白山さんは悄しよう然ぜんとうつむいている。まるで至高の芸術作品を目にしているかのように、遠咲先輩はそんな白山さんをうっとりと観賞していた。

　頃ころ合あいを見計らって、伊織はこほんと咳せき払ばらいをし、

「やー、白山さん。大丈夫だって。そんな心配しなくても、おれならなんとかなるからさー」

「で、でも……！」

「遠咲先輩の言うとおり、これが一番いい方法なんだよね。きみと遠咲先輩の二人を担かついで逃げろってのならともかく、おれひとりなら案外どうとでもなるよ。おれの逃げ足をなめちゃいけないぜ、白しろ山やまさん」

　さあさあさあ、と白山さんの背中を押して、ほとんど押し込むようにして非常口の向こうへと追いやった。ダクトに腰をかがめて入りながら、白山さんは最後に抵抗するように伊い織おりのことを見上げた。泣きそうな瞳ひとみ。

　伊織はにかっと笑い、親指を立てて見せた。

「大丈夫だって、なにも心配しないでいいよ。ほら、さっさと入った入った。この現場を押さえられたらおれの犠ぎ牲せいが無む駄だになる」

　ぐい、と押し込むと、白山さんの小さな身体からだはすっぽりとダクトの中に入り込んでしまった。それを追うようにして、遠とお咲さき先輩もダクトに入り、それから白山さんと同じように伊織のことを見上げた。

　ねぎらいの言葉を期待した自分が馬ば鹿かだった。

「わたしが逃げたあとに書架を戻したら、今日きようはもう解散ね。あとは好きにしていいわ。おつかれさま」

　それだけ言って、遠咲先輩はさっさと引っ込んでしまった。

　伊織は難しい顔で非常口の扉を閉め、書架を元の場所に戻した。それから自分の席に座り、『遠咲先輩の良心』は『冷たい炎』と同じようなものなのだろうか、と考え込んでいたところで──

　からんからんからん、という音が部室に響ひびき渡った。

　伊織はそちらに目を向けた。猿さるのぬいぐるみだった。片手で窓の縁にぶら下がりながら、もう片手ではハンドベルを思うさま鳴らしている。それを聞きつけて、大量のぬいぐるみが部室の前に集合するまで、さほど長い時間はかからなかった。

　蹴け散ちらしてこの場を去るのは簡単だったろうが──

　伊織は、そんなもったいないことをする気はなかった。

　やがて、ぬいぐるみの列が割れた。そこからひとりの少女が、ゆっくりと歩み出てくる。

　黒いイブニングドレスを身に纏まとい、鍔つば広ひろ帽子を目ま深ぶかに被かぶったその少女は、伊織のことを見上げてにっかりと笑った。

「やー、よかったよ。誰だれもいないのかと思って心配しちゃった。『領域ナワバリ』って外だとかなり弱くなっちゃうみたいでさー。みんなの力もそれに比例して弱くなるみたいだから、頭のほうもかなーり悪いみたいなんだよね」

「……そうかい。そいつはよかったな」

　適当に応おう酬しゆうしたが、言っていることはなにひとつわからない。椅い子すに深く腰かけたまま、小さな笑みを口元に浮かべると、少女が「お？」という顔をした。

　立ち並ぶぬいぐるみの列をずらりと見渡して、伊織は少女に尋たずねる。

「あんたがそいつらの親玉かい？」

「あたし？　ううん、あたしはメア！　この子たちは、ヴィヴィから借りてるだけだよ」

　ヴィヴィにメア。とすると、やはりこの子が白しろ山やまさんが探しているという『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』なのだろう。ふうん、と首をかしげ、それから伊い織おりはにやっと笑った。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキがなんなのかは、わからない。それならば、本人に聞くのが一番だ。

「聞いていいか、メア。阿ア頼ラ耶ヤ識シキってのは、なんなんだ？」

　メアは目をぱちくりさせて伊織のことを見つめた。

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキがなんなのか？　──それじゃあさ、こっちも聞かせてもらうけど、ええと──」

「伊織だ。桐きりヶが谷や伊織。よろしくな」

「うん、よろしくねイオリ！　──でさ、イオリ。ニンゲンってのはなんなの？」

　不意の質問に、答えることはできなかった。いくつかの答えが頭に浮かびはしたものの、そのいずれもがこの場には相応ふさわしくないような気がして、伊織は沈ちん黙もくする。メアはそんな彼に軽く肩をすくめ、

「って聞かれてるようなものだよ、あたしにとっては。そんなことどーだっていいじゃん。それよりも大事なことはいっぱいあるでしょ？　たとえば──」

　そこで再び、メアの口元ににかりとした笑みが復活し、

「鞄かばんの『持ち主』はどこにいるのか、とかさ。答えてね、ニンゲンさん。怪け我がをしたくないんだったらさ」

　伊織はにやにや笑いを消さない。こういう状況を、まさか我が身で味わえるとは思ってもみなかった。腕を組み、不敵な笑みと共にメアのことを見下ろしながら、伊織は朗ろう々ろうとした声で言う。

「彼女の居場所が知りたいんだったら、まずこのおれを倒すことだな」

　それを聞いて──メアもまた、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「やっぱりね！　最初に見たときから思ってたんだよ、イオリ。『あんたは違う』ってね」

　突然評価されて、伊織の笑みが若干薄らいだ。

「──、そりゃどうも」

「あいつが言ってたよ。ニンゲンなんてのは、みんな馬ば鹿かでノロくて弱っちい奴やつらばっかりだけど、中には別のもいるってね。きっとあんたがその『別の』なんだ。ってわけで──あたしを失望させないでよ、イオリ！」

　そう叫んで、メアは体勢を低くして、弾丸のように伊織に飛びかかってきた。横っ飛びに回かい避ひしながら、伊織は頭の中で素早く思考する。阿ア頼ラ耶ヤ識シキというものがなんなのかはまったくもって理解できないが──ものすごく自分勝手で、楽しいことが大好きで、行き当たりばったりに生きている奴だということは、どうにか理解できた。それを踏まえた上で、伊織はこんなことを思う。

　実に親近感が持てる相手だ。




　　　　◆




『夜よる房ふさ』が閃ひらめく。

　ぬいぐるみの首が飛ぶ。

　そのあいだに、追い詰めたと思ったヴィヴィとメアは逃げ去っていく。

　そんな行為を、何十回繰り返したことか。

「くそっ、ちょこまかと──！」

　苛いら立だちを露あらわにして、九衛クノエは二人が逃げ去った階段へと足をかけた。この先にはもう屋上があるだけだ。追い詰めたか、と安心しかけたそのとき、九衛の身体からだがぐらりと傾かしいだ。

「っと、だ、大丈夫か？」

　慌あわててその背中を支えてやる。すぐに反発が来るかと思ったが、九衛は衡こうの腕で、荒く息をついているだけだった。こんな様子は初めて見る。目を閉じて、歯を食いしばって、静かに呼吸を整える九衛の表情は──年相応の幼さと、か弱さを映し出していた。

「……何度、言わせるつもりだ。九衛に、触るな、ニンゲンめ……」

　弱々しくそう言って、九衛は衡の腕を振り払った。

「そんなことで九衛やシロさまの信頼を稼ごうという魂こん胆たんか？　ふん、無む駄だな努力だな。九衛はおまえを信頼などしない。ニンゲンなんか、絶対に信じたりしない──」

　独り言のように、ぶつぶつとつぶやいて階段を上がっていく。が、やはりまだ体力が戻ってないのか、再びバランスを崩した。それを見ても、もう衡は支えようとは思わなかった。こんな憎まれ口を叩たたかれて、どうしてまだ支える必要があるのだ。

　仰あお向むけに倒れ込み、そのまま階段を転がり落ちていこうとした九衛の身体を──衡はそのまま受け止めて、お姫様のように抱え上げた。

　一瞬だけ、間があった。

　その次の瞬間、九衛は耳をつんざくような大声で叫んでいた。

「わ、────っ!?　な、なにをする!?　離せ降ろせこのクソ馬ば鹿かセクハラニンゲン！」

「……おまえみたいなのをセクハラしようとするほど飢えてはいないよ」
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　子供のような九衛の身体は、子供のように軽かった。さして腕力があるとはいえない衡でさえも、あっさりと抱き上げられるほどに。あれだけの戦闘力を見せつけられたあとではなおさら、その軽さが不思議に思える。

「おれを信用しろなんて言わない。おまえが人間を信じないってことはよくわかってる。その理由も、まあ、なんとなくは推測できる。だから信じろとは言わない。信じられない奴やつに信じろなんて言われたところで、どだい無理な話だってことはおれにもわかるからな」

「…………」

「けど、少なくとも今は協力しないといけないだろ。ヴィヴィとメアを鞄かばんの中に叩たたき返すまでは、おまえに倒れられるわけにはいかない。そうなると困るんだ。おれでもおまえでもない、白しろ山やまさんが一番な」

「う……」

「おれのことを信用しなくても信頼しなくても構わないから、目的を果たすことだけを第一に考えろ。いいな」

　むっつりと黙だまり込んだ九衛クノエの身体からだを抱えたまま、一気に階段を駆かけ上がる。反論しないところを見ると消極的な肯定と捉とらえていいのだろうか。そんなことを考えながら、衡こうは屋上へ通じる扉を開けた。

　吹きさらしの屋上に、ヴィヴィとメアが立ち尽くしていた。

　衡に抱え上げられている九衛のことを見て、ヴィヴィは薄く笑う。

「無ぶ様ざまな姿ね、『守ツ憑キ霊ダマ』。もう立っていることさえできないのかしら？　わたしたちは平気だけれど──あなたには、なおさら辛いでしょうね？」

「……コウ。離せ」

　後頭部で衡の顎あごを強打して、仰のけ反ぞった彼の腕からすとんと着地する。

「ちょこまかと逃げやがって。だが、追いかけっこはもう終わりだ。今この場で、おまえらをずたずたのばらばらにして、『囊界ノーガ』に持って帰ってばらまいてやる。千年かけて自分たちの破片を探し回るんだな」

「まあ怖い。ばらばらにされてしまっては大変ね、メア？」

　少しも怖くなさそうな口調でそう言って、ヴィヴィはメアに語りかける。メアは金の髪かみを揺らしながら、こくりと頷うなずき、

「うん、そのとおりだよね、ヴィヴィ」

「待て。──おまえら、なんだ？　なにかおかしいぞ」

　思わず衡こうはそんな言葉を挟んだ。メアはぼんやりとした顔で衡のことを見返し、ヴィヴィは笑いを我慢しているような顔で、衡をとっくりと眺めている。

　ヴィヴィやメアや、あるいは阿ア頼ラ耶ヤ識シキについての知識など、衡はほとんど持っていない。顔を合わせるのだってこれで二回目なのだから、知っていることなど毛ほどもなくて当然だ。それなのに、二人の姿を見るとどうしようもない違和感に囚とらわれてしまう。

　瞬まばたきをして、数秒間見つめて、それから衡は、唐突にそのことに気づいた。

　手を繫つないで立っている彼女たちを見るのは、これで二回目だ。

　一回目のときは──確か、二人とも、同じ身長だったはずだ。

　それなのに、今はメアのほうがわずかに高い。

　どくん、と心臓が鳴るのと、ズボンに差し込んでいた携帯が振動したのがほとんど同時だった。不気味に高鳴る鼓動を感じつつ、衡は慌あわてて携帯を引き抜いて、画面を確認する。

　メールが一通、着信していた。件名は──『至急』。

　内容を一読してから、衡は青ざめた顔でヴィヴィを見た。くすくす笑いがくつくつ笑いになり、やがてヴィヴィは笑い声を抑えられなくなった。とてもとても楽しそうな笑い声は、イタズラが成功した子供のものだ。

「──あははははは！　バレた、バレた、バレちゃった？　あーあ、残念、鬼ごっこもこれで終わりかあ。メアはうまくやれたのかしらね？　あっちにはニンゲンしかいないから、きっと簡単だったでしょうけど！」

「……どういうことだ？」

　憤ふん然ぜんとそうつぶやいた九衛クノエに、衡は端的に答える。

「囮おとりだ。九衛。まんまと嵌はめられた。あいつらの目的は、図書館にいる白しろ山やまさんだ」

「──────」

「そういうこと。そっちのニンゲンも、いくら鋭くてもそこに気づかなかったんじゃ意味がないわね！　まあバレたのなら仕方ないから、種明かししてあげるわ！」

　心底から楽しそうに、そう叫んで──ヴィヴィは、隣に立ちすくむメアの髪を摑つかんで、思いっきり引っ張った。

　ずるりと取れた。

「………………っ！」

　九衛クノエの肌が粟あわ立だつ音が、こちらにまで聞こえてきそうだった。それもそうだろう。今まで自分が追いかけてきた二人の阿ア頼ラ耶ヤ識シキは──実はひとりの阿ア頼ラ耶ヤ識シキとひとりの人間だったのだから。

　金色の鬘かつらと、青色のカラーコンタクトをはめ込まれた少女は、ゆらゆらと立ち尽くしている。意志が感じられないその表情は、ヴィヴィの『遊ノ王Idle Master』に支配された人間のもの。ふふ、と笑ってその少女の頰ほおを撫なでて、ヴィヴィは自慢げに、

「どう、すっかり騙だまされたでしょう？　こんなにメアに似ているニンゲンを探すのは骨が折れたのよ？　顔は似ていなくても、背格好が似ているニンゲンを探すだけで、ずいぶん手間がかかるものよね──」

　最後まで、言うことはできなかった。

　一瞬でヴィヴィとの間合いを詰めた九衛が、彼女の身体からだをナナメに切り裂いたからだ。

「…………、あら？」

　ぽかんと口を開けて、ヴィヴィの小さな身体がぐらりと傾かしぐ。九衛はそれだけでは許さなかった。黒の軌き跡せきがヴィヴィの喉のど首くびを搔かっ切り、彼女と彼女の胴体を強制的に別離させる。

　ごとり、と地面に落ちたヴィヴィの生首は、衡が人の死を実感するよりもはるかに先に、唇をとがらせて不満そうな声をあげていた。

「ああ、もう、ひどい。髪かみが汚れちゃったじゃないの。早く抱え上げて」

「やかましいっ！」

　ぎっと歯を食いしばって、九衛はヴィヴィの髪を摑つかんで持ち上げた。「いたたたたっ！」というヴィヴィの抗議の声を無視し、九衛は衡に向かって濁にごった怒鳴り声を響ひびかせる。

「コウ！　どっちだ!!」

「────、──へ？」

「図書館！　どっちの方向だ!?」

　衡は左右に視線を巡めぐらせ、雑木林を確認してそちらに指を向け、

「うわっ!?」

　いきなり胸ぐらを摑まれた。

　なにをする、と問い返すような愚おろかな真ま似ねはしなかった。なぜならば、九衛がなにをするつもりなのかは誰だれが見ても明々白々だったからだ。『夜よる房ふさ』を閃ひらめかせてフェンスを切り開き、その向こう側、工事関係者か自殺志願者以外に踏まれることは永遠にないはずの場所に足を踏み出して、

「馬ば鹿かやめろ、落ち────！」

「黙だまってろ！　舌を嚙かむぞ！」

　九衛は衡を道連れに、屋上から一気に飛び上がった。

　死を覚悟した。今まで『呪のろい』に散々痛めつけられてきたが、それでも死ぬほど危険な目に遭あったことは一度もなかった。しかしどうやら今日きようは例外らしい。冗談ごとでは済まされない速度で迫ってくる地面に、衡こうは思わず目をつぶり──そして、自分の身体からだに急激なブレーキがかかったのを自覚した。

　九衛クノエが、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を壁面に突き刺していた。

　臨死を経験した多くの者が味わうような、時間が延長されるような感覚の中で、衡は『夜よる房ふさ』の黒がその種類を変じていくのを目にしていた。音もなく壁面に吸い込まれた『夜よる房ふさ』の、ぬらりと蠢うごめくタールのような黒の質感が、次第に液体のそれから固体のそれへと変質していく。それに従って、抵抗なく校舎の壁を切り裂いていた『夜よる房ふさ』が抵抗を受けはじめた。最初はずるずる、やがてがりがりと、火花とコンクリート片をまき散らしながら、大急ぎで落下速度を殺していく。

　間に合わなかった。

　速度を殺しきることができず、二人とひとつの生首は地面に激突した。肩口から地面に落下して、かなりの痛みが走る。それでもどうということはなかった。少なくとも毎日味わう『呪のろい』の痛みと大差はなく、命の危険は感じない。土の上でしばらく痛みに耐えてから、衡はおもむろに立ち上がり、九衛に文句を言おうとして、

　彼女がぴくりとも動かないことに気がついた。

「…………、く、九衛!?」

　まさか打ち所が悪かったのか、と慌あわてて九衛を抱え起こす。

　違った。そもそも九衛は『囊界ノーガ』の住人なのだ。ヴィヴィのほうが首を跳ね飛ばされても平然としているのだから、この程度の衝撃で九衛がどうにかなるはずがない。

　そのはずなのに──

　九衛は、熱病にうなされてでもいるかのように、浅い呼吸を繰り返しているだけだった。

　白しろ山やまさんの言葉が脳裏に蘇よみがえる。『守ツ憑キ霊ダマ』は、外の世界では活動できる時間に限りがあるのだという。それが、もう来てしまったということなのだろうか。

　と、九衛の唇が、かすかに動き、

「────はな、せ。ば、か、おまえ、なんか、に────」

　衡は、深々とため息をついた。

　九衛の言葉を無視して、彼女を背負う。まだもぞもぞと何事かをつぶやいていたが、聞く気はなかった。ともかくも、早く図書館に向かって、白山さんの安全を確保しなければならない。そう思い、衡は同じように『夜よる房ふさ』も拾い上げた。

「──────っ、──────!?」

　九衛が耳元で、かすれた叫び声をあげている。衡は気にせず、そのまま歩き出そうとして、

「ちょっとちょっと。ニンゲン、まさか、わたしをこのままにしておくつもりじゃないでしょうね？　失礼しちゃうわ」

　地面の上に転がっているヴィヴィが、そんなことをほざいた。

　衡こうは再びため息をつく。本当は捨てておきたかったが、『喋しやべる生首』などという愉ゆ快かいなアイテムを、他ほかの人々の目に触れさせるわけにはいかなかった。

「──やっ、あん、変なところ触らないで、ニンゲン」

　首根っこを摑つかんで持ち上げると、ヴィヴィはくすぐったそうに身（？）をよじってそんなことをほざく。衡は辟へき易えきとした表情で「うるさいよ」とつぶやき、荷馬車のように余計な荷物を全身にくっつけて、図書館へと続く道を歩きはじめた。




　　　　◆




　ずしん、という音が、頭上から響ひびいてくる。

　どうしてそんな音が響いてくるのか。その疑問に答えてくれる者は、少なくとも図書館資料室にはひとりもいなかった。

　白しろ山やまさんは無意味に立ち上がり、その辺りをうろうろとしている。対して遠とお咲さき朱しゆ遊ゆのほうは、ついさっき目にしたばかりの超常現象などもうとっくに忘れてしまいました、そんなことあったかしら？　という態度で小説の続きを読みはじめていた。

　また、ずしん。

　この音の正体が摑つかめなければもうすぐ発狂してしまいます、という表情で白山さんは朱遊のことを振り返り、ここに来てから何度目になるのかわからない言葉を発した。

「や、やっぱり、わたしも行ったほうが──」

　そして朱遊は、ページをめくりながら、これまた何度目になるのかわからない答えを返した。

「無意味ね。あなたが行ってもどうにかなるわけじゃないし」

「で、でも！　わたしにも、なにかできることがあるのかも、」

「あるの？」

「…………、え？」

「できること。あるの？」

　白山さんは口を噤つぐんだ。

　できること。伊い織おりを助けるために、白山さんが行えること。

　考えを巡めぐらせるうちに、白山さんの表情をあるひとつの感情が浸しん蝕しよくしていく。

　それは、恐怖だ。

　ずしん、という音が響いて、白山さんの顔に浮かぶ恐れの色がさらに色濃いものになった。できることはあるのかもしれない。白山さんが上に行けば、伊織を助ける手立てが見つかるのかもしれない。少なくとも白山さんは、その方法を知っているのかもしれない。

　けれども──白山さんの足は、すくんで、震ふるえ、前に踏み出せそうになかった。

　朱しゆ遊ゆはそれを数秒観察してから、ふと興味を失ったように視線を背そむけた。パソコンを起動して、館内の防犯カメラに接続する。

「まあ、どうなってるのか知るくらいはいいでしょうね。わたしも少し興味があるし。あんまり壊されてなければいいんだけど」

　白しろ山やまさんは一瞬息を詰まらせ、それから身を乗り出してディスプレイを覗のぞき込んだ。

　四分割された映像が映し出されている。館内に設置された四つの防犯カメラからの映像を、画面で確認できる。固定カメラであるために、必要なときに十分な情報が得られるとは限らないが、今回は幸運だった。そのうちのひとつに、伊い織おりの姿が映っていたからだ。

　白山さんが、思わず叫び声をあげるような姿だった。

　全身はぼろぼろで、防犯カメラの不鮮明な映像でもそれとわかるほどに傷ついている。いったいなにをどうしたものか、制服の片かた袖そでが完全にちぎれて取れてしまっていて、伊織が今敗亡の危機にあることを示していた。

「…………そんな、なんで…………どうして、逃げなかったの……!?」

「桐きりヶが谷やくんはそういう性格だからね。阿ア頼ラ耶ヤ識シキがどういうものかはわからないけど、直じかに接触して確かめずにはいられないのよ」それから朱遊は、なんでもないような口振りでこう付け加えた。「ま、それがわかってたから彼を上に残したんだけど」

　白山さんが朱遊のことを見た。

　朱遊は唇の端に、満足げな笑みを上らせる。

　しかし、白山さんがそれに気づくことは、やはりなかった。ディスプレイ内の映像に、新たな変化が起きていたからだ。図書館の入り口を監視している防犯カメラが、新たな侵入者を捉とらえていた。シャッターを易やす々やすと切り裂いて館内に入ってきたのは、

「あら、平ひら沢さわくん。こんなときに戻ってくるなんて、間の悪いこと」

　それに対して、白山さんはなにも言わなかった。表情さえ浮かべなかった。雷に打たれたときのように、硬直してディスプレイを凝ぎよう視ししているだけだ。

　構わずに、朱遊は淡々と自らの意見を述べつづけていた。

「──いえ、きっと偶然ではないでしょうね。桐ヶ谷くんが助けを求めるメールでも送ったんじゃないかしら。それくらいはしても不思議ではないわよね。なにしろあの黒い子は、白山さんを探しにここに来たんだから」

「………………！」

「それを知らされれば、平沢くんや九衛クノエさんがここに来るのも当然よね。あの子たちは、あなたのことをなによりも大切に思っているんだから。ねえ？」

　その言葉に──

　白山さんは、短く息を吐いた。

　黒い鞄かばんを手にして、立ち上がる。足の震ふるえはまだ収まっていない。表情に残る恐怖の色は、決して薄らいではいない。けれどもその顔には、恐怖以外の感情が混じりはじめていた。

　それを観察してから、朱しゆ遊ゆは口を開く。

「どこに行くの？」

「──、助けに行くんです。伊い織おりくんや、九衛クノエや、衡こうくんを」

「あなたにそんなことができるの？　足手まといになるだけじゃない？」

　白しろ山やまさんは振り返った。その顔には、今まで決して浮かぶことのなかった表情が浮かんでいて、朱遊のことを深く満足させてくれた。

「た、たとえそうだとしても、行くんです！　わたしを、わたしを助けに来てくれた人たちを、みんなみんな見捨てて隠かくれているなんて──そんなこと、わたしにはできません！」

　朱遊は腕を組んで、つかつかと白山さんに近づいていく。わずかに首をかしげ、眼鏡めがねの奥の目を細めて、彼女は悪あく魔まの囁ささやきのような声を響ひびかせる。

「無意味な自己犠ぎ牲せいね？　みんなはあなたを助けるためにがんばっているというのに、そのあなたがみんなを助けるために危険に向かうなんて。喜劇以外の何物でもないわ」

「む、無意味なんて、そんなこと、言わないでください」

「無意味よ。だってあなたは、心から桐きりヶが谷やくんを助けたいと思っているわけじゃないんでしょう？　くだらない良識に囚とらわれて、本心を抑え込むのは愚おろかなことよ。やめなさいな」

「なっ────!!」

　絶句した白山さんに、朱遊の口元に笑みが宿る。言葉とは裏腹に、その表情は聖母の慈じ愛あいに満ちていた。人の持つ弱さをすべて受け入れるかのような笑みを浮かべながら、朱遊はその細い指先で、白山さんの震ふるえる頰ほおをそっと撫なでた。

「誰だれにも秘密を話さずに、ずうっと心の中にしまっておいて、目の前で他人が死にかけているからといって、自分の切り札を使うことなんてないわ。切り札は、自分のためにのみ使うべきよ。誰もあなたのことを、責めたりはしないわ──」

　小さく、囁くような声でそう言った、朱遊の手を──

　白山さんは力の限り振り払った。

「…………あなたはっ！」

　そのままの勢いで白山さんはその手のひらで朱遊の頰を張った。甲高い音が、湿った地下室に響き渡る。

　朱遊は身じろぎもしない。ただ衝しよう撃げきでわずかにズレた眼鏡の位置を直しただけだった。その瞳ひとみは相変わらず冷静で、白山さんの頰に伝う涙を眺めている。

　朱遊の視線に、叩たたいた白山さんのほうが狼ろう狽ばいした。ぐいっと目元を拭ぬぐうと、彼女は泣き声でつぶやいた。

「わたし、──わたし、遠とお咲さき先輩のこと、誤解していました！　冷たそうに見えるけど、本当は優やさしい人なんじゃないかって、そう思っていたのに、それなのに────！」

「………………」

「わたしには、衡こうくんや伊い織おりくんを見捨てることなんてできません！　力を貸してくれたあの人たちを、見捨てたりしたら──わたし自身を嫌いになってしまいますから！」

　絞しぼり出すようにそう叫んで、白しろ山やまさんは地下資料室から飛び出していった。

　その背中が消えるのを見届けてから数秒後、朱しゆ遊ゆはスカートのポケットから、ハンカチを取り出した。鼻を押さえる。

　白いハンカチは、すぐに紅あかく染まった。

「……仕方のない子ね」

　小さくつぶやいて、歩きはじめる。その唇が本当に楽しそうに歪ゆがんでいるのを、白山さんが見ずに済んだのは彼女にとって幸いだった。もしそれを目にしていれば、数日間は悪夢にうなされることになっただろう。




　　　　◆




　図書館の中は、ひどい有様だった。

　書架は軒並み倒れていて、その収納物である本を絨じゆう毯たんの上に撒まき散らしている。ただ倒れているだけならまだしも、ある書架などは中央から真っ二つに割れていた。

　黒く変色した損傷箇所を触りながら、衡は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「……なんだよ、これ」

「決まってるじゃない。メアの『天塔瓦解Fallout』よ」

　得意げにそう答えたのは、ヴィヴィの生首だった。

「あの子の『領域ナワバリ』は、わたしのよりも狭い分、強力なのよね。ものの損傷を糧かてにして活動する『天塔瓦解Fallout』は、その特性ゆえに、損傷に被かぶさった場合は加速度的にそれを広げることができるの。傷を負ったニンゲンが食らったら、数秒でただの肉の塊になるでしょうね」

　ぞくり、と、背筋に寒気が走った。

　死の危険、というものは、自分がそれに直面するよりも、自分以外の誰だれかが直面していると知ったときのほうが、より強い恐怖を与えるのだということを衡は学習した。

　伊織や遠とお咲さき先輩や──白山さんが、もしもそうなっていたら。そう考えるだけで、居ても立ってもいられなくなってしまった。

　だが──だからといって、自分になにができるというのだろう。

「……九衛クノエ？　大丈夫か？」

　できれば九衛になんとかしてほしかったが、それは無理というものだろう。『夜よる房ふさ』で入り口のシャッターを切り裂いたはいいものの、その後の九衛はどう見てもただの重病人だった。立って戦うどころか、寝返りを打つことさえ不可能なように見える。

　衡こうの質問に、九衛クノエは首を振って答えた。そんな馬ば鹿かげた問いのために消費するカロリーなど微み塵じんも存在しない、とでも言いたげだ。そんな九衛の醜しゆう態たいを見上げて、ヴィヴィの生首はころころと笑う。

「『守ツ憑キ霊ダマ』も大変ねえ。中だったら、わたしたちみたいなノラ阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんて、半分眠っていても負けはしなかったでしょうに。外に出たばっかりに、そんなザマになってしまって。仕方ないわよね、だってあなたは──」

「黙だまれ」うつむいた九衛は、絞しぼり出すように、「それ以上喋しやべったら、残ったその頭も真っ二つになるぞ」

　ヴィヴィは笑い声だけを残して、それきり黙り込んだ。

　なにを言おうとしていたのだろう、と疑問に思いはしたが、今の状況はそれどころではない。メアが絶賛大暴れ中の図書館内で、それに唯一対抗できる九衛はグロッキーになっているのだ。少ない情報を振り絞しぼって衡は考え、九衛を背負ったまま歩きながら提案する。

「鞄かばんの中に戻れば回復するのか？　それなら一度白しろ山やまさんと合流して──」

「ばかかおまえは」と、九衛は苦しそうに吐き捨てた。「九衛が回復するまでのあいだ、誰だれがシロさまをお守りするんだ？　おまえか？　おまえみたいなニンゲンがか？　ハ、ばかばかしい、おまえ風情になにができると──」

　そこまで言って、九衛は不機嫌そうに口を噤つぐんでしまった。ゆらりとその視線が動いて、衡の片手に留とまった。

　そこには、九衛が保持できなくなった、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』が握られている。

　先ほどから、それを見るたびに九衛はなにも言わなくなってしまう。これ以上不愉快なことはこの世にない、とでも言いたげな沈ちん黙もく。意味がわからない。

　ともかくも、と衡は図書館内に足を踏み入れた。倒れた書架を乗り越えながら、メールで伊い織おりに居場所を確認しようとして──

　首根っこを摑つかまれて、引っ張られた。

「うわっ、っと──!?」

「アホか！　普通に入ってくるなよ死ぬぞ！」

　衡の耳元で、小さく叫んだその声は、

「あ、伊織。よかった、無事────、でも、ないみたいだな」

　図書館の内装と同じように、伊織もまたひどいザマだった。あちこちに痣あざが浮かび、制服などは片かた袖そでが千切れてなくなってしまっている。伊織がここまでこっぴどくやられている姿を見るのは、初めてだった。

「ったく、なんなんだあの黒いのは？　あんなナリしてるくせにめちゃくちゃ強いぞ」

「メアと真正面から戦ったの？　……ニンゲンって、ここまで馬鹿だったのね。阿ア頼ラ耶ヤ識シキに勝てると思うだなんて」

　片手に持っているヴィヴィの生首がそんなことを言い、伊い織おりは目を瞬またたかせてそれを見つめてから、視線を衡こうの顔に注いだ。衡は慌あわてて弁明する。

「違うぞ伊織。おれがやったんじゃない」

「……いや、まあ、誰だれがやったとかそういうことよりも、もっと問題にすべきことがあると思うんだが──どうでもいいか。今そんな場合じゃねえし」

　ずしん、という音が響ひびき渡って、伊織の言葉を引き継いだ。

　途中で失敗したドミノのような格好で倒れかかっている書架の隙すき間まに、伊織は衡たちを引き込んだ。身を潜ひそめて息を潜め、眉まゆ根ねを寄せて周囲を窺うかがう。そんな三人の耳に、メアの得意げな声が響いてきた。

「どうしたの、イオリ！　もうお終しまい？　やっぱりニンゲンなんてそんなものなのかな！」

「──くっそ。悔しいがなにも言い返せん。ここまでこてんぱんにされたのは初めてだ」

　桐きりヶが谷や伊織は間違いなく人類最強に属する身体能力の持ち主だ。その彼でさえも、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに抗あらがうことはできないらしい。メアに対抗できるのは九衛クノエだけなのだが、その彼女はこのとおり、絨じゆう毯たんの上に突っ伏して何事かの呪のろいの言葉を吐きつづけている。

「……くそ、なんで、どうして、こんな奴やつに、情けない、くそ、くそ、くそう……」

　身体からだも動かないが、心のほうもだめになりつつあるらしい。現状を打破するための作戦を、彼女から聞き出すのはどうやら無理のようだ。困った。本格的に希望がなくなってきた。

　と、そこで衡はふと思い立った。ヴィヴィを見下ろし、

「そういえば、肝心なことを聞くのを忘れていた。──おまえたち、なにしにこの学校まで戻ってきたんだ？　外に出るのが目的なら、さっさと逃げてしまえばよかったじゃないか」

「今さらそれを聞くの？　呆あきれたニンゲンねえ、暢のん気きというかなんというか──ま・もうチェックメイトみたいだし、教えてあげるわ。わたしたちの目的は、鞄かばんよ」

　九衛がぐいっと顔を上げた。目を見開き、牙きばを剝むく。

「なんだと？　鞄？　鞄を手に入れるつもりか」

「そんな無益なことしないわよ。ニンゲンじゃあるまいし、あれは『持ち主』にしか使えないってことはわかってるわ。わたしたちの目的は、鞄からマキャヴェリを出すこと。それが終わったらさっさと遊びに行くわ。この世界には楽しそうなものがたくさんあるみたいだし、しばらくは退屈せずに済みそう」

「…………マキャヴェリ？　なんだそれ」

　訝いぶかしげな衡の声に、ヴィヴィはころころと声を立てて笑った。

「マキャヴェリはすごいわよ。とっても綺き麗れいなんだから。あの人がプレゼントしてくれたんだけど、わたしもメアも一目で気に入っちゃった。もらってからずっと、ずうっと一緒にいたんだけれどね──残念なことに、鞄の穴が小さすぎて、あの子は外に出られなかったの。かわいそうでしょう？　だからわたしたちは、マキャヴェリも外に出してあげようと思ったのよ」

　衡こうは瞬まばたきをして、少し考えをまとめ、それから最適と思われる質問を口にした。

「そいつが外に出てくると──おれたちはどうなる？」

　ヴィヴィは首をかしげ（正確には首はないのだが、要するにそんな仕草をし）、

「さあ。死ぬんじゃないかしら。マキャヴェリおっきいから、この館なんかは押し潰つぶしてしまうでしょうね」

　なるほど、と頷うなずいて、衡は伊い織おりと顔を見合わせた。

「さて。どうしよう」

「だめだな。おれもさっきから考えてるんだが、出てくるのは全部非人道的なものばっかりだ。白しろ山やまさんを見捨てて逃げるとか、その生首を人質にするとか」

　衡と伊織の視線を受けて、ヴィヴィは優ゆう雅がに微ほほ笑えんでみせた。

「やりたいのならやってみれば？　もしかしたらうまく行くかもね。メアに人質なんて概がい念ねんが通用するという、針の先みたいな希望にすべてを賭かけるのも、まあまあ遊びとしてはおもしろい部類に入るんじゃないかしら」

　衡は黙だまって首を振った。阿ア頼ラ耶ヤ識シキに人間の常識が通用しないということは、昨日きのうから今現在までで十分理解していた。首を切り落としても死なない相手を捕まえて、なにをどうすれば人質として役立てることができるというのだろう。

　頭の中がぐつぐつ煮えてきた。焦りの火が消えてくれないためだ。やくたいもない考えがいくつもいくつも煮立ったスープの中に放り込まれ、足の小指ほどにも役に立たない考えが灰あ汁くのように浮いてくる。それを取り除いて、多少なりとも前向きな意見をスープの中からすくい出そうと苦く慮りよしているところで──

　時間切れになった。

「みーつっけた！」

　元気な死神の声が響ひびき渡った。

　見上げると、そこには仁王立ちでこちらを見下ろすメアの満面の笑顔。

「さ、覚悟してよねイオリ！　あんたの逃げ道はもう地じ獄ごくしかないよ──、って、あれ？」

　青い瞳ひとみが丸くなって、衡と、彼が抱えるヴィヴィの頭に据えられる。

　にやあ、とその唇が歪ゆがんだ。

　やばい、と思うことさえできなかった。衡はただ硬直していた。そもそも白山さんの手助けをしようと思った第一の要因のことを、今さらのように思い出していた。

「おや、おやおやおやおや──イオリを探してたら、もっとおもしろそうなもの見つけちゃったよ。そうだよね、寂しかったよね、だって遊ぶ約束をしたのはあんたのほうが先だもんね、ニンゲン！」

　びしりと衡を指差して、メアは死の宣告を行った。凍りつく衡の腕の中で、ヴィヴィが退屈そうなつぶやきを漏もらしていた。

「なんでもいいけど、早く助けてくれないかしら、メア。この格好でいるのも飽きちゃったわ」

「了解了解、というわけで、『鬼ごっこ』再開だね！　死ぬ気で逃げないと死んじゃうよ！」

　楽しそうにそう叫んで──メアは、自らの両腕を胸の前で交差させる。

「『天塔瓦解Fallout』の名に於おいて！　お空を支える巨おつきな塔も、陰が蟲食むしばみ崩れ去る！　さあさあ急いで早くして、腐ったケーキがなくなっちゃう！」

　詠うたうような『領域宣言ミコトノリ』と同時に、メアの影がどろりと色を変えた。漆しつ黒こくに染まった影がメアの足下から分かたれて、忠実な猟りよう犬けんのように彼女の周まわりを旋せん回かいする。見たことがある光景だった。ゆえに、このあとに起こることも予想できた。すなわち──

『天塔瓦解Fallout』は、解き放たれた猛もう獣じゆうのような勢いで、衡こうと伊い織おりに迫ってきた。

　二人は身構えたが、そうしたのはそれ以外にできることがなにもなかったからだ。回かい避ひしたとしても、それを上回る速度と機動性で追いつかれるのは明白だった。それでもどうか自分の上にあの影が重なりませんようにと、祈りながら床を蹴けろうとしたそのとき、

　不意に、九衛クノエのつぶやきが耳を打った。

「…………『夜よる房ふさ』を下げろ。切っ先を床につけるんだ」

　衡は言われたとおりにした。別になにか考えがあったわけではない。ただ言われたからそうしただけだ。死の危機に直面し、なにも考えられなくなった今の衡ならば、九衛のモノマネをしろと言われたとしてもそれに従っただろう。

「そのままだ。まっすぐこちらにくる。タイミングを見計らって────今だ、斬きれ！」

　衡は言われたとおりにした。難しいことなどなにもなかった。右手を上げろと言われてそれに従うのとなんの違いもない。言われたとおりに、なんとはなしに握っていた『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』の切っ先を下に向けて床につけてタイミングを見計らって斬っただけ。

　ただそれだけで、『天塔瓦解Fallout』の黒い影が、真っ二つに切り裂かれた。

「なっ────!?」

　メアが驚きの声をあげる。それは、切り裂いた張本人である衡も同様だった。目を丸くして、『久世くぜの守かみ夜よる房ふさ』と切り裂かれた『天塔瓦解Fallout』を見比べる。

　そこには先ほどまでの勢いはどこにもなかった。瀕ひん死しの動きでメアの足下に戻ってきて、再び彼女の影に収まる。それを見下ろして、メアは表情を険しくした。

「…………よくも、あたしの、『天塔瓦解Fallout』を！」

「え。いや。──おれ？」

「あんた以外に、誰だれがいるのよ!!」

　叫んでメアは飛びかかってくる。対して衡は反射的に動いていた。死にたくないという根本的な生存本能は、九衛に指示された動きを正確に模倣トレースして、自分に襲おそいかかってきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキを迎げい撃げきする。

『天塔瓦解Fallout』を切り裂いたときと同じ。ただ今回は、刃を下げる代わりに刃を立てて、宙を切り裂いて飛びかかってくるメアに、タイミングを合わせて──

　衡こうは彼女の胸を、ナナメに斬きりつけていた。

「あくっ！」

　空中でバランスを崩して、メアは地面に墜つい落らくする。ごろごろと転がって、書架に当たって止まった彼女は、しかしそれだけでは終わらなかった。手負いの獣のように爛らんと目を光らせて、衡のことをにらみつけ──

「メア。落ち着きなさい。わたしを拾って、一度距離を取って」

　衡の手から転がり落ちたヴィヴィの頭が、彼女に冷静さを取り戻させた。

　腕を伸ばしてヴィヴィのことを拾い上げ、跳ちよう躍やくして書架の上に乗る。斬られた胸元からは血の一滴も漏もれてはいない。ゆっくりと、指先で自らの傷口をなぞりながら、メアは腕の中のヴィヴィに問う。

「……どういうこと？　なにあれ、ヴィヴィ？」

「さあ、ねえ──わたしにもわからないけど、あの刀、ただの武器じゃないみたいね。『領域ナワバリ』を斬ることのできる刀なんて、『囊界ノーガ』の中にさえ存在しないもの」

　と、そこでヴィヴィは、なにかに思い当たったかのように目を見開いた。その視線が、書架に背中を預けてぐったりとうつむいている、九衛クノエへと注がれる。

「──ああ、なるほどね。要するに、あれが『守ツ憑キ霊ダマ』と『持ち主』が共同して発現させる、あの二人の『領域ナワバリ』というわけね。武器の形をした『領域ナワバリ』ならば、同じメアの『領域』を引き裂くことができても不思議ではないわ」

「……でも、あのニンゲンは鞄かばんの『持ち主』じゃないんでしょ？　おかしいじゃない！　なんでただのニンゲンが、『持ち主』の『領域ナワバリ』を扱えるのよ！」

　さあ？　とヴィヴィは首をかしげる。衡は自らの手にある『九世くぜの守かみ夜よる房ふさ』をちらりと見下ろした。滴したたるような黒の表面を持つこの武器は、なにも答えてはくれなかったが──

　その武器を、身体からだの一部のようにして扱う九衛は、ぎらりとした視線で応こたえていた。

「……余計なことを、ぺちゃくちゃと」

　歯ぎしりをするような声。真新しい血がどくどくと吹き出ている傷口に、塩を塗り込まれたかのような表情。見ているこちらが辛つらくなるような、そんな顔をしながら、九衛は衡のことをぎっとにらみつけ、

「勘違い、するんじゃないぞ、ニンゲン。その程度で──『夜よる房ふさ』を使えたからといって、自分がシロさまに認められたなんて考えるんじゃない。それは非常措そ置ちだ。九衛がこんなザマになってしまったから、仕方なくおまえを使ってやってるだけだ。これが終わったら、おまえなんて、すぐに蚊か帳やの外に追い出してやるんだからな──！」

　いったいなにが九衛の癇かんに障さわっているのか、衡にはさっぱりわからない。が、ともかくもこの武器を使うことは認められたようだった。正眼に『夜よる房ふさ』を構えて、油断なくメアの動向を窺うかがいながら──はっきり言ってこれは自分には荷が重すぎる、と衡こうは自覚した。

　運動神経に自信はない。先ほどはなんとか迎げい撃げきできたが、あれは九衛クノエの真ま似ねをしただけだ。そのことに気づかれたら、その瞬間が最後になる。

　衡はせいぜいきりっとした顔つきで、この均衡状態をできるだけ引き延ばそうとして、

「う、動かないで!!」

　そして、その努力はあっさりと崩された。

「白しろ山やまさん!?　なにしてるんだよこんなところで、隠かくれてろって言ったじゃないか！」

　伊い織おりが叫び、白山さんはその大声にびくっと肩を震ふるわせた。その拍子に彼女の指が動いた。引き金を引いた。撃げき鉄てつが信管を殴った。薬やつ莢きよう内の火薬が爆発し、ケツを蹴けり飛ばされた弾丸が回転しながら銃口から弾はじき出されて、

　メアの肩に命中した。

「んっ。──なにすんのよ」

　肩に刺さった銃弾を、メアはトゲを引き抜くような気軽さでほじくり出して、床の上に捨てた。真まっ青さおな顔で硬直する白山さんのことを見つめ、それから少し考えて、

「……あっ！　鞄かばんだ！」

「やったわねメア！　チャンスよ、やりなさい！」

「言われなくても──『天塔瓦解Fallout』の名に於おいて！」

　腕を交差させる。メアの影が色を濃くし、再び元気を取り戻して動きはじめた。ただし今度は衡のほうにではなく──白山さんに向かって。

　すべての事態が急速に動き出していた。まったく意味がわからないが、少なくとも白山さんが──今この場に絶対にいてはいけない人がそこにいて、そして呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているのはかろうじて理解できた。九衛が割れた声で叫ぶ。

「はっ、走れコウ!!　シロさまになにかあったらおまえを殺すぞ!!」

　言われなくても衡は走る。すべての疑問を放り投げて、『夜よる房ふさ』の切っ先がまるで水面を引っ搔かくようなたやすさで館内の絨じゆう毯たんを引き裂いていることにも気づいていない。ただひたすらに走り、走り、走りつづけて、

　絶望した。

　追いつけない。

　足よりも先に頭がそのことを理解する。速度は『天塔瓦解Fallout』のほうがはるかに上。スタート地点も向こうのほうが白山さんに近い。こんな状況でどうすれば追いつけるのか教えてほしい。それでも衡は全身の力を振り絞って、白山さんに迫っていく『天塔瓦解Fallout』を追いつづけ──

　横から伸びた手が、白山さんの首根っこを摑つかんだ。

「きゃうっ！」

　変な声が白山さんの喉のどから漏もれた。それを耳にすることができたのは、衡と──そして彼女の首を引っつかんだ遠とお咲さき先輩だけだっただろう。

『天塔瓦解Fallout』がまさに白しろ山やまさんに襲おそいかかろうとした、その一瞬を見計らって遠咲先輩は白山さんの身体からだを書架のあいだに引き込んでいた。『天塔瓦解Fallout』はその挙動についていくことができずに白山さんがいた場所を通り過ぎ、そのあいだに遠咲先輩は、白山さんの手から拳けん銃じゆうを奪い取っていた。

　銃口をメアに向けた。

　引き金を引いて引いて引いて引いた。

　かけらの容よう赦しやもなく微み塵じんの慈じ悲ひもなく、遠咲先輩は弾倉に込められたすべての鉛を無表情のままメアの顔面へとぶち込んでいく。

　避さけることもできずに全弾を食くらい、メアは大きく仰のけ反ぞった。それでも彼女は後ろに倒れたりはしなかった。もちろん死にもしなかった。驚異的な背筋で十数発の銃撃を受け止めきると、復ふく讐しゆうに燃える瞳ひとみで二人をにらみつけて──

　そして、凶暴な笑みを口元に浮かべた。

「──『天塔瓦解Fallout』！　やれ!!」

　白山さんたちを、ではない。『天塔瓦解Fallout』は損傷を食らって広げる『領域ナワバリ』だ。現時点では無傷の白山さんや遠咲先輩を、どうこうすることなどできはしない。

『天塔瓦解Fallout』が向かったのは──白山さんが思わず取りこぼしてしまった、黒い鞄かばんだった。

『囊界ノーガ』を内包する不思議な鞄。正確には、十と叶がのう智とも恵えという考えのない女の子が考えもなくタバコを押しつけた、その傷跡に『天塔瓦解Fallout』は殺到していた。

　焼け焦げた穴をどうにか塞ふさいでいた縫ぬい目は、一瞬で腐り落ちた。

　めりめりと音を立てながら──鞄の傷口が、広がっていく。

　メアとヴィヴィが、声を揃そろえて嬉うれしそうに叫んだ。

「さあさあマキャヴェリ、出ておいでー！」

「来なさい、マキャヴェリ！　一緒に外の世界を楽しみましょう！」

　それに、呼応するように──

　鞄から、吼ほえるような声が響ひびいてきた。

　腹の奥底まで染み渡るようなその声は、人のものではなかった。獣のものではなかった。阿ア頼ラ耶ヤ識シキでも守ツ憑キ霊ダマのものでもないだろう。巨大な建造物が大きく揺れたときに発する軋きしんだ音というのが、衡が知る限りでは一番近い音かもしれない。

　軋んだ音と共に、鞄の傷口から、ゆっくりと『それ』が出てこようとしていた。

　水晶の、かぎ爪づめのように見えた。

　鞄に空あいた穴は手のひらほどだが、そこから出てくるかぎ爪は人の身長くらいある。鞄から這はい出しつつある『それ』──マキャヴェリは、桁けた外はずれの大きさを有しているらしい。それだけの巨大さを持つマキャヴェリなのに、穴を通過するときだけはそれに相応ふさわしい大きさになるようだ。ところてんみたいだ、と衡こうは呆ぼう然ぜんとしながらそんなことを思い、

　そして、彼の耳に、再び九衛クノエの声が聞こえてきた。

「…………『夜よる房ふさ』を、戻せ」

　今度はさすがに聞き返した。

「え？」

「いいから、さっさと、走れ!!　『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を、鞄かばんの中に戻すんだよ!!」

　怒鳴りつけられて、衡は咄とつ嗟さに走り出していた。もはやこれは、自分がどうこうできるキャパシティをはるかに超えている、さっさと回れ右して逃げ出したほうが身のためだ──という本能の正論を、頭の奥底に押し込めて。

　鞄に辿たどり着く。間近で見るとさらに理解を超えていた。手のひらほどの傷口は、ぎちぎちと音を立てながらマキャヴェリを吐き出している。そのマキャヴェリは、鞄どころか図書館より大きな姿をしている。縮尺のおかしさにめまいを覚えながら、衡は急いで鞄の口を開けて、手にした武器をその中に戻した。

　その瞬間、九衛がヤケクソのように叫んだ。

「シロさま！　シロさま！　クノエのシロさま!!」

　それが『領域宣言ミコトノリ』であることに気づいたのは、白しろ山やまさんと衡だけだっただろう。

「どうか、お許し願います！　天道十二の宮の城、まるごと砕くだいて撲うち堕おとし、大地にひれ伏す黒の槌つち！　陸ろく式兵装・『窮きゆう天てん落とし』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ!!」

　白山さんは、それを一瞬で理解した。

「──『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて。差し許します、わたしの九衛クノエ」

　転がるようにして衡の隣に並び、鞄の口に手を突っ込む。そこから取り出した武器を、白山さんは衡に無理矢理押しつけた。

　細長い、杓しやくのような武器だった。

　黒い鉄棒の先端に、申し訳程度に金かな槌づちがくっついている。無む闇やみにひょろっとしていて、見るからに頼りない。これが本当に武器なのか、と白山さんに尋たずねようとしたところで──こちらに向かってくる、メアの姿をその視界に認めた。

「余計なことを！　せっかくマキャヴェリが出てこようとしているのに、邪じや魔ましないでよ！」

　衡は反射的に逃げようとした自分の身体からだを、どうにか押さえ込んだ。白山さんを後ろに下がらせて、守るように金槌を──『窮きゆう天てん落とし』を構える。なにをどうすればいいのかはわからないが、ともかく白山さんの盾たてになるしかない、と思ったところで、

　遠とお咲さき先輩が再び銃じゆう撃げきした。

　全弾撃ち尽くしたんじゃなかったのか、と感心する暇はなかった。空中で迎げい撃げきされて、メアは無ぶ様ざまに墜つい落らくしたが、すぐに物ともせずに立ち上がったからだ。かち、かち、と空から撃うちをして、遠咲先輩は眉まゆを寄せた。

「今度こそ弾切れね。さて、どうしたものかしら」

　それを聞きつけたわけではないだろうが、九衛クノエが再び大声で指示を出した。

「後ろに下がれ！　全員！　九衛がいいと言うまで！」

　衡こうたちは言われたとおりにした。

　後退した三人を、メアは無理に追つい撃げきしようとはしなかった。もう半身までもが出てきつつあるマキャヴェリに乗っかって、勝利宣言の代わりの笑みを浮かべていた。すでに彼女の目的は達成されつつある。あとはマキャヴェリと一緒に外に出て、思う存分遊び回るだけだ。

　もしもこのとき、メアが立ち止まらず、一気に衡の息の根を止めに来ていれば、彼女の望みは叶かなっていただろう。

　だがメアはそうしなかった。なにしろ衡の手にあるものといえば、頼りない柄ひ杓しやくだけなのだ。これを見て警戒しろというほうが無理というものだった。持っている衡自身が一番そう思った。物差しのような軽さのそれを握りながら、衡はただ闇やみ雲くもに九衛の命令に従った。

　容易たやすかった。彼女の命令は、非常にシンプルだったからだ。

　ただ二言。

「振り上げて──振り下ろせ！」

　なんだそれは、と怒鳴り返したくなった。

　しかしもちろん、そんな無益なことをしている時間はなかった。もうマキャヴェリは半分ほど出てきてしまっている。ねじくれた角と、赤く濁にごった瞳ひとみのない目を持つ頭が、図書館の天井まで達しようとしている。こんな柄杓であんな化け物相手になにができるものか。そんな疑問を例によって押し込めて、衡は言われたとおりにした。つまり、『窮きゆう天てん落とし』を振り上げた。

　そのあまりの軽さに不安に駆かられて、衡は『窮きゆう天てん落とし』の先端を見上げた。

　昨日きのうから、何度も何度もそうしてきたように。

　このときもまた、衡は自分の目を疑った。




　あとで聞いた話では、『九絶門Val'DOR's Gate』によって生成される九つの武器は、異なる性質と同じ主題を持っているのだという。

　その主題というのは、『変動』だ。

　たとえば壱いち式兵装・『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』は、『切れ味』を変動させる。『領域ナワバリ』さえ切り裂けるほどの鋭利な刃にすることもできれば、豆腐さえ切れないほどのなまくらにすることもできる。その性質を使えば、壁面に突き刺してブレーキ代わりにすることもできるのだという。

　伍ご式兵装・『國クニ隠カクシ』は、『存在確率』を変動させる。布でくるんだものが「ここにいる確率」を０にして、「あそこにいる確率」を１００にすることで、一瞬にしてあらゆる場所に移動できるのだ。

　それらの変動の操作は、九衛にしかできない。なぜなら彼女は『守ツ憑キ霊ダマ』だから。『九絶門Val'DOR's Gate』と『守ツ憑キ霊ダマ』は元を辿たどれば同じ存在であり、ただ形が違うだけに過ぎないからだ。『囊界ノーガ』の外での長時間の活動により、弱り切り、指一本動かすことができなくなっても、その変動の操作だけはただ考えるだけで行うことができる。

　話がそれた。

『窮きゆう天てん落とし』の性質をまだ説明していなかった。といってもこれは単純な性質だから、あまり深く考える必要はない。そのシンプルさといったら、九衛クノエが衡こうに最後に下した命令と同じくらいシンプルだった。つまり、たった二つ。

『体積』と『質量』を変動させることができるのだ。




　そんなわけで、頭上を見上げた衡は自分が手にしている武器がとんでもなく巨大になっていることを発見した。

　図書館の天井を、すっぽり覆おおい隠かくすほどに大きい。

　誰だれもが、それを見上げていた。

　衡も、白しろ山やまさんも、遠とお咲さき先輩も、伊い織おりも、九衛も。ヴィヴィやメアでさえも、声を発することも忘れて口をぽかんと開けて、いつの間にか巨大に──そう、マキャヴェリを叩たたき潰つぶせるほど巨大になった『窮きゆう天てん落とし』の金かな槌づち部分を見上げていた。

　奇妙な静寂が満ちる中で、衡は言われたことをそのまま行っていた。

　すでに命令の半分は終了していた。後半分を終わらせるために必要とした労力は、前半分を終わらせるために必要とした労力とほとんど同じだった。

　衡は振り下ろした。

　不思議なほどにゆっくりと、『窮きゆう天てん落とし』は動いていく。巨大すぎる質量は、そのまま破壊力となって発揮された。シーリングライトが触れただけで木こっ端ぱ微み塵じんになり、その破片で自らの周囲をきらきらと彩りながら──

『窮きゆう天てん落とし』は、外の世界に現れかけていたマキャヴェリを、紙細工のように叩き潰した。




　　　　◆




「……………………ずっるいよ、あんなの、反則じゃんかよう………………！」

　基本的に阿ア頼ラ耶ヤ識シキには、血液も筋肉も内臓も存在しないらしい。

　マキャヴェリの近くで勝ち誇っていたメアは、マキャヴェリと一緒に叩き潰されていた。咄とつ嗟さに逃げようとしたが間に合わず、下半身をまるまる押し潰されて、動けなくなっている。両足が押し花のようにぺちゃんこになっていたが、不思議と残酷に見えないのは、やはりそこから血液も筋肉もはみ出ていないからだろう。

「残念だったな、メア。最後はおれの勝ちってわけだ」

　メアの首根っこを摑つかんで持ち上げながら、伊い織おりが満面の笑みでそんなことをほざいた。メアはばたばたと暴れながら、

「なにそれ！　あたしがいつイオリに負けたってのよ!?　このっ、今からでも勝負つけてやるんだから、このっ、このっ!!」

　両腕を必死で振り回して殴りかかろうとするが、伊織の長い腕につり下げられているため、

「ハハハ、届かない届かない。リーチの差がすなわち勝敗の差だったな。もう少し成長したらまた挑んでくるがいい。おれは逃げも隠かくれもしないぜ」

「むっ、むっかつく────！」

　その言葉を最後にして、メアは鞄かばんの中に押し戻された。

　首だけになったヴィヴィは、しばらく憂ゆう鬱うつそうにため息をついていたが、衡こうに拾い上げられたときにはもう諦あきらめがついていたらしい。笑みさえ浮かべて、彼女はこんなことを言った。

「ま、別にいいわ。短かったけれど外に出ることはできたんだし、今回はこれでよしとしましょう。そこそこおもしろかったし」

「…………おまえらさ。なにがしたかったんだよ、いったい」

　ヴィヴィは目をぱちくりさせて、

「なにがしたかったって。外に出たかっただけよ。ただそれだけ」

「それだけのために、こんなめちゃくちゃなことをしたのか？」

「さっきから不思議なことを言うのね、あなたは」薄く目を細めて、ヴィヴィが最後に口にした言葉は、こうだった。「阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんてみんなそんなものよ。そのうち他ほかの阿ア頼ラ耶ヤ識シキに会うこともあるでしょうから、そのとき確かめてみなさいな──」

　他の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。

　冗談じゃない、とつぶやきながら、衡はヴィヴィの生首を鞄の中に落とし込んだ。それから、彼女の胴体が特別教室棟の屋上にまだ残っていることを思い出し、ため息をついて立ち上がった。




　そうして、鞄から出たものは、すべて鞄の中へと戻っていった。

　あとには惨さん状じようだけが残された。

　ふらつく九衛クノエを中に戻すと、白しろ山やまさんは深くため息をついた。それから周囲を見渡し、ゆっくりと瞬まばたきをして、硬直する。初めてそのことに──自分の鞄から出てきたものが、思うさま図書館の内部を破壊していったという事実に気づいたかのように。

　それを知ってか知らずか、伊織と遠とお咲さき先輩は暢のん気きな会話を交わしていた。

「しかしこれ、どう説明すればいいんですかね？　まさか起きたことを、そのまま言うわけにもいかないでしょうし──」

「説明？　そんなの簡単じゃない」

「え、どうすればいいんですか？」

「『勉強をしようと思って、図書館の鍵かぎを開けて、中に入ってみたらこうなってました』。それだけ。あとは学校側で考えてくれるでしょ。原因も修復方法も」

「…………はあ。なるほど」

「一応わたしたちは『図書館の管理』を任されているわけだから、お叱しかりはあるかもしれないけどね。でも、まあ、仕方ないわよね。来たらもうこうなっていたんだから」

「そうですね。それは仕方ないですよね。──ところで遠とお咲さき先輩」

「なにかしら」

「そのほっぺた、どうしたんですか？」

　そこで衡こうは遠咲先輩のことを見た。

　眼鏡めがねの向こうの怜れい悧りな瞳ひとみが、うっすらと微ほほ笑えんでいる。そしてその頰ほおは、確かに赤らんでいた。少し腫はれているようだ。どこかにぶつけでもしたのだろうか。

　遠咲先輩はちょっと頰を押さえ、白しろ山やまさんのほうを見た。白山さんはその視線に気づいていない──正確には、気づいていないふりをしている。

　しかしさすがの白山さんも、この状況で逃げることは不可能だろう。まだヴィヴィとメアが相手だったときのほうが希望がありそうだ。じりじりと近づいてくる、伊い織おりと遠咲先輩を見つめながら、衡はどこから説明をすればいいのかと考えはじめた。
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『図書館部』部室の扉を開けると、そこではいつもどおり、遠とお咲さき先輩がラップトップパソコンを開いていた。

　ちらり、と目を上げて衡こうのことを見る。珍しいことに、彼女のほうから声をかけてきた。

「こんにちは、平ひら沢さわくん。白しろ山やまさんは元気だったかしら？」

　白山さんの名前を出されると、やはり警戒してしまう。

　あのあと、白山さんは遠咲先輩と伊い織おりによって、鞄かばんの秘密を聞き出されてしまった。もちろんそれはすべてではなく、いくつかの秘密は残したままだ。

　とりあえずは、残った秘密を守らなくてはいけない。そう思いつつ衡は答えた。

「ええ、まあ、元気でしたよ。いつもどおり」

「そう。それはよかったわ」

　にこり、と微ほほ笑えむ。その笑顔に不ふ穏おんなものを覚えながら、衡は所定の席に座った。

　部室の窓から、閲えつ覧らんスペースと、その向こうに広がる惨さん状じようを見渡す。

　ヴィヴィとメアの襲しゆう撃げきから、今日きようでもう三日が経過していた。

　復旧作業は進んでいなかった。今も閲覧スペースから見えるとおり、伊織がガラスや木片を掃除しているが、作業は遅々として進んでいないようだ。この分では図書館が元通りになるまで、一ヶ月以上かかるだろう。

　あの事件は、結局うやむやのまま処理されてしまったらしい。

　なにしろ規模が大きすぎた。壊されたのは図書館だけでなく、特別教室棟の被害もかなりのものだったと聞く。聞く、というといかにも他ひ人と事ごとのように響ひびくが実際は他人事どころではなく、衡は目の前で特別教室棟の資材や校舎がぶった切られるところを目にしていたのだが、

「わたしたちはなにもわかりません。図書館に来たらすでにこうなっていました」

　という遠咲先輩の説明方針に従って、そのことは誰だれにも言わないでおいた。言ったところで信じてもらえるはずもないのだから、黙だまっていたほうがいい。

　幸い──と言っていいのかどうか、被害が大きかったのがいい隠かくれ蓑みのになってくれた。防犯カメラはすべて壊され、『遊ノ王Idle Master』に操られた人々も自分たちがなぜ特別教室棟にいるのかさえ覚えていなかったらしい。証拠も証言もない以上、『図書館部』との関わりを疑われることはなかった。まして『囊界ノーガ』になど、想像が及ぶはずもない。

　それにしても、と思う。実際はばっちり関わっていたはずなのに、教員の事情聴取にも眉まゆひとつ動かすことなく「わたしたちには関係ありません」と言い張ってみせた遠咲先輩は、やはり尋じん常じようの人ではない。『囊界ノーガ』の説明を受けてもほとんど驚きを表さなかった。彼女の精神性は、人間よりもむしろ阿ア頼ラ耶ヤ識シキのほうに近いのではないだろうか。

　と、衡はふと、頭に浮かんだ疑問を尋たずねてみることにした。

「そういえば──先輩は、白山さんの秘密に、どこまで勘づいてたんですか？」

　遠咲先輩はパソコンの画面を見つめたまま、独り言のように、

「白しろ山やまさんがなにか秘密を持っている、というところまで。それが鞄かばんに関するものだとは思っていなかったし、鞄の中に別の世界があるなんて馬ば鹿かげたこと、想像さえしていなかったわ」

「…………想像も？　阿ア頼ラ耶ヤ識シキのこととかも、なんにも、ですか？」

「ぬいぐるみの『パレード』を見たときも、なにが起きているのかよくわからなかったからね。動揺した姿を晒さらしてしまったわ」

　……動揺って、あんた少しも慌あわてずにメアのことを銃じゆう撃げきしてたじゃないか。

　頭に浮かんだその言葉を、口にするほど衡こうは愚おろかではない。その代わりに、もうひとつの疑問をぶつけた。

「でも──十と叶がのうから、なにか聞き出していなかったんですか？　あいつがこの件に多少なりとも関わっているってことは知ってたんですよね？　それなら、あいつから聞き出せばよかったのでは」

　十叶は鞄の秘密など一切知らないが、少なくともヴィヴィとメアが鞄から出てきたところは目撃しているはずだった。遠とお咲さき先輩が十叶の弱みを握っていた以上、彼女から絞しぼれるだけの情報を絞り取ろうとするのは、当然のように思えたのだが──

　遠咲先輩は、呆あきれたような眼まな差ざしで衡のことを見た。

「あのね、平ひら沢さわくん。なにか勘違いしているようだけれど、わたしは別に白山さんの秘密が知りたかったわけではないのよ。わたしが白山さんに協力したのは、それがおもしろそうだったということもあるけれど、なによりも、白山さんみたいな女の子から秘密を引きずり出したかったからなのよ？」

「…………は？」

「白山さんの『秘密』が目的なのではなくて、『白山さんから秘密を引きずり出す』という行為そのものが、わたしの目的だったの。それなのに、十叶さんから秘密を聞き出してどうするの。そんなの無益である以上に有害だわ」

「ど、どうしてそんなことを？」

　遠咲先輩は眼鏡めがねを外した目を薄く細めた。薄桃色の唇のあいだに、眼鏡のツルを軽く挟む。その表情は笑みに似ていたが、しかし断じて笑みではない。笑顔というのはもっと人間的なもののはずだ。

「好みだから」

「…………なにが」

「白山さんが。正確には、白山さんみたいに、無む垢くで、愛らしくて、おとなしい女の子が、困ったような、焦ったような、恥ずかしそうな顔をしているのを見るのが。わたし、そういうのが純粋に好きなの」

　うっとりとした遠咲先輩の表情を、衡は顔を背そむけて見ないようにした。なぜかはわからないが、見てはいけないような気がした。

　ふと、遠とお咲さき先輩は壁の時計に目を向けた。それからぽつりと、

「──さて、そろそろ白しろ山やまさんがやってくる頃ころね」

　聞き捨てならないことを言った。

「え、なんで白山さんが？　もうここに用はないはずなのに──」

「なに言ってるの。わたしが阿ア頼ラ耶ヤ識シキの捜そう索さくに協力するにあたって、白山さんに条件を出したのを忘れたの？　もしわたしたちが阿ア頼ラ耶ヤ識シキの居場所を探り当てたら、そのときは──」

　そういえばそんなことを言っていたような気がする。が、それは白山さんの耳元だけで囁ささやかれたものだ。衡こうはその条件がどんなものか、結局知らないままだったのだ。

「そのときは、白山さんが『図書館部』に入部する、って。今日きようはその手続きのために白山さんを呼んだのよ？」

「…………入部!?」

「これで『図書館部』は五名。正式に部活として申請できる人数になったわ。その上それが白山さんだなんて、一石二鳥とはこのことね」

　口を開いて抗議しようとするが、喉のどからは空気の固まりしか出てこない。そうこうするうちに、遠咲先輩がちらと目を上げて、窓から閲えつ覧らんスペースの向こうを見通した。薄く笑み、

「噂うわさをすれば。約束に律りち儀ぎなところも、わたしの好みよ」

　ばっと後ろを振り返ると、白山さんが図書館の惨さん状じようを横目にしながら、こちらに近づいてくるのが見えた。部室の中に衡がいるのを見つけて、その顔を嬉うれしそうにほころばせる。胸の前でちょこんと手を振って挨あい拶さつしてくる。

　可愛かわいい。

　衡はばっと振り返り、遠咲先輩の反応を確かめた。愛らしい白山さんの表情に、薄く薄く目を細めて、裂けるような笑みを浮かべている。魔ま女じよめ、と頭の中で呪のろうと、まるでそれを聞きつけたかのように遠咲先輩は衡のほうを向き、

「──白山さんを独り占めしたかった？」

　目元を笑ませたまま、そんなことを言った。

　ぎくり、と心臓が鳴ったのはなぜなのか──衡本人にも、わからなかった。

　白山さんが部室の扉を開けるのと、遠咲先輩が立ち上がるのがほとんど同時。白山さんは遠咲先輩を見て、ちょっと気まずそうな表情をしたが、すぐにそれを打ち消して頭を下げた。

「あの、言われたとおり、書いてきました」

　そう言って、胸に抱いた紙切れを差し出そうとする。だが、遠咲先輩はそれを受け取らずに、顎あごで衡のことを指し示した。

「そのことなんだけど──ちょっと、用事ができてしまったの。平ひら沢さわくん、悪いけれど、手続きのほうはあなたがしておいてくれないかしら」

「────、え、はい？」

　困惑する衡こうを置いて、遠とお咲さき先輩は出て行ってしまった。

「それじゃ、衡くん、よろしくお願いします」

　やわらかく微ほほ笑えんで、白しろ山やまさんは衡のほうに紙切れを差し出してきた。衡は思わずそれを受け取り、文面に視線を走らせる。こう書いてあった。




　入部届

　１年Ｈ組　白山閑しず花か




「……………………本当だったんだ」

　紙切れを両手で握りしめて、うめくように衡は言った。白山さんは不思議そうに目を瞬またたかせながら衡のことを見つめている。その視線に衡はぎこちない笑みを浮かべ、

「ああ、いや、そっか。『図書館部』に入ることにしたんだね、白山さん」

　そう言うと──白山さんは、恥ずかしそうにはにかんだ。

「うん。──あの、これから、よろしくお願いします。わたし、部活ってやったことないから、たくさん迷惑をかけちゃうと思うけど、──でも、がんばるから」

　その微笑みは純真無む垢くで、彼女が『図書館部』の活動内容を知らないということを証明していた。衡の心が痛む。遠咲先輩の『情報収集ねたあつめ』のために行う、あれやこれやの汚い手段に、果たして白山さんが耐えられるだろうか。

「……？　どうしたの、衡くん？」

　よほど変な表情をしていたのだろう、白山さんは首をかしげてそう尋たずねてきた。衡は慌あわてて首を振ってごまかした。

「あ、いやっ、なんでもないよ白山さん。その──そう、九衛クノエはどうしているかなって思って。ほら、こないだ別れてから一度も会ってないし、鞄かばんに戻ったときもぐったりしてたからさ。もう元気になったかな、って」

　白山さんは、微び妙みような笑みを浮かべた。困ったような笑みだ。

「心配してくれてありがとう。うん、九衛は──元気になったよ。ただ、ちょっと、ね」

「？　なにか、まずいことでもあったの？」

「身体からだのほうは治ったんだけど、その、ちょっと拗すねちゃってて。まだ機嫌を直してくれていないの。衡くんが、『九絶門Val'DOR's Gate』を使えたことが、よっぽどショックだったみたい」

　衡と白山さんの視線は、彼女が持つ黒い鞄に集中した。その鞄の中で、膝ひざを抱えて体育座りしている九衛の後ろ姿を想像して、衡は思わず吹き出してしまった。

「ふふ、もう、笑うなんてひどいよ、衡くん」

　そう言いながら、白山さんも唇に手を当ててころころと笑っている。ひとしきりそうやって、二人で笑い合ってから、衡はふと浮かんだ疑問を口にした。

「そういえばさ、白しろ山やまさん。──なんでおれは、『九絶門Val'DOR's Gate』を使えたのかな」

「え？」

「いや、ヴィヴィとメアが言ってたんだよ。あれは普通、鞄かばんの『持ち主』か『守ツ憑キ霊ダマ』しか使えないものなんだって。確か九衛クノエも、そんなことを言ってたよね。でも、なんであのとき、『九く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』や『窮きゆう天てん落とし』を使えたのかなって、そう思って──」

　ほんの、世間話のつもりだったのに。

　衡こうがそう言った瞬間、白山さんの顔が真まっ赤かに染まった。

　その反応に思わず息を吞のみ、白山さんは自らの表情を見られるのを恐れるかのように、目を伏せてしまった。もじもじと、両足の爪つま先さきをこすり合わせる。そうしながら、白山さんは静かに言葉を落とした。

「──そうだね。本当は、使えるはずがなかった。わたしの、わたしと九衛の『九絶門Val'DOR's Gate』は特殊だけれど、本当はそれだって、わたしと九衛のどちらかにしか使えるはずがなかったの。だって──」

　そこまで言って、白山さんは上目遣いで衡のことを見た。

　頰ほおを染めて、それでもなにかを伝えようと、一心に衡を見つめるその視線に──

　どこか、衡の胸の奥底で、重苦しい音を立てて動くものがあった。

「だって、『領域ナワバリ』は、そのものの心の一部なんだから。その人の、心象世界そのものだから。だからね、衡くん。あなたが、わたしの『領域ナワバリ』を使えたということは──」

　一瞬だけ、言葉を途切れさせて。

　不思議な色の瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく笑ませて、白山さんはもう一度唇を開き、




「わたしの心の中に、衡くんがいるってことだよ」




　そう言った。

「…………………………そう、なんだ」

　衡は、そう答えることしかできなかった。

　白山さんの目元が笑む。恥ずかしそうに、けれどもどこか、悪戯めいた色を含んで。ようやくにして見ることのできた、白山さんの『心からの笑顔』を、衡はなぜか直視することができず、意味もなく入部届で自らの視界を塞ふさいでしまった。








終わり












　あとがき




　そういえば白髪のキャラクターを出したのは３シリーズ目です。

　どうもこんにちは、あるいは初めまして。鈴すず木き鈴すずと申します。

　ときにみなさまは、白髪、と書くとどうお読みになるでしょうか。

『しらが』でしょうか。

　ノーです。いや国語的にはちっともノーではなくきわめて正しいのですが、ここでは是非とも『はくはつ』と読んでいただきたい所存です。『しろかみ』でも結構。『しろかみ』のほうが僕は好きです。ザ・ジャパニィズという感じで。




　そんなわけで、『白しろ山やまさんと黒い鞄かばん』、お楽しみいただけましたでしょうか。

　本シリーズは白山さんがあれこれするお話です。真っ白な髪の、儚はかなげな女の子が、泣いたり笑ったり、キョドったりテンパったりします。あとアクションがあったり、少女の首が飛んだりします。割といつもどおりですね。

　でも特に黒要素はありません。そのはずです。少女の首は飛びますが、でも、大丈夫。この少女は首が飛んでも平気な人なのです！　これで黒要素の嫌いなあなたも大安心でレジに本書を持って行くことができますね。ああよかった。

　とまあ、そんな感じの本シリーズですが、これからも宜よろしくお願いいたします。




　さて、最後になりましたがお礼を。

　担当編集さま、いつもアドバイスありがとうございます。学園の名前が『大東栄共亜学園』だったとき、「これは誰だれが喜ぶんですか？」という一言で目が覚めました。確かにこれは俺おれしか喜ばない。プロ失格になるところだった。危ないところでした。

　イラストレーターさま、美び麗れいなイラストをつけていただきありがとうございます。いや実は現時点ではまだラフさえ見てないのですが、サイトを拝見して「この人が白山さんを描くのかドゥフフ」と想像したりニヤリニヤリとしたりしています。生まれてすいません。

　編集部の方々、並びに校閲さんにもお礼を申し上げたく思います。もう八年くらいこの仕事をやっていますがまだまだ国語的間違いはわんさか出てきます。

　そして、もちろんこの本を手にとっていただいた読者のみなさま方にも。あなた方がいなくば僕も本シリーズも生きていくことができません。心よりの感謝を申し上げます。

　それでは、またいつかお会いできる日を楽しみにしております。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

前回の発刊からいつの間にか八ヶ月も経っているということに驚きを禁じ得ないぼんくらライトノベル作家。歳を取ると時間の流れが早くなるといいますが本当ですね。もう今年の四分の一が過ぎ去ったとはとても信じられな……え、マジで？　三月？　うそん。
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イラスト／ここのか

静岡県浜松市出身のＯ型。温暖な気候で育ったせいか頭の中も緩みっぱなし。後輩から年上の威厳がないと言われる。あと体の90％は下ネタで出来ているんだって。ヤッタネ！
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